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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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炭酸水と透明のきみへ。It's a wonderful world (Sg.-edit)

その流ながれ星ぼしの命は。CALL TO ME ON THE STARS / momo extra.10

らくがき。









[image: しにがみのバラッド。(10)]








秘密の花園少女。

Unknown Star's Bolero Part.2: Searchlight (Opening)






　　　　♪




　誰だれかが目覚めると、夢から醒さめると、このセカイが終わる。

　かもしれない。

　だとしたら、私も思う。

　その誰かがこのままずっと永遠に目覚めてくれなければいい。

　トウカといるこの小さいけれど、キレイなセカイ。

　私が想おもうセカイとトウカが想うセカイは違うかもしれないけれど。

　私たちが此こ処こに在るという事だけは、本当だ。

　誰にも変えられない。変えさせない。

　誰かが奪うと言うのなら、私が護まもる。

　命に代えてでも。

　そう言ったら、矛む盾じゆんになるかもしれない。

　私が居なくなったら、私とトウカが居るセカイではなくなってしまう。

　けれど、私が居なくなったとしても、トウカが居るセカイ。そして、私が居たセカイは残る。

　それでいい。

　それだけでいい。

　私は、トウカが居ればそれでいい。

　でも、トウカはそう思ってない。たぶん。

　トウカには、トウカの望むモノや、望むセカイがある。

　そのセカイも私は護りたいと思う。

　だから、思う。

　このセカイを夢見ている誰か。

　目覚めないで。







　じゃないと、壊こわしてしまうわ。




　アナタの夢を。
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　　　　♪




　夕ゆう凪なぎがある。

　とてもしずかな海の上を、めいっぱい羽根を広げたうみねこが飛んでいく。

　光が射さして。

　少女がひとり。

　うつむきながら波なみ打うち際ぎわに、何かを捜している。

　何かを見付けようとしている。

　遠くには、ガイコツみたいな風車が、何台も風もないのに廻まわっている。そのとなりで骨だけになった首くび長なが竜りゆうがたいくつそうにあくびをしていた。

　波打ち際。光の中で。

　素足の彼女は、ちいさく笑って、こっちを向いて、はにかんで。

　そんな夕凪ガール。

　彼女は、綺き麗れいに笑った。

　うるさいくらいの光に包まれて、いつの間にか、ここは何ど処こだ。

　指先に触れる光、そのちいさな手でつかんだ。

　ちいさな部へ屋や。

　光をつないでカーテンを作った。

　こんなにたくさんの光につつまれながら、眠るとき。

　とても綺麗で、やすらかに眠れると思ってた。

　けど、光がまぶしくて、

　ぜんぜん、眠れなかった。




　──そんな夢を見た。




「…………ふぁ…………」

　寝る前に遮しや光こうカーテンを閉め忘れてしまった。昨日きのうは一日中雨で、宝たから井い静せい奈なは夜、部屋の電気も点つけずにすぐふとんに潜もぐり込んで、そのまま眠りに落ちた。

　そのせいで、ベッドの上でさんさんと眩まぶしい朝あさ陽ひを顔に浴びることになった彼女は、めざましをセットした時間よりも早く目を覚ました。

　太陽に起こされてしまったけれど、妙に目覚めがよくて、すがすがしい。

　窓にかかっているのは遮光性のない薄うすく淡いカーテン。それを透すき通って伝わってくる冷たい感触も何処か気持ちがよかった。

　おかげで、普ふ段だんなら遅刻ぎりぎりになる時間まで寝てしまおうとする静せい奈なも、さっくりとふとんの温ぬくもりの中から抜け出すことができた。

　昨日きのうまで、高校一年最後の期末試し験けんがあって、毎日学校に行くのが嫌いやで嫌で仕方なかったのが、噓うそのよう。

　無事に終わったテストは、試験期間中の必死の勉強のかいもあってか、手て応ごたえもまずまず。

　気分は昨日の雨とおんなじで土砂降りのようだったけど、おかげさまで、赤点もなく追試も補習もなさそうだ。

　そんな静奈にしてみると、今日きようくらい心ゆくまで、なんなら、身体からだの節々が痛くなるくらいまで、ベッドの上で寝転がっていたいところだけれど、あいにく、今日も学校。

　春休みまではあと少しだ。

　静奈は、おおきくのびをしながら、自室を出た。

「──めずらしっ」

　静奈の顔を見るなり、母親がそう言った。

「いつも、この時間に起きてくれれば助かるのになー、お母さんも仕事あるんだからねー？」

「ねー」

　朝一番に小言を言う母親にも、にこやか対応。

　早起きってすばらしいことなのね。なんて思えた。

　フライパンを火にかけ、スクランブルエッグを作りはじめた母親のとなりを抜け、静奈は食器棚から、いつもは母親が用意してくれるマイ・コーヒーカップを自分で取り出してくる。

「ほんと、どうしたの？」

　母親が不ふ思し議ぎそうに少し笑っていた。

「なにが？」

　静奈が訊きき返す。

「だって、あんた、いつもお母さんが、コーヒーからトーストから全部用意するまで、ぼーっとテーブルの椅い子すに座ってるじゃないの。間抜けな顔して」

「間抜けはよけいだっつーの。しょうがないじゃん。寝起きなんだし。低血圧なんだよ」

　カップに、できていたコーヒーを注ぐ。

「あんたの母親をけっこー長い間やってるけど、低血圧なんてはじめて知ったわ」

　としかし、母親が返してきた。

「アーアー、ダメな母上様だー」

　静奈はとぼけて、テーブルの椅子に腰かけた。

　まだ何かぶつぶつと言っている母親をちょっとだけ放っておいて、テレビに目を向けた。

　天気予報では、晴れるらしい。

「晴れるってさー」

　独り言のように呟つぶやく。

　期末も終わって、晴れやかな気分なんだ。せっかくだから、空も晴れてくれればいいのに、なんて思って昨日きのうは眠ったんだった。

　ありがとう、空さん。




　朝食を終えて、制服に着替え準備をすませても、普ふ段だん家を出るよりもずっと早い時間だった。

　だからといって、「まだ時間があるから」と家で余裕をブチかましながら、テレビのワイドショーコーナーでも観みるようなことはなく、静せい奈なは、もう学校に行くことにした。

　いつもの彼女なら、ちょっとでも時間があったら、だらだらして結局普段どおりの遅刻ぎりぎりに家を出ていただろう。

　でも、

「きょうは、違うのさ。何な故ぜなら、──気分がいいからっ！」

　ひとりごちて静奈は、玄関でソックスのシワを伸ばし、ローファーをはいた。

「いってきまーす」

　そして、気分よく、鼻歌でも飛び出しそうな調ちよう子しで家を出た。

　外に出ると、台風一いつ過かのような晴天だった。

「ふあー。まぶしー」

　乾ききっていない雨粒や、路上の水たまりに朝の低い太陽が反射して、一いつ瞬しゆん、まぶたを閉じる。

　でも、やっぱり嫌いやな気はしない。

　むしろ、

「早起きは三さん文もんの徳とくって、こーゆーことかー」

　妙に、にやにやしてしまう。

　気分はまるで、波なみ打うち際ぎわで水を掛け合ってじゃれるバカップルの気分だ。

「あはは、あはは、やめろよー。あははははははー」

「きゃはははっ、ほらー。こっちこっちー」

　みたいなね。

　いつもの通学路を歩き出すと、おかしな感じがした。

　なんだか、くすぐったい。

　いつもの通学路は、いつもの景け色しきだ。

　それなのに、何かが違って見える。

　何も変わってないのに。

　不ふ思し議ぎだ。

　春先のこの時期に、桜さくらがちっとも咲いていないのが残念だけれど。

　それでも、

「えへへへー」

　ひとりにやけて、スキップしそうなリズムで歩き出す。

「おーっと。あたし、スキップできないんだったわー。なんつって」

　ひとりでボケてひとりでツッコむ。

　けっして、むなしくはない。むなしくはないんだ。これが。

　歩く歩幅。

　リズムはポップで軽快。刻むダンスビート。

　ああ、前にうっかりケータイを落として怨おん念ねんたっぷりだった、一級河か川せんとは名ばかりのドブ川も、今日きようはなんだか愛いとおしく思える。

　お気に入りでいきつけだったのにずいぶん前に閉店してしまったハンバーガーショップ。跡地のテナント募集の張り紙も、きっとすぐに申し込みがあるさ。と思える。

　ああ、雨あがりって素す敵てきね。

「ふふふ」と笑えみがこぼれてきて、そのにこやかな表情のまま、静せい奈なは何気なくひょいと視し線せんを右に向けてみた。

　──最悪だった。

「……うー………わ………っ」

　なじみだった書店がつぶれて、次に何ができるんだろうと思ってたら、二十四時間営業のコインパーキングだった。

　こんな片かた田舎いなかの住宅街で二十四時間もくそもないだろうと、ただでさえ鼻についたのに、今日はとくになんだもう。

　そのパーキングで、猫が死んでいた。

　目と口を大きく開いたまま、仰あお向むけに、寝転がっている。

　朝あさ陽ひを鈍にび色いろに映す濁にごった血だまり。

「ぐあー……マジで……」

　ため息をつきながら、静奈は死んだ猫から目をそらした。

　猫が転がっている場所から推測すると、車に轢ひかれたんだろう。てか、駐ちゆう車しや場じようだし、それしか考えられない。

　昨日きのうは雨が降っていたし、停車していたばかりの車はまだあたたかかったんだろう。

　猫は、ぬくぬくな場所を好むとか聞く。

　たぶん、車体の隙すき間ま──タイヤの上で眠ってたんだろうけど、朝か、夜の間か、動き出した車、そのタイヤから落っこちて……。

「ウワッ！　…………あー、もう、想像しちゃったじゃん……やめよう……」

　それに、猫は〝祟たたる〟とかいうのもよく聞く話だ。

　一刻も早く、ここから立ち去ろう。

「そうだ。そうしよう」

　が、

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした。

　このまま、猫を放っておいていいんだろうか。

　あんな、目も口も開きっぱなしの、むごい姿をさらさせたままにしておいて。

　かといって。

　正直に言ってしまえば、静せい奈な自身には何もできそうになかった。

　死体をさわるのは……嫌いやだ。

　コワイ。

　生きていれば、さわれるのに。

　なんだろー。

　これって、なんだろー。

　死体差別？

　…………バカじゃない。あたし。

「ハァー……」

　やれやれと深く息を吐はいて、吸った。

　起きたときのしあわせ感丸出しの自分はどっかにいってしまった。

　気分はもう、空の青さとは違う、憂ゆう鬱うつなブルーだ。

「きっと……気のイイやさしい、あたし以外の誰だれかが、ちゃんとしてくれる……よ」

　そう呟つぶやくと、静奈は意を決して歩き出した。

　ごめん。

　ごめんよ。

　猫……。

　小さな歩幅から、大きな歩幅に。

　離はなれていく。

　それなのに、ずっと、背中に視し線せんを感じていた。

　ずっと、あの死んだ猫の開いたままの目がこっちを見ているような気がした。







　───リン。




　　　　♪




「──どしたの？　宝たから井いちゃん？　そんな、ヘコんだ顔して」

　部活の先せん輩ぱいの渡わた辺なべ健けん二じが、椅い子すの上で膝ひざを抱えてふさぎ込んでいる静せい奈なの様よう子すを見かねて、声をかけてきた。

　静奈が所属する映像研究会（正式には、演技映像研究会俱ク楽ラ部ブ）が部室としている視し聴ちよう覚かく教室の一角、他ほかの部員たちから離はなれた場所に、静奈はひとりで座っていた。

　部室中に漂うほどの負のオーラを静奈が発していたので、他の部員たちから「アレをなんとかして」というオファーを受けた部長の渡辺が、なんとかすることになった。

「…………それが……って、アーッ！　思い出しちゃったじゃん！　部長のアホ！」

　膝を抱えていた手を離した静奈は、そのままその手で渡辺の制服の胸ぐらにつかみかかりそうなイキオイだった。

「あ、アホって……!?　あのね、宝井ちゃん。僕って一応、先輩なワケね。しかも、部長でもあるワケで……」

「アホーっ！」

　もう一回ゆった。

　とどめってやつだ。

　向こうの方で、他の部員たちのため息のような「やっぱダメか」という声が、ぽそりと聞こえてきた。部長の威い厳げん、いっさいなし。

　困ってしまって泣き出しそうな部長渡辺は置いておいて、静奈といえば、まだ今け朝さの──猫のことを引きずっていた。

　今日きようは、期末の答案用紙が返ってきたりして、クラスのみんなが結果に一いつ喜き一いち憂ゆうしている間も、静奈だけは、ぼんやりとしていた。

　朝あさ陽ひという自然の目覚まし時ど計けいで起きた爽そう快かい気分が一転して、真ま逆ぎやくの気分になってしまった。

　瞼まぶたを閉じれば、あの猫の姿が浮かんできて、なんにも集中できない。

「ハァ[image: ][image: ]……」

　と、ため息ばかりが出てしまう。

　ごめん。

　ごめんよ。

　猫……。

　あたしが悪いんだ。

　きみは車に轢ひかれた。

　それを造ったのも運転していたのも、人間だ。

　そして、あたしも同じ人間。

　そう。あたしがきみを殺したのも同じことなのさ。

　見て見ぬフリ。

　ごめん。

　ごめんなさい。

　だから、怨うらまないで。

　祟たたらないで。

　あたしを祟っても、なんにもならないよ。

　ああ、こんなことなら手のひとつでも合わせておけばよかった。

　これじゃ、浮かばれないわ。

　あの猫も、あたしも。

「ハァー……」

「なんか判わからないけど。落ち込んでるみたいだね」

　これ以上訊きいても静せい奈なは何も答えてくれなさそう、かつ、それによってこれ以上ヘコみたくない渡わた辺なべが、ちいさく言った。

　そして、

「そんな宝たから井いちゃんだけに！　……ってワケじゃないけど、今日きようは、いいモノがあるんだよ。だから、元気だして。部員みんなに感う染つっちゃう前にさ」

　言って、渡辺は、ふふんと得意げに鼻を鳴らす。

　現金なモノで、落ち込んでいたはずの静奈はぴくり、『いいモノ』に反応してしまう。

　これだから一般庶民の娘は！

　とか聞こえてきたような聞こえなかったような。

「で、なに？」

　静奈がさも『興きよう味みはありませんけど、何か？』という態度で訊く。

　対する渡辺は、したり顔で、

「ふふふっ」

　と自分の制服の右ポケットを指さす。

　目を向けると、そこから、透明のプラスチックケースがはみ出していた。

　判りやすく目立つように、無む理り矢や理り押し込んである感じだ。

「それ？　ＣＤ？」

　この映像研究会に入部してから一年近くになるが、その間に、先せん輩ぱい・渡辺に対しての『敬語』の概がい念ねんが薄うすれつつある静奈だった。

「はずれー。ＤＶＤだよ。もとは、ビデオテープだったんだけどね」

　やはりしたり顔で、渡辺はポケットからＤＶＤの入ったケースをスッと取り出した。

「これ！　部員みんなもそうだけど、宝たから井いちゃんが特に観みたがってた──アレだよっ！」

「アレって──アレ!?」

「アレだよ！」

「マ・ジ・で!?」

「マ・ジ・で！」

「でも、なんで、部長がソレ持ってんの？」

「ふっふっふー。こないだ地域の部長会かい議ぎがあったでしょ？　そのとき、この作コ品レを上映してた学校の映画研究会のひととたまたま仲良くなってさー。ちょっと無理言って借りてきた。なんかさ、コレ撮とったの映研のひとじゃなかったらしくて……」

「すっげー、部長！　さすが部長！　略して、サブ！」

「はっはっはー。これからは敬語使えよー」

「判わかったぜっ！」

「……使ってねーし。ま、いいけどね、もう。宝井ちゃんにはなんにも期待してないから……」

「てか、早く観ようぜっ！」

「はいはい。んじゃ、鑑かん賞しよう会かいといきましょうか」

　得意げな渡わた辺なべは、部員たちに「ちゅうもーく」とＤＶＤを掲げながら、部室兼視し聴ちよう覚かく教室の正面左にある、ＤＶＤプレイヤーや音おん響きようシステムが設置してあるブースに歩いていく。

　ブース内のパネルを操そう作さして、カーテンが自動で閉まるようにしつつ、渡辺がＤＶＤをプレイヤーのトレイにセットした。再生ボタンを押すと、モニターに映像が流れる。

　青い画面から黒バックの画面になると、「３、２、１」と数字のカウントダウンがあって、はじまった。

　静せい奈なは、さっきまでの沈んだ表情が噓うそのように、わくわくした様よう子すでモニターに食い入る。

　音のないはじまり。

　ガイコツみたいな風力発電用の風車が映し出される。

　切り替わって、波なみ打うち際ぎわまで距きよ離りのある浜辺、そこでバイオリンやらチェロやらを奏かなでている数人の老若男女。

　やけに広い浜辺。その全体に近い姿が見えてくる。

　遠くには、首のもげた首くび長なが竜りゆうのモニュメントがあった。

　浜辺をさまざまなひとが行いき交かう。

　手をつないで歩く年老いた夫婦や、腕組みのカップル、裸足はだしのサッカー少年たちや、犬を散歩させる人や。

　ゆるやかに流れる時間。

　画面の端はしに、テロップが浮かび上がってきた。

　日付だ。三年ほど前のちょうど、今ごろの。

　同じくして、音がだんだんときこえてくる。

　風の音。

　波の音。

　春が頰ほおを滑って、耳もとを通り過ぎていく音。

　その中で、カメラは──ひとりの女の子を見付ける。

　ふわふわとしたスカートに、ふりふりとしたブラウスを着た髪の長い女の子。

　素す足あしで波が寄せる場所を行ったり来たりしている。

　何かを捜しているのか、じっとうつむいている。

　そのせいで、女の子の表情は見えなかった。

　──なにをしているんだろう？

　映像を見ている方も、そして、このカメラを持って撮さつ影えいしている人物もそう思っていた。

　遠目から観みていたカメラが女の子に近付いていく。

　ズームしているんじゃなくて、カメラ自体が近付いていた。

　まだ海の水が冷たいのか、女の子の本当なら白い素足が赤くなっている。

　すると。

　女の子のずれた黒くろ縁ぶち眼鏡めがね越しの視し線せんと、撮影者のカメラ越しの視線がばっちりと合う。撮とられた映像を観ている方も視線が合っているような感覚になる。

　カメラこつちを見たまま硬直する女の子は、ひどく困った表情になっていく。

「……なんでしょうか？」

　ついには、女の子は困り果てて、そう訊たずねる。

　これが、この映像作品における主人公の女の子の登場シーン。

　波なみ打うち際ぎわで何かを一いつ生しよう懸けん命めいに捜している女の子と、カメラを撮る女の子みたいな顔の男の子と、その友達らしきかっこいい男の子、そして、海と街を撮り続けた、ただそれだけの作品だ。

　そして、静せい奈なが映像研究会に入るきっかけになった作品だった。

　出で逢あいは、三年ほど前。中学一年生のときに、友達といっしょに行った他校の文化祭の片隅で、ひっそりと上映されていた。

　それにも拘かかわらず、たくさんのひとたちが引き寄せられるように、この映像作品を公開していたブースに集まっていたし、静奈もそのひとりだった。

　ひとしきり文化祭を楽しんだあとに、たどり着いたそこで、三十分ほどの間、映像が終わるその瞬しゆん間かんまでその場を離はなれられなかった。

　映像は、海と街と、ひとりの女の子を一年近くの間カメラに納めた、ただ、それだけのモノ。なのに、それは、初うい々ういしくて、くすぐったくて、ひたすら綺き麗れいで、心の中に透すき通って染しみ込んできた。

　そんな感じだ。

　カメラは、静せい奈なが住むここからほど近い街のいろいろをめぐる。

　雨あがりの空に浮かぶ雲をふたり乗りの自転車で追いかけていくと、見たことがあるような風景が次々と映ってゆく。

　ただ、見たことがあるのに、まったく見たこともない風景を見ているような新しい気分になったりする。

　それらの映像の中心にいつもいる──ひとりの黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの女の子。

　波なみ打うち際ぎわで何かを捜して歩き廻まわる。ずっとうつむいたままだったのに、それが徐々に変わっていった。

　シーンとシーンの間や、ふと画面の端はしに出てくる時間の経過を知らせるテロップ。

　季節が過ぎていくと、黒縁眼鏡の女の子は、カメラに向かって微笑ほほえむようになっていく。

　そして、ついには、とても綺き麗れいに笑うんだ。

　最初は、やぼったい黒縁眼鏡やうつむき加減の印象で、地味なイメージを受けていたのに、『こんなにかわいいひとだったんだ』と感嘆してしまって、最後には、女の子の笑え顔がおにつられて、こっちまで笑ってしまう。

　でも、女の子をそんな表情にさせたのは、きっと、映像にもたまに映る、撮さつ影えい者しやの男の子だ。

　女の子みたいな顔をしたその男の子は当時、中二とか中三だったはず。映像は、ほとんどがこのひとの目め線せん。

　だからこそ、伝わってくる。

　この男の子が、とても純真でやさしいひとなんだろうと。

　この男の子が、女の子のことや海や街のことを本当にたいせつに想おもっているんだと。

　だからこそ、観みている方も感情移入してしまって、彼女が笑うとうれしくなる。きっとうれしくて仕方ないだろう男の子といっしょに。

　それに、もうひとつの見所は、撮影者の友達らしい、超美形の男の子。

　作品が発表された文化祭でも、たまにフレームインしてくる美形に、女子生徒の黄き色いろい喚かん声せいが上がっていた。

　こっちの魅み力りよくに惹ひかれていた女ひ子とたちも、けっこういたんじゃないだろうか……。

　しかし、作品自体は正直に言ってしまうと、素人しろうとが作ったモノだ。

　テレビとかと違って、家庭用のビデオカメラで撮とられたその映像も編へん集しゆうも、突っ込みどころがたくさんあって、作品自体もすごくすごくおもしろかったとか、つよい衝しよう撃げきとか感動を受けたとか、そういうんじゃない。

　けど。

　なんだか、甘あま酸ずっぱくて、胸があったかくなって、素す敵てきな気分になった。

　どうしてか、とても惹かれたんだ。

　こういうのを〝しあわせ〟ってゆうんじゃないかなー。

　これを見たひとの多くがきっとそう感じていただろう。

　現に、こうして、三年経たった今も映像が流れる、静せい奈なたち映像研究会の部室兼視し聴ちよう覚かく教室では、部員たちの視し線せんがモニターに張り付いている。

　映像が終わって、カーテンが開けられると、「ふーっ」とため息のような、感嘆のような呼吸がして、誰だれからともなく拍手が鳴った。

　静奈も拍手をしながら、この映像作品を観みたときのことを思い出していた。

　ひとつの〝しあわせ〟のカタチみたいなものを見た気がしたんだ。

　この映像の中の三人もそうだけれど。伏し目がちな女の子が、だんだん前を向くようになって、その目はカメラの向こうの男の子を見ている。でも、なんか近付きそうで近付かなくて。そんなふたりを見守ってる美形の男の子とか。たぶん、そんなかんじ。

　だから、静奈もこんな風ふうに、〝しあわせ〟や〝今〟を残せたらいいなと思って、中学にはなかった映像研究会に、高校進学と同時に入部した。

　けれど。

　高校生活は、とりあえずたのしくって、それなりに満たされていて、「まあいいよね」といつも流されっぱなしの毎日。

　もう、入学、入部から一年も経とうとしているのに、静奈は、作品のひとつも、むしろ、何も残していない。

　結局、

「今日きようはまあいいよね。明日あしたで」

　とか思ってしまう。

　部活のまったりゆるゆるの雰囲気もあるけれど、もともとのんびりというか、せかせかすることが苦にが手てな静奈の性格も大きな原因。

　朝いつも遅刻ぎりぎりなのも、おそらくそのひとつ。

　そして、はっとした。

　判わかった。

　なんで、今日一日中、落ち込んでいたのか。

　もちろん、猫が死んでいるのを見たってゆうのもある。

　何もできなかったってゆうのもある。

　でも、それよりも何よりも、不安だったんだ。

　どうしようもない不安。

　あの死んだ猫のことを──自分と重ねて見ていたんだ。きっと。

　そう。

　いつか、自分も死んでしまうだろう。

　それは、ずっと先のことか、明日あしたか、それとも今か。

　でも、やっぱり、死んでしまう。

　ひとは、生まれた瞬しゆん間かんから、死んでいくんだから。

　それなのに、限られた時間を静せい奈なは、いつもなんとなく過ごしてしまう。

　朝あさ陽ひで目覚めてしあわせだった気分も、死んだ猫を見て、一気に消えてしまった。

　だけど、その落ち込んでいた気分も、好きだった映像作品をもう一度観みることができて、吹ふき飛んでしまった。

　なんてゆうか。

　しあわせに慣なれて。

　かなしいことにも慣れて。

　なんとなく毎日をやり過ごしていく。

　流されていく。

　駐ちゆう車しや場じようの猫みたく、あした、轢ひかれて死んでしまうかもしれないのに。

　何かしなきゃ。

　そんな風ふうに心がざわめいた。

　けど、〝何か〟がなんなのかは、ぜんぜん見当も付かなかった。




　　　　♪




「……まだ……あのままだったら……」

　静奈は、学校帰りに猫が死んでいた駐車場に向かっていた。

　といっても、どうせ帰り道だから、避けなければ通りかかるんだけれど。

　だからこそ、あえて、通りかかる。

　駐車場が近付くと、なかば無む意い識しきに歩幅が小さくなった。

　まだ、猫がいたらどうしようと思いながら、でもいたら今度は何かできるかもと思っている。

　コワイから嫌いやだけど。見て見ぬフリも後ろめたい。

　結局、猫のことじゃなくて、自分のことばかり考えてしまうのも滅め入いる。

　道路を進んでいくと、ゆるやかなカーブの先に見えてきたあの駐車場。

「すぅ……はぁー……」

　いったん足を止めてから深呼吸して、心を落ち着かせる。







　───リン。







「……あれ？」

　何ど処こかで、鈴すずの音ねがした。

　聴きいたことのあるような、ないような。

「そういえば……」

　あの映像作品の中でも、聞こえるか聞こえないかくらいの音で、鈴の音が鳴っていたような気がしたんだけど……。

「んー……っ？」

　と、静せい奈なの視界の端はし、ちらちらと〝色〟が入り込んできた。

　目を向ける。

〝色〟が立ち止まっていた静奈を追い越し、道を進んでいく。

「……派は手でだ……」

　心の声が、ぽつりと出てしまった。

　それは、まだちいさな男の子だった。

　エナメってる緑みどり色いろの長靴に、茶ちや色いろいコーデュロイの短パン、赤い七分丈のラグランシャツ。

　その手には、取っ手が赤くて、柄えの部分が黄き色いろで、尖せん端たんの羽の部分が青色の、自分の身長の半分くらいあるプラスチカルなスコップを持っている。

　しかも、背中には何な故ぜか、うさぎっぽいぬいぐるみをヒモでしばって背し負よっていた。

　男の子は、なんといっても、こんな田舎いなか町まちでは目立つ、

「……ガイジンさんだ」

　またもぽつりと出た。

　やたら色素の薄うすい金髪に、青い瞳ひとみ。

　ポイントは、寝ね癖ぐせなのかただのくせっ毛か、てっぺんの髪が跳はねているトコ。

　空に向かって伸びているそれが、電波を受信するアンテナか何かに思えた。

　男の子は、一日中晴れていたのにまだ少し残っていた水たまりをジャンプする。

　テクテクと歩いて向かっていくその先には、あの駐ちゆう車しや場じようがある。

「…………うわっ……まだ…………いるわ……」

　自然と向いてしまった静奈の視し線せんの先は駐車場で、今け朝さ見てしまった猫がまだ、そこに寝っ転がっていた。

　朝よりも、無む惨ざんな姿だ。

　いくぶんひからびていて、無数のハエがたかっている。

「ウ……ッ」

　耐えられず目をそらしてしまう。

　もう夕方になろうかというのに、誰だれも猫には触れなかったんだ……。

　直接何もできなくても最悪、駐車場の管理会社に連絡するくらいはできるだろうに。

　でも、何もしなかったのは、静せい奈なも同じだ。

　しかし、男の子は、ズンズンテクテク歩いていく。

　まるで行進でもしているみたいに元気よく。

　男の子は、駐ちゆう車しや場じようの中に入っていく。何の躊ちゆう躇ちよもなく猫の前で立ち止まった。

　そして、

「えぇっ!?」

　男の子は手にしていたプラスチカルなスコップで、静奈がびっくりするほどあっさり猫をすくい上げた。

　そして、男の子は、今度は交信でもするように空に向かって、ぶつぶつと呟つぶやいてから、猫を乗せたスコップをカートを引くように引きずりながらまた歩き出した。

　アンテナのような跳はねた髪の毛をひょこひょこと揺ゆらしながら、男の子は駐車場を出て行く。

「……なにっ？　どうすんの？」

　静奈の中で、さっきまでの不安感よりも、男の子に対する好奇心の方がにょきにょきすくすく育ってしまった。

「じ、事件のスメルがするわ！」

　という科白せりふを残し、静奈は、不ふ思し議ぎな男の子のあとを追うことにした。




　　　　♪




　外国の子供らしき金髪の男の子は、ずりずりとスコップを引きずりながら、近所の公園に入っていく。

　ちいさいけれど、ベンチや遊具などなど作りがアンティークを気取っていて、雰囲気のいい公園だ。

　男の子は公園に入ると、子供が好んで乗る遊具には目もくれず、真まっ直すぐにその場所へ進んでいった。

　──桜さくらの木だ。

　公園の端はしの方にある桜。

　男の子がその前で立ち止まる──その様よう子すを、静奈は滑り台の陰からこっそりのぞいていた。

「どうする気？」

　問いかけてみる。

　もちろん男の子にその声は届かない。

　と、男の子は、猫をいったん傍かたわらに寝かせると、スコップで桜の木の根もとに穴を掘りはじめた。

「あ……」

　ピンときた。

「あのコ、埋めてあげるんだ」

　朝から夕方まで、誰だれも触れようとしなかった猫のことを、こんなちいさな男の子が、当然のように穴を掘って、埋めているなんて……。

「ほんと、オトナってやつは……」

　自分もだけれど。

　オトナになるってどういうことなのか、あらためて考える必要があるなー。とか、静せい奈ながうなっていると、







　───リン。







　金髪の男の子がスコップで地面を掘るのをやめて、ぐるりとこちらを向いた。

「お……？」

　静奈の視し線せんと男の子の視線が、ばっちりと合った。

　合ってしまった。

　隠かくれてたのに!?

　なんで？

　も、もしかして、あの跳はねた髪の毛はホントに、アンテナっ!?

　受信した！

　あたしの気け配はいを受信したのね！

　そうなのね！

　男の子が、じ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ、と穴が空あくほど静奈のことを見ている。

「は、ははははははははは……」

　静奈は、愛想笑いで返した。

「あのぅ、ねー……」

　と、そろそろと妙な歩幅で男の子に近付きながら、話しかけようとして、気付いた。




　──言葉、通じんの？




　男の子は、金髪に青い瞳ひとみというこの外見。

　外国の子供で間違いない。

　しかし、男の子は、

「なに？」

　普通のイントネーションで、言った。腕組みで偉ぶって。

「おねーちゃん、ダレ？」

「あ、あたし!?　あたしは、通りすがりのちょっとシャイでおしゃまな女子高生だけど？」

「ジョシコーセー？　エライの？」

　妙なことを訊きかれた。

「エライ……ことはないね。うん。どっちかっつーと、アホだね。あたしは」

「そっか。アホか」

　うさぎっぽいぬいぐるみを背し負よった男の子はうんうんとうなずく。

　妙な納なつ得とくをさせてしまった。

　しかし、かわいいので許そう。

「猫、埋めてあげてたんだね。えらいねー」

　言葉が通じると判わかったので、遠えん慮りよなく静せい奈なは言った。

「まあね」

　と男の子はクールなオトナぶった口く調ちようだ。

「そっかー。やっぱねー。この公園の桜さくらなら、猫のお墓には立派なもんだもん」
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　調ちよう子しに乗って、となりに並んで男の子の目め線せんになるようにしゃがんだ。

　横を見てみる。

　まつ毛、長っ！

　さすが、ガイジンさん！

　が、

「おはかって？　なにいってんの？」

「は？」

「このきに『えいよう』をあげてただけだよ」

　男の子は、耳を疑うようなことを平然とした表情で言った。

　静せい奈なは酸すっぱいモノを食べたときのような表情で、固まってしまう。

「え、栄養って！」

　そんなツッコミにもクールに、

「だって、サクラがさかないんだもん」

　さらりとかわす。

　背筋にぞぞぞと寒気が走って、静奈はうしろに倒れてしまいそうになった。

　子供のころ、花見をしていたとき。父親に、

「桜さくらの木の下には死体が埋まってるんだよ。だから、桜はあんな色なんだよ！」

　と怪かい談だんまがいの話をされて、怖くなって夜眠れなくなったことを思い出した。

　そんな都市伝説的なアレを真まに受けるなんて、あたしもガキンチョだったなー。

　なんて、想おもい出でにひたってるほどの余裕はなく。

「ちょ、ちょっと！」

　と言うのが精一杯だった。

　男の子は、「ナニがちょっとなの？」ってゆう顔をしている。

　なんだか、思いっきり〝下〟に見られているような気がした。

　いや、見下されていないかもしれないが、確かく実じつに、うやまわれてはない。

　その青い瞳ひとみがそう言っている。

　少しだけ、部長渡わた辺なべの気持ちが判わかった……。

「はやくさけばいいのに」

　言って、男の子が桜の木を見上げる。

　その視線を追って、静せい奈なも桜に目を向けた。

　すごくさみしくなって、心が糸で空から引っ張られる。

　咲いてない。

　今の季節には、必ず咲いているはずの桜がぜんぜん咲いてなかった。

　それは、この公園の、この桜の木だけじゃない。

　原因は、一年半ほど前──




　この街のわりと近くの山奥に、一年中咲いている『万まん年ねん桜ざくら』があった。

　山奥でかなりさみしげなところにあって、万年桜にはあまりひとが寄りつかなかった。

　それに腹を立てたのか、その万年桜は季節はずれにいきなり咲き乱れたかと思うと、このあたりの街中の桜という桜の木の花もいっしょに咲かせた。

　たぶん、それが原因だと思う。

　地方紙などでもちょっとした話題になっていた。不ふ思し議ぎなこともあるもんだと。みんなはすぐに忘れてしまったけど、この春思い出させられることになった。

　今年は、春になっても──桜が咲いていないんだ。

　万年桜がある地域はもちろん、それに隣りん接せつする静せい奈なが暮らすところもだ。

　桜さくら前ぜん線せんとやらの、真っただ中なはずなのに。

　花見で盛り上がろうとしてた大人おとなたちは、何ど処こかさみしげ。

　静奈の父親もそんなひとり。

　会社の花見大会で幹事をやることになって、はりきっていた。なのに、まったく桜が咲かなくて、しょんぼり。うらやましそうに、他ほかの地域の桜が咲いたというニュースを流すテレビを眺めている。

　静奈もそんな父親の気持ちが判わからなくもない。

　花にもお酒にも興きよう味みのない静奈でも、この季節はなんだかウキウキしてしまう。

　やっと寒さから解放され、あたたかさに心も身体からだもいっぱいに抱きしめられる。

　でも、そんな温和な季節の象徴とでもいうべき、桜の花が咲いてないんだ。

　そりゃ、見るモノのないこんな春じゃ、晴れたってだけで浮かれる静奈のようなやつを誰だれもとがめない。

　とがめることはできないんだ。

　だからだ。

　男の子が、「猫を、桜を咲かせるための栄養にした」と言っても、何も言い返せなかった。

　きっと、たぶんだけど。

　この男の子にしてみれば、純粋に、桜を咲かせようとしただけ。

　そこに、たまたま死んでいた猫がいただけ。

　けど、その〝純粋〟が〝純真〟が〝素直〟が、ちょっとだけ怖くもあった。

　幼いころ、アリを踏みつぶしたとき、自分がなんにも思わなかったこと。とかとおんなじカンジがする。

「──キミの名前は？」

　精一杯の笑え顔がおのつもりで、静奈は、男の子を見た。

　男の子は、

「ミハイル・ツィオルコフスキー」

　そう答えてくれた。

　けど、聞き慣なれない流りゆうちょうすぎる発音の名前に、静せい奈なは、最初の方しか聞き取れなかった。

「あ、うん。ミハィ……ねー、うんうん。ええっと、そ、そうだねー……。えー、あ！　じゃあ！　み……ミッフィ、って呼んでいい？」

　半分、やけくそだった。

　男の子の背中のぬいぐるみは、関係ないんだいっ。

「べつにいいけど？」

　としかし男の子は、うなずいて、でも、すぐにぷいと横を向いた。

　そのしぐさが、やたらとかわいい。金髪や青い瞳ひとみがよく似合っていた。

　男の子には、コワイのとカワイイのが交互にやってくる。

　感情が、やたらと落ち着かなかった。

「おねーちゃんの名前は、静奈。宝たから井い静奈ちゃんだよっ」

　教育テレビのおねえさんの気分で、作り笑え顔がおできゃははと言う。

　とりあえず、男の子は、無視だった。

「………ああ、そう……ですか……」

　雨あがり。

　うれしかったり、落ち込んだり、いろいろあった。

　そんな日に、静奈は、不ふ思し議ぎな少年、ミハイル──ミッフィに出で逢あった。







　　　　♪




　期末テストも終わり、あとは春休みを待つだけ。

　授業は半日で終わり、あとは自由。

　しばし、こんな毎日が続く。

　さっそく静せい奈なは部活をバックレて、学校から直接、昨日きのうミハイルに逢あった公園に向かった。

　ひょいと公園の中をのぞくと、はしゃぐ子供たちと井い戸ど端ばた会かい議ぎ中のママたち、そんな日常の風景から、浮きまくったちいさい背中を発見した。

　今日きようも、アンテナが立っている。

　そして、うさぎのぬいぐるみをヒモでしばって背し負よっている。

　ミハイルは、空に向かってか、それとも桜さくらの木か、ぶつぶつと話しかけている。

　ときどき、うんうんとうなずいている。

　何か……、電波的なモノを受信しているに違いない。

　と──

　静奈が一歩、公園の中に踏み込んだ途と端たん、くるりとミハイルがこちらに振り向いた。

「うおっ、気付いた！」

　もう、ぜったい、あれ何かしらを関知するアンテナだよな……。

「おっす！」

　作り笑いで、静奈は、ミハイルに歩み寄っていく。

　ちらりと、横目に見ただけで、ミハイルはすぐに静奈から視し線せんをはずした。

　あいかわらず、クールな子だ……。せつねぇっ。

　めげずに静奈は、ミハイルとおなじように『スタイル・オブ・うんち』でかがむ。

　そして、おなじように見上げる桜は、やっぱり花を咲かせてない。つぼみすらない。

　そりゃ、昨日の今日で、咲かないだろうけど……。

　なんだかなー……。

　こっそり、となりにいるミッフィに視線を向けてみる。

　ずっと桜を眺めている青い瞳ひとみ。やわらかそうな金きん色いろの髪と、毛製アンテナがそよ風に揺ゆれながら、陽ひの光に透すける。

「ミッフィ、今日は、なにして………ん、のぉあぁ！」

　びっくりした。

　視線をミハイルから正面の桜の木に移した瞬しゆん間かんだった。

　それまで、ミハイルに気を取られていて気付かなかった。

　桜の木の根もと。昨日、猫を埋めたところじゃない場所に、

「でかっ!?」

　──ぽっかりと大穴が口を広げていた。

　その傍そばには、見覚えのある赤と黄き色いろと青のスコップが転がっている。

「こ、これ、どうしたの!?」

　立ち上がって、大穴をのぞきこみながら静せい奈なは訊きいた。

　子供が落とし穴とかで掘るレベルじゃない。とてつもなく大きくて深い。

　すると、

「きのうさ。あなをほってておもったんだ。このままほってたら、うらがわにいけるんじゃないかなって」

　ミハイルは、いっさいふざけてない真ま面じ目めな表情で言った。

「い、いや、た、たぶん、この惑ほ星しってまんまるだから、行けるかもしれない……けどっ、理り論ろん的てきにとか、物理的に、……無理なんじゃ？」

　思わず、静奈も真面目に答える。

「──だとおもった」

　としかし、ミハイルは生意気に肩をすくめた。

「おいおい……」

　そうか。

　理屈じゃないんだ。

　子供のころってそうだった。

　親に「○○しちゃだめだよ」と言われて、「わかった」と言っておきながら、しちゃうんだ。

　それで、痛い目にあって、「やっぱ、だめじゃん」と本当に判わかる。

　そういうことがあった。

　ミッフィもきっと。

「ユーリーもいってた。たぶん、ほってもダメだって」

　ミハイルが言う。

「やっぱ、ゆわれてんじゃん。……って、ユーリー？」

　たぶん、ひとの名前だ。今度は判った。聞き取れた。

　誰だれだろ。

「ユーリーは、ユーリーだよ。ナニいってんの？」

　あきれた風ふうにミハイルが首を振る。

「いや、知らないし。ユーリーって誰？　あ、友達？」

「……友達、いない」

　ぷいとふてくされたように横を向くその表情が痛々しかった。

　しまった。

　触れてはいけないところに触れてしまった！

「ユーリーって、どんな女の子？　あ、お姉ねえちゃん？　それとも、妹？」

　名前の響ひびきから、たぶん、そんなカンジだろうと思った。

　が、

「ナニいってんだよ。ユーリーは、オトコだぞ？」

　呆あきれた顔でミハイルが言う。

　しかたないじゃんか、知らないんだもん！

「あーっと！　じゃ、じゃあ、お兄にいちゃんだ！　お兄ちゃんでしょ！」

　しかし、ミハイルは無言で、首を左右にぷるぷると振った。

「ち、違う？　じゃあ……弟？」

　また、首を振る。

「えーっと、じゃあ、なに？　誰だれなの？」

　言ってから、これ以上訊きくんじゃなかった。と静せい奈なは、どっぷり後悔した。

　困った表情でさみしそうなミハイルは、

「パーパでじぃじだけど、ほんとのパーパでじぃじじゃない……」

　そう教えてくれた。

　パーパ？

　じぃじ？

　瞬しゆん時じに理解できなかったが、質問を繰くり返すのはもう、やめたい。

　静奈は、テストや宿題以外ではとたんにオフになる頭脳回路を無む理り矢や理りたたき起こして、働かせる。

　パーパ、ってたぶん、おとうさんで。

　じぃじ、って……もしかして、おじいちゃん？

　それで訳してみると、今、ミッフィが言っていたことって……。

『おとうさんでおじいちゃんだけど、本当のおとうさんでおじいちゃんじゃない』

　……って、なんだ!?

　意味が判わからん!?

　顔中をはてなマークでいっぱいにする静奈を見かねたのか、ミハイルが、

「まったくもう。ほら、これみろよー」

　と言いながら、シャツの中から首にかけていたペンダントを取り出した。

　おおっ！　ガイジンっぽい！

　とか思った静奈だが、口にはせずに、ミハイルが差し出すペンダントをのぞき込んだ。

　シルバーのロケット型のペンダントだった。

　ミハイルがちっちゃな手で、クイッとそれを開くと、中に写真が見えた。

　老夫婦と、そのおじいさんの方に抱きかかえられる今よりもさらにちいさなミハイル。

　これがミッフィの家族ってこと？

　なんか、ちょっと、判わかってきた。

　つまり、ユーリーさんはおそらく、お父とうさんでもおじいさんでもあるけれど、本当の父親でも祖父でもないと。

　…………うぅ……。

　ミッフィのさみしそうな表情の正体が判った気がした。

　ユーリーとは、お父さんでおじいちゃんな存在の保ほ護ご者しやのことかもしれない。

　ということは、写真におじいさんとおばあさんしか写ってないってことは……たぶん、ミッフィには両親がいないってことで……それはつまり……そっか……そういうことか……。

　……じゃなきゃ、ちいさな子供があんな顔をしたりしない。

　思うに、ミッフィ少年は、四歳か五歳とみた。

　こんなちいさくて、かわいらしい子に、哀かなしい顔をさせてしまった。

　静せい奈なは、どっぷりと落ち込みそうになった。

　けど、

「うっし！　じゃあ、静奈ちゃんとあそぼうぜっ！　文化部だけど、体力には自信あるから！バッチコイ！」

　明るく振ふる舞まってみた。

　自分が落ち込んでても仕方がない。

　どうやったって、ミッフィの気持ちにはなれないんだから。

　それよりも、明るく楽しく。

　笑え顔がおがいい。

　と、

「──ちょっと、よろしいかしら？」

　とんがった声が聞こえた。

　そちらに向くと、静奈の目の前に、とんがったメガネのマダムが立っていた。

　とんがった視し線せんを静奈に送る。

「は、はい。なんでしょう？」

　にこやか応対の静奈だったが、次の瞬しゆん間かんには、眉まゆ毛げがつり上がっていた。

「あなた、その子の家族の方ですの？　公園にこんなおっきな穴あけて、アブナイと思いませんの？　もし、ウチのマサルちゃんが穴に落ちてケガでもしたら、どうなさるおつもりかしら？」

　とんがった口く調ちようで、マダムが言う。

　マダムのすぐ傍そばに、息子らしき子供がいた。

　この子が、むぁマすぁサるルちゃんか。

　歳としは、ミッフィとおなじくらいだが、なんというか〝巨大〟だ。

　これでもかというくらいまんまるにおふとりになられてあそばされていらっしゃる。

　ミッフィが掘った穴がいくら大きくても、このまんまるの子がはまるというか、むしろ、穴よりデカイだろ。そいつは。

「あ、あの──」

「まったく、最近の子は、ほんと非ひ常じよう識しきで困りますわ。さっさとその穴、うめてちょうだい」

　人の話をまったく聞かない。

　一方的に喋しやべるだけ喋って、自分の意見を押しつけると、

「ママー、お腹なかすいたー」

　と、ぐずりはじめた息子の手を引いて、

「じゃあ、いつものリストランテにいきましょうねー」

　満面の笑えみで、去っていく。

「…………常識がないのはどっちだ。そんな息子は、相撲すもう部べ屋やにスカウトされる前に、小学生で成人病になっちまえばいいんだ！」

　去っていくとんがったマダムの背中に向かって、聞こえない程度の大声で言ってやった。

「くそっ！　うめればいいんだろ、うめれば！」

　ミハイルのスコップを手に、ざくざくと掘ったときに盛られた土を戻していく。

「って、ほら！　ミッフィも手伝ってよ。もとはといえば……」

「やだ。めんどくさい」

　ミハイルは、ぷるぷると首を振る。

　ちくしょー。かわいい顔して、

「わがままか！」

　結局、穴は何の関係もない静せい奈ながひとりで埋めることになってしまった。

　しかも、静奈が穴を埋めているうちに、いつの間にか、ミハイルは何ど処こかに行ってしまったらしく、姿が見えなくなっていた。

「…………風のように去りぬ……ってか……」

　ほんと、なんだろう。

　ミッフィって、不ふ思し議ぎな子だな……。

「そうそう、子供ってあんなだったよね。とか思った自分……反省な」

　その日は、手も顔も制服も泥だらけにしながら、家に帰った。

　もちろん、

「高校生にもなって、なにやってんの!?」

　と、母親に怒りを通り越してあきれられたのは言うまでもなく。




　　　　♪




　なんだかんだで、次の日も。

　学校終わりに行ってみた公園。

　しかも、今日きようは、部室から失敬してきたビデオカメラを持って。

　あたしも作品を撮とるだわさ。

　モチーフは、ミッフィ少年で！

　うふふっ♡

　……とか、べつにそういうワケじゃない。

　それだと、部活をバックレ、カメラをパクった上に、アブナイ思考のひとみたいになってしまう。

　なんとなくだ。なんとなく。

　不ふ思し議ぎな男の子をカメラにおさめたくなっただけ。

　外国人の子供がめずらしいってゆうのもあるし、夢に描くような──動く人形のような少年を撮っておきたかった。（そして、あとで友達に自慢する）

　件くだんのミハイル少年は、静せい奈なが公園をのぞくと、今日もいた。

　ミハイルは、いつもの桜さくらの木のところだ。

　手にゾウさんのカタチをしたジョウロを持って、猫を埋めた辺あたりに水をまいている。

　それもおそらく、桜の花を咲かせようとする作戦のひとつなのかもしれない。

　そのちいさなうしろ姿は、生意気な口く調ちようとは違って、ちゃんと四、五歳の子供のそれだ。

　しかも、あのコなので、おもわず抱きしめたくなるようなかわいさだ。

　ヒモでしばって背し負よっている、謎なぞのうさぎのぬいぐるみもナイスアイテムに思えてきた。

「おいっす、ミッフィ。きょうもラブリーだねー」

　例のごとく、公園に入ってすぐに気付かれてしまったので、じっとこちらを見つめるミハイルに、愛想よく静奈は声をかけた。

　ありえない。

　やっぱ、アンテナすげーな。

「水、まいてんの？」

　静奈が訊たずねると、

「うん」

　と、うなずいた。

　あいかわらず、クール。

　そして、今日きようも、ひとりだ。

　家族のひとは、心配してないんだろうか。

　もしかして、この子がこうしてひとりで公園にいることを知らないんじゃ。

　いいや。

　今は、あたしがいるもんな。

　なんて。

「早く、咲くといいね」

　静せい奈なは言った。

　言ってみて、なんだか、胸のあたりがちくりと痛む。

　嫌いやな気分だ。

　本当は、今年はもう、桜さくらは咲かないんだ。とか思ってるくせに。

　口からは、心のこもってない科白せりふが出てくる。

　こんなところだけ、〝オトナ〟ってゆうのにどんどん近付いていってる。

　すると、

「──セイナ」

「え？　え……せ、セイナって……うぉあ！」

　静セイ奈ナだ！

　あたしの名前だよ、あんた！

　ミッフィがあたしの名前を言ってくれた！

　憶おぼえてくれたんだ！

「なになに？」

　とたん。声の調ちよう子しもオクターブひとつ上がって、弾はずんでしまう。

「セイナも、みずまけよ」

　そう言って、ミハイルは、自分が使っていたのとは色違いのもうひとつのゾウさんジョウロを静奈に、ひょいと手渡してくれた。

　あくまでも、クールに。

「ふわぁーっ！　あたしの分も用意しといてくれたの!?」

　うれしい。

　正直、たかがジョウロで、自分がこんなによろこぶことになるなんて夢にも思わなかった。

「ミッフィ！　まきまくろうぜ、水を！　そして、がっそり咲かそうぜ、花を！」

　ひとりで盛り上がってしまう。

　おもわず、公園にきたとき頭をよぎった『アブナイひと』みたく、ミハイルを抱き上げて家に連れて帰りたい衝しよう動どうにかられた。

　とんでもない衝動を抑えつつ、カラになったミハイルのもついでに、ジョウロの水を公園の水道までくみに行こうとして、はたと思い出した。

「そうだった！　ミッフィっ、ビデオ撮とってもいい？」

　カメラを持ってきていたんだった。

　せっかくだから、このラヴリィミッフィを撮るんだぃ！

「べつにいいけど」

「よっしゃ！　きたーっ！」

　ミハイルが言い終わる前に、声を上げ、静せい奈なは水をくみに走る。

　そんな背中を見ながら、ちょっとだけ、くすりとミハイルが笑った。

　静奈がミハイルの笑え顔がおを目もく撃げきすることはなく、戻ってきたころには、笑えみは消えていたが。

「とりあえずっ、こっちミッフィのね」

　水をいっぱいにしてきたミハイルの方のゾウさんジョウロを手渡す。

「んで、あたしは、まずは、ビデオカメラです！」

　自分の分のジョウロはとりあえず地面に置き、学校指定のバッグから（黙だまって）借りてきた（部長渡わた辺なべの私物と思われる）ビデオカメラを取り出した。

　はりきってしゃかりきに無む我が夢む中ちゆうで、それを構える。

　液晶モニターは電気を食うので使わず、ファインダーを直接のぞき込んだ。

　そして、ミハイルにカメラを向け、録ろく画がボタンを、ぽちっとな。

　っとな。

　とな。

　な。

「…………んー？」

　しかし、カメラはうんともすんともいわない。

　動かない。

　学校で、電池の残量も確かく認にんしてきたし、映るかどうかの動作確認もしてきた。

　中に入っているのもあたらしい記き録ろくディスクだ。

　何なに故ゆえに。

　ミハイルにカメラを向けたとたん。

　動かなくなった。

　何故に!?

　そんなとき、ふと静奈の目にひらひらと揺ゆれ動くモノが飛び込んできた。

　ま、まさか。




　──あ、アンテナかっ！




　あの毛型アンテナ、妨害電波的なナニかしらも発することができるんじゃ!?

　そして、その影えい響きようで、カメラが動かなくなったんじゃ……。

　だ、だ、だとしたら！

　ミッフィって、もしかして……、

　外国とかじゃなくて、もっと、もっと、もっと、遠くの、銀ぎん河がの……、




　う、う、う、宇宙人!?




　コノワクセイノミナサン、コンニチハー。

　ワタシ、ウチュウジンデス。

　うぉーっ！

　っぽい！

　それっぽい！

　かなり、それっぽい！

　埋めた猫に対する扱い方とか、やけにカラフルな長靴とか服とかスコップとか、あと、意味不明なヒモでしばって背し負よってるうさぎっぽいぬいぐるみとかが、特にな！

「──……なーんつってなー」

　自分でもとんでもな考えだと思う。

　けれど、『宇宙人』という浮うき世よ離ばなれした単語は、この田舎いなかでぷっかり浮き上がってしまっているミハイルの存在を表現するのに、妙な説得力があった。

　あまりにもバカげているのに、あまりにもしっくりくるから、静せい奈なは自分自身でもあきれてしまうほどだった。

「てか、まあ、水まいとくか」

　その日は、ふたりで水をまいた。

「はやく、咲け咲け、さくらの花♪」

「さーけーさーけー、さーけーよー♪」

　とか、ふたりで作曲しながら。

　がしかし。

　途と中ちゆうで、水をまきすぎたのか、土がめくれあがってきて、こないだ埋めた──猫さんが、ぷっかり浮かび上がってきてしまった。

　それを見て、

「ギャ──────ス！」

　とか悲鳴を上げる静奈をよそに、ミハイルは、

「えいようがにげるっ、えいようがにげるっ」

　と、あわてて、上から土をかけていた。

　静せい奈なは、小学校のときに、夏休みの課か題だいで育てることになった、鉢はち植うえの花を思い出した。

　あのときは、しっかりと育てようとして、逆に水をやりすぎて枯らしてしまったんだ。

　今度は、咲くといいな。

　綺き麗れいな花。

　本当に、心の底から、そう思った。




　　　　♪




　つい、ここにきてしまう。

　その日は朝から雨だった。

　雨の音はアルファー波かと。

　朝は、ベッドから抜け出せなかったし、一日中眠い。

　こんな日に、ミッフィは……。

「やっぱ、さすがにいないか……」

　壊こわれたっぽい（部長渡わた辺なべの私物の）ビデオカメラをこっそり元に戻しておいた静奈は、学校帰り、公園を訪れていた。

　ミハイルの姿も、はしゃぐ子供も井い戸ど端ばた会かい議ぎのマダムの姿もなかった。

「雨、降ってるもんな……」

　みんな、雨が嫌いなんだ。

　濡ぬれるし、冷たいし。

　でも、静奈は、嫌いじゃない。

　雨粒が空に描く線せんや、雨の日の空気や、窓を打つ雨の音。

　けっこー好きだ。

　子供のとき、お気に入りの傘かさとお気に入りの長靴で出かけるのが好きだった。

　雨があがったあとのにおいや、空の色が好きだ。

　だから、雨は嫌いじゃない。

　みんなも、雨と仲良くしたらいいのに。

「……ミッフィも嫌いなのかな……雨……」

　仕方ないか。

　雨が好きな人なんて、なかなかいないだろうし。

　いたら、なかなかひねくれたひとじゃないかと思う。

　もう、帰ろう。

　そう、思ったとき。

　公園の入り口のところに、ふわふわと踊る、赤と黄き色いろと白と緑みどりのカラフルな傘を見付けた。

「ミッフィっ」

　ミハイルがてくてくとこっちにやってくる。

「きたんだ」

　そう言う静せい奈なは、作り笑いじゃなくても、にっこりしてしまう。

　気分はすっかり、教育テレビのおねーさんを超えている。

　しかし、ミハイルは、満面の笑えみを浮かべる静奈おねーさんの横をするりと通り過ぎ、一いつ直ちよく線せんに桜さくらの木に向かうと、




　──ガスッ！




　蹴けりを入れはじめた。

「ちょっ！　ミッフィ!?」

　びっくらぶっこいた。

「なにしてんの!?」

「キックしてる」

　さらりとミハイルは言う。

　でも、それは見れば判わかる。

　静奈が訊ききたいのは、

「なんで、キックしてんの!?」

　ってゆう。

「こないだ、テレビがおかしくなったとき、ユーリーがたたいてなおした」

　理由はそれか。

　蹴ってショックをあたえたら、桜が咲くかもって、思ったんだろう。

　ちょっと、お父とうさん的おじーちゃん。

　子供の前で、なんて古めかしい儀ぎ式しきをなさってくれちゃったんでしょうか。

　ミハイルは蹴り続ける。

　桜の木の樹じゆ皮ひがべろりんちょとはがれそうになっているので、静奈はあわてて止めに入った。

「み、ミッフィ？　そんなに蹴ると、逆にさ、桜が機き嫌げんをそこねちゃって、『じゃあ、やっぱ咲かねー』とかいっちゃうんじゃないの？」

　静奈がそう言うと、ミハイルがぴたりと動きを止めた。

　そして、そのまま、ちょっと考えて、

「かもしれない。たまにはイイこというな、セイナも」

　ミハイルが言った。

「ははは……、サンキュー……」

　たまには、っていうのが気になるが、とりあえず、ミハイルが蹴けり続けるのは阻止できた。

「わるかったな、き」

　とか、自分が蹴ったところをぽんぽんとやさしくたたきながら、ミハイルが謝あやまっている。

　なんて、まあ、かわいいことでしょうか。

　今すぐ抱きしめたい欲求を静奈が必死に抑え込んでいると、ミハイルが今度は、

「さけー、さけー、さけー……」

　とか、呪じゆ文もんのように言いながら、傘かさを上下させたりしながら、桜さくらの木の周りで踊り出した。

「おおっ！　それ、なんか観みたことある！」

　静奈も知っていた。

　傘を持って踊りながら、願ねがうんだ。

「よし、あたしもやってやろうじゃないか」

　雨で公園に誰だれもいないのをいいことに、静奈もダンスに加わることにした。

　さーけーさーけー、さーけーよー♪

　さくらの花ー♪







　───リン。
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　夜は、深く。

　眠りは、浅く。

　遠くで、耳の奥で、鈴すずの音ねが聴きこえた気がした。

　まだ、雨が降っている。

　静せい奈なは、ぼんやり考えていた。

　でも、ぼんやりしすぎていたせいか、雨のざーざーという音が、波の音のように聴こえてきてしまった。

　そのせいで、あの映像作品のことが頭に浮かんできた。

　いろいろ考えてしまう。

　忘れそうになっていた想おもいだった。

　──ひとって、何かを残すために生きているんだろうか。

　それなら、何を残すんだろう。

　何を残せばいいんだろう。

　それは、カタチのあるモノ？

　それは、カタチのないモノ？

　あの映像作品の中で、女の子と男の子たちは、とても素す敵てきな〝笑え顔がお〟を残した。

　それは、カタチがあって、カタチがないモノだ。

　でも、確かく実じつに残るモノ。

　ひとの心の何かを残すモノ。

　どうしたら、あんなに綺き麗れいに笑えるんだろう。

　あったかくって、やさしくて、甘あま酸ずっぱくて、胸がきゅんとするような。

　透明で、綺麗で、確たしかで、不確かで。

　あたしは、笑えるんだろうか。

　あんな風ふうに。

　そういえば。

　ミッフィの笑顔も見たことがない。

　そして、あのコは何を残そうとしているんだろうか。

　なんで、桜さくらの花を咲かせたいんだろう。

　そりゃ、咲いてるほうがいいけど。

　あんなに、桜の木に、一いつ生しよう懸けん命めいになって、毎日……。

　毎日……、ふいと現れて、ふいと消えていく。

　ほんとに、宇宙人とか？

　バカじゃないの？

　バカじゃないよ。

　きっと似合うよ。

　宇宙のキラキラとか。

　あのアンテナで、いろんなことを受信してるんだろうな、きっと。

　あのアンテナで……。

　ほら、ＵＦＯに乗ってる……。

　ミナサンコンニチハ、ドウモ、ウチュウジンデス。

　ウチュウジンスゴイデス。

　ビームダセマス。

　あ、光こう線せん出した！

　うぉーっ！　光線で、桜さくらの花咲いた！

　ばんざーい。

　ばんざーい。

　ばんざーい……。

　ばん……ざー……。

　ざー……

　おかげさまで、爆ばく睡すい。

　朝まで熟じゆく睡すいだった。




　　　　♪




　晴れた。

　深呼吸すると、朝の冷たい空気が肺いっぱいに流れ込んできた。

　雨あがりのにおい。キラキラひかる水玉。

　やっぱ、嫌いじゃないよ。

　好きだな。

　学校も休みだし。

　たまには、お弁当なんか作っちゃって、ピクニック気分で公園にでも行ってみようかな。

「ま、いつもの公園だけど」

　静せい奈なは、サンドイッチをふたり分作って、鼻歌まじりでいつもの公園に向かった。

　学校終わりに行っていたときよりも早い時間だったからか、ミハイルの姿がない。

　先に静奈がきてしまったらしい。

　一足先に、桜の木のところに行ってみる。

　遠目から見て、花が咲いてないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。でも、もしかして、何か変化があったかもしれない。

　そして静せい奈なは、ちいさかったが確たしかな変化を見付けた。

「うっわー。なんか、ちょっと感動」

　丁ちよう度ど、ミハイルが猫を埋めたあたり。しゃがみ込んで見てみると、青々とした緑みどりの芽がにょっきり生はえていた。

「これってもしかして、猫の生まれ変わりじゃん？　おー、すげー」

　ひとりで言って、ひとりで盛り上がる。

　なんだか、うれしかった。

「死んでたの見たとき、ちょっと気持ち悪いとか思って、ごめんよー。あ、でも、ほんと、ちょっとだけだから、ちょっと……」




　ザーッ、ザーッ、ザーッ……。




　背後で、何かを引きずるような音が聞こえた。

　振り返ると、ミハイルがスコップを引きずりながら、すぐそこまでやってきていた。

　こんなに近くまできているのに、ぜんぜん気付かなかった。

　ミッフィは、あたしが公園に入るとすぐに判わかるのに。

　やっぱ、すげーんだよ。

　あの毛式アンテナは。

　今日きようも、ぴょこぴょこミハイルの髪の毛は跳はねていた。

　そして、ヒモでしばって背し負よってるうさぎのぬいぐるみ。

　ラヴリー。

　と、傍そばまでやってきたミハイルのスコップを目にした静奈は、

「う……っ」

　表情をこわばらせた。

「そ、それは？」

「しんだ」

　静奈が訊きくと、ミハイルがけろりと言った。

　亀かめだ。

　猫の次は、亀だ。

　死んだ亀が、ひからびかけている。

　飼っていたのが死んだのか、それとも猫のときみたく、死んでいたのを拾ってきたのかは判らないが、ミハイルが亀をまた〝えいよう〟にしようとしていることは判った。

　ミハイルは、埋めるための穴を掘ろうと、亀かめを地面に転がした。

「そうだ。ミッフィ！　見て見て！　これ、生はえたんだよ！」

　気分を変えて、静せい奈なは、新芽を指さす。

　ちっちゃくて、かわいいやつなんだこれが。

　まるで、ミッフィだねー。

　きっと、これを見たらミッフィも笑え顔がおを見せてくれるに違いないんだ。

　うれしそうに、よろこ──







　ぶちっ。







　──ばなかった。

「ひぃぃっぃぃ！」

　眼球が飛び出るかと。

　それくらいびっくりしてしまった。

　衝しよう撃げき的てきな映像を見てしまった。

　ミハイルが、実にあっさりと、ぶちっと、新芽をそのちいさな手で──抜いてしまった。

「み、ミッフィっ!?」

　あたしの感動が！

　しかし、ミハイルは、いつものクールな表情で言った。

「くさはぬかないと、きがえいようをとられちゃうんだ」

　雑草は、土の栄養を使って育つ。

　でも、それは桜さくらの木が育つための栄養だ。

　せっかくの猫も無む駄だになってしまう。

　だから、ミハイルは、新芽を抜いた。

　ごく当然のこととして。

　そうだ。

　そうなんだ。

　だけど。

　だけれど。

　静奈は、何な故ぜか納なつ得とくできなかった。

　抜かれて放り投げられた新芽をじっと眺めながら、いろんなことが頭の中をめぐる。

　でも、いろんなことすぎて、ぜんぜんまとまんない。

　その間も、ミハイルはせっせと穴を掘って、そこに死んだ亀かめを埋めていた。

「えいようになれよー」

　そう呟つぶやいて。

　どうしてか、静せい奈なには、それがとても残酷なことのように見えた。

　コワイと感じた。

　静奈は思う。

　ミハイルは、まだまだ幼い。

　だからこそ、生き物が死ぬということがどういうことなのか判わかっていないんだ。

　だから、〝えいよう〟だなんて……。

　ひどいことが言えてしまうんだ。

「……ミッフィは、こわくないの？」

　ぽそりと、静奈は言葉をこぼした。

　無む意い識しきに、こぼれてしまった。

　亀を埋め終えたミハイルは、じっと埋めたばかりの場所を見ていた顔を上げた。

「……こわくないよ」

　ミハイルが答えた。

「どうして、死んじゃってるんだよ。猫も亀も、この生まれた芽も死んじゃった」

　青い瞳ひとみが静奈のことを見ている。

　今、ミハイルの瞳には、自分はどう映っているんだろう。

「イリーナがいってた」

「イリーナ？」

　聞き取れた単語を静奈が訊きき返すと、ミハイルはすこし目を伏せた。

「……マーマでばぁば。ほんとのマーマでばぁばじゃない。もう、しんじゃった」

　あの、さみしげな表情だ。

「ミッフィ…………」

　そんな顔をさせたいんじゃないのに……。

　しかし、ミハイルは、大丈夫とでもいうように、ぶんぶんと首を左右に振った。

「イリーナがいってた。しんだら、つちになるんだって」

「土に？」

　静奈は、自分が立っている場所を見てみた。

　公園の土の上。

「クサとかハナとか、どうぶつとか、みんな、しぬとつちになるんだって。だから、イリーナも、つちにうめてもらってた……」

「……ごめん……ミッフィ。あたし……」

　しかし、やっぱり、ミハイルは首を振った。

　そして、唐とう突とつに言った。

「セイナ、〝しにがみ〟って、しってる？」

「しにがみ、って、あの死しに神がみ？」

　いきなり出てきたファンタジーな単語に、呆あつ気けに取られた。

　マンガとかアニメとかゲームのキャラクターの話だろうか。

　けれど、そのどれでもなかった。

「まっしろなの、しにがみって。それで、まっくろいねこもいっしょなんだ」

「しろとくろ？　なの？」

「うん」

　しっかりとミハイルはうなずいた。

「しにがみが、イリーナをむかえにきたんだ。そのとき、『つれてかないで』って、しにがみにおねがいしたら……。イリーナが『そんなこというと、しにがみさんがこまっちゃうから、やめなさい』って」

「えぇ!?　死神に逢あったの!?」

「うん」

　また、うなずいた。

　マジか。

　マジでか。

　うーん。不ふ思し議ぎだ。

　普通なら、あほらしい話なのに、ミッフィが話すとぜんぜん噓うそっぽくない……。

　さすが、宇宙人……。

「でね。イリーナがいったんだ。『しんだら、つちにうめて、ハナのタネをまいておくれ。たくさんのきれいなハナがさいたら、そしたら、しあわせだよ』って」

　大地から恵みを受けた人間は、死んでその恵みを返すように、土に戻っていく。

　きっと、そういうことだ。

　そしてまた大地は育って、ひとはその恵みを受け取る。

　そうやって繰くり返して、ひとは生きてきた。

　ちゃんと、判わかってる。

　イリーナさんは、もういない……。

　だからだ。

　こんなにちいさいのに。

　ちゃんと、判ってるんだ。

　ミッフィは。

　ごめんね。

　判わかってないのは、あたしの方だったのに。

　この子は。ちゃんと判ってる。

　誰だれかが死ぬ痛みも哀かなしみも。

　ぐっと胸が詰まって、涙がこみ上げてきた。

　けど、泣かないぞ。

　泣くもんか。

　ミッフィは、泣いてないんだ。

　つよい子だ。

「もしかして、イリーナさんって、〝桜さくらの花〟が好きだったの？」

「え？　なんで、わかったんだ？」

　ミハイルが、ものすごく驚おどろいた顔をしている。

　はじめての表情だ。

　何ど処こにでもいる普通の幼い子供っぽい。

「まあね」

　したり顔で、静せい奈なは、涙でぐずった鼻をすすった。

　てか。あれだけ桜の木を気にかけるミハイルを見ていたら、誰だれだって気付くけど……。

　ミハイルが、猫や亀かめを桜の木の根もとに埋めていたのは、亡くなってしまった母親で祖母で保ほ護ご者しやだったひと、きっとユーリーというひとの奥さんの言葉があったから。

　死んだら土に還かえる。

　綺き麗れいな花が咲いたら、しあわせ。

　だから、桜の花を咲かせようと、あんなに一いつ生しよう懸けん命めいになってたのか。

　けっして、猫たちの命を軽視していたワケじゃなかったんだ。

　それに、猫も亀も土に返そうとしただけ。

　生きることや死ぬことを、この子なりに理解しようとしたカタチだ。

　やっぱり、何も判ってないのは、あたしだけ。

　恥はずかしいや。

「ごめん」

　もう一度言う。

「だから、べつにいいってば」

　ミハイルは、やれやれと生意気に肩をすくめる。

　その仕し草ぐさが、かわいらしくて、静奈は、泣いちゃいそうだった。




　それから、ふたりで、サンドイッチを食べながら、

「さくらーさくらー、さけーさけー♪」

　とか、またへんてこりんな歌を作って、唄うたった。







　───リン。










　　　　♪




　桜さくらの季節が、通り過ぎていこうとする。

　みんながまだ行かないでと、その手をつかもうとする。

　それでも、「だいじょうぶだよ。また、くるよ」と、行ってしまうんだ。




　あの映像作品の舞ぶ台たいにもなった海へと続く河か川せん沿いを静せい奈なは歩いていた。

　学校からの帰り道を、あの公園に行く道を、今日きようはちょっと変えてみた。

　なんとなく、そんな気分だった。

　河川沿いの咲かない桜並木道で、近所の大学生が無む理り矢や理り、なかばやけくそ気味に花見というか酒盛りをしていた。

　寂さみしげな姿の桜。

　花が咲いてない。骨みたいな姿。

　それでも、大学生たちは、かなり盛り上がっている。

　桜なんて見てない。

　それとも、見ないようにしてるのか。

　でも、

「はははは、結局、花見がしたいんじゃなくて、お酒が飲みたいだけじゃん」

　なんて思って、笑ってしまう。

　ああ、そうか。

　と、しかし、不ふ思し議ぎと納なつ得とくしてしまった。

　みんな、理由が欲しいんだ。

　静奈だって、欲しがってる。

　それは、たぶん、生きてる証しよう拠こみたいなモノ。

　確たしかで不確かで。カタチがあったりなかったり。

　いつ死んでしまうかも判わからない。

　あの、駐ちゆう車しや場じようで死んでいた猫のように。

　いつ死んでしまうか判らないのに、そんなことも意い識しきせずにただなんとなく生きていく毎日に、ちょっとでも理由が、〝何か〟の証あかしが欲しいんだ。

　でも、それがなんなのか判らなくて、捜す、理由を求める。

　本当は必要のない物事にも、いちいち、意味のあるような理由を求めてしまう。

　それは、不安だから。

　不安でしょうがないから。

　理由がないと、生きてちゃいけない気がするんだ。

　意味がないと、生きてる意味もない気がしてるんだ。

　静せい奈なも、あの映像作品を観みて、すごく何かを残したい衝しよう動どうにおちいった。

　けれど、今は、思う。

　あの作品は、何かを残したかったんだろうか。

　何かを残すために、作られたんだろうか。

　違うような気がする。

　たしかに、静奈の心には残った。

　心についたひっかき傷のようなモノだ。

　たいくつだけどやさしい空気をまとったあの街とあの海の風景。

　そして、笑え顔がお。

　いろんな笑顔。

　あの映像作品は、ただ、日々を生きていくだけのモノ。

　ただ、微笑ほほえんで。

　最後も、笑顔で終わってた。

　とびっきりのあの女の子の笑顔で。

　それだけなのに。

「あっ、そっか。もしかしたら──」

　そういうことかもしれないなー。

　ひとは、自分は、笑って死んでいくために生きているのかもしれないなー。

　ミッフィのお母さんでおばーちゃんなイリーナさんも、きっと笑顔で死んでいったのかもだ。

　それで、今もどっかで笑ってる。きっと。

　そう、静奈は思った。

　思うことにした。

　花が咲いたら、

　綺き麗れいな花が咲いたら、

　なんだかそれだけで、笑顔になってくる。

　雨あがりの空がとてもよく透すんでいて、

　まぶしくて、目を閉じても。

　なんだか笑えてくるような。

　だから、みんな、花が咲かない日を寂さみしがってる。

　雨が降ると、落ち込んでしまう。

　でも、雨はあがる。

　花もきっと、咲くんだろう。




　公園に着くと、ミハイルがいて、見覚えのある老人といっしょだった。

　ミハイルが持っていたペンダントの中の写真の──そのひとこそ、ミハイルの保ほ護ご者しやで、パーパでじぃじなひと──ユーリー。

　静せい奈なは、ユーリーから、

「イツモ、ミハイルとアソンデくれてアリガトウ」

　と礼を言われた。

　ミハイルと違って外国のひとのイントネーションだ。

　そして、デカイよユーリー。おじいちゃんなのに、一九〇センチくらいはありそうだ……。

　写真で見たときよりも、デカく感じる。当たり前だけど。デカイよユーリー。

「とんでもないです！　むしろ、あたしがかまってもらってるくらいで……」

　とか言いながら、でも、静奈は別のことを考えていた。

　デカイよユーリー。

　じゃなくて。

　そーか。

　ミッフィって、ミハイルってゆう名前だったのか、そうだったのか。

　一番はじめに、聞き取れなかった名前の〝本当〟を今ごろ知った。

　それと、ユーリーに訊きいておきたいことがあった。

「ミッフィ……じゃないや、ミハイルくんが、いつもひとりでここで遊んでるの知ってました？」

　ミハイルにとっては、お節せつ介かいかもしれないけど。

　と、

「ええ、ハイ。ワタシが働いてイル間は、自宅でオテツダイさん……ええと、コノ国の言葉ダト……〝メイドさん〟にミハイルの世話をシニ来てモラってイルんデスが……」

　オー。ユーリー。

　マチガッツェルよー。

　メイドさん違うよー。

　お手伝いさんで正解だよー。たぶんー。

「ケド、ミハイル、すぐ、家の近くのココに来てしまうカラ。シカタないデスネー。ダカラ、ミハイルにクマちゃんを持たせてあります」

　クマちゃん？

　と言って、静せい奈なが視し線せんを向けたのは、ミハイルがあんまり自然に背し負よっているので一体化して気にならなくなっていた、ヒモで縛しばっている──

　うさぎじゃなかったのか!?

　このぬいぐるみ！

　イヤ、うさぎだろー。

　でも、

「このクマちゃんニー。ＧＰＳと警けい報ほうブザーと小型カメラ仕込んでアリマスよ」

　ワッハッハッハと豪ごう快かいに笑いながら、ユーリーが言った。

　一応、心配してはいるんだ。そのカタチはどうあれ。

　てか、ものすごい装備がしこまれていたんだ、ミッフィのぬいぐるみに……。

　どうりで、いつも背し負よってるはず……。

　けど、もうちょっと、自然なリュックとかにしてあげればいいのに……。

　うさぎ（クマらしい）の形をしてるリュックじゃなくて、ぬいぐるみそのものだし……。

　話によるとユーリーは『宇宙科学センター』とかいうところで働く研究者らしい。

　研究者ってみんなきっと変わってるんだろう。とかそんなイメージで納なつ得とくすることにした。

　さっきのＧＰＳとか警報ブザーのことも、ちょっと納得。

　そういえば、この街にある『宇宙科学センター』って、たしか今、宇宙での生活を前提とした愛玩動物ペツトの役割を研究しているとか、地元のテレビでやってたなー。

　今度、旅行の企画会社と共同で、なにかしらのコンテストで優ゆう勝しようしたペットが宇宙へ連れて行ってもらえるとかなんとか、そういうのをやるらしい。

　なるほど……。

　ん？

　ちょい。

　お待ちになって。

　宇宙科学センター？

　宇宙？

　うちゅう!?

　おおっ！

　やっぱり、そうか。

　うはははは。

　どうやら、

「ミハイルくんは、やっぱり、宇宙人なんですね？」

　と、真ま面じ目めな顔で、静せい奈ながユーリーに言うと、ユーリーは、「はっはっはっは」と、とてもおかしそうに笑った。

　つられて、静奈も笑った。

　そして、ミハイルも、つられたのか、

　──にこりと笑ってくれた。

　やっと、見れたね。

　キミの笑え顔がおだ。

　とても綺き麗れいだよ。

　ただ、それだけでもう。

　いい気がした。

　生きていける。

　そんな気がしたんだ。




　ミハイルのアンテナが、通り過ぎていく春風に、ゆらゆらと揺ゆれた。




　　　　♪




　その日の夜。

　夢を見た。

　辺あたり一面に咲く桜さくらの花びらの水みな面もをすべるように、舞まい踊っている真っ白い女の子と、黒猫がいた。

　ひどく綺麗で、儚はかない。

　あったかくて、やさしい。

　舞い散る万年桜の花びらが、とてもよく似合っていた。

　そして、笑顔になってあたしは──死んでいく。




　そんな夢を見たんだ。







　目覚めは悪くない。

　カーテンを少し開いて、外をのぞいた。

　隙すき間まから朝あさ陽ひが飛び込んできて、伝わっていく温度。

　また、眠っている間に雨が降ったらしく、窓ガラスが濡ぬれていた。

　朝陽がそれに反射して、散らばる。

　カーテンを開ききる。

　そのとき、波の音がして、窓の外を一枚、

　桜さくらの花びらが飛んでいった。




　そんな気がした。

　気がしただけだよ。







　そうだ。

　また、サンドイッチでも作ろう。

　ピクニック気分でさ。

　ミッフィに逢あいに行こう。











Warriors of the Flower - fin.
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　　　　♪




　世界の終わりに立ってた。




　少女はひとり。そのはじっこの世界に立って。

　今、世界が終わるなら、変わる気がした。

　何かが。

　変われるような気がした。




　今け朝さ、マフラーを忘れた。

　世界が変わった。




　世界の終わりに立つ少女。

　世界の終わりを望んでた。

　変わる世界を望んでた。




　　　　♪




　たとえば、真冬に半はん袖そでのＴシャツ一枚ですごせるほどあたたかで。

　たとえば、真夏に雪が降ったとして、きっともう誰だれも驚おどろかない。







　一月十六日。月げつ曜よう日び。

　くもり、ときどき、マフラー。




　マフラーは、してない。

　寒いけれど。朝、遅刻しそうだったせいで忘れてきてしまった。それにあまり気に入っているヤツでもないので、いいかという思いも多少なりとある。でも、やっぱり寒かった。

　少女は下げ駄た箱ばこで靴を履はき替え、かかとを押し込む時間ももったいないと、スリッパ履きで小走りに教室に向かった。

　小学生のころは、こんなことなかったんだけどなー。とか思いつつも、中学生になって何な故ぜか遅刻しそうになることが増えた自分自身の謎なぞを解明する気はさらさらない。

　ガラガラと教室の戸を開く。

　時と計けいを見やれば、チャイムが鳴る一分ほど前だった。

　セーフ……。

　担任はまだきてない。少女は、乱れた呼吸で肩を上下させながら、くたびれた様よう子すで座席に着いた。

　少女は、切りそろえられた前髪を右手でなでつける。とくに乱れているというワケでもないが、クセだ。昔、前髪を切りすぎてそれを隠かくそうと、少しでも伸ばそうとなでつけていたのがいつの間にかクセになっていた。

　その途と端たん、チャイムが鳴り、ほぼ同時に背広姿の担任が入ってきた。

　席に着けー。とおきまりの科白せりふを口にしながら、担任は教卓へ。

　チャイムが完全に鳴り終わったあと、戸が開いて、寝グセだらけの男子生徒がひとり息を切らしながら飛び込んできた。担任と教室中の生徒の視し線せんが一点に集まる。

　男子生徒は悪びれた様子で、じっと見つめる担任に対し言った。

「す、すいません！　ちょっと、風に負けて！」

　どっ、と教室に笑いの渦うずが起こる。

　この男子生徒は遅刻常習犯で遅刻のたびに担任がその理由、いや、言いい訳わけを聞いていた。最初は、言い訳をあれこれと考えていた男子生徒も、あまりにも回数が多くなり、思いつかなくなってきたのか、次第に突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した。膝ひざに水が溜たまっただの、救急車にはねられそうになっただの、痴ち漢かんに遭あっただの。

　だいたい、この男子は自転車通学だ。どうやって通勤ラッシュの満員電車で痴漢に遭うというんだろうか。

　結果、毎回、男子生徒がどんな遅刻の言い訳をして笑わせてくれるのか期待するようになっていた。そして本日の言い訳は、風に負けた。

　これには、担任も苦にが笑わらいするしかなかった。遅刻の理由が寝坊だろうということは、その寝グセからもよく判わかる。判っているがあえて言い訳を聞いていたら、いつの間にか『遅刻したら一言ネタ』が習しゆう慣かんになっていた。

　男子生徒がへらへらと笑いながら座席に着き、ようやく二年Ｃ組の全生徒がそろった。

「じゃあ、いつものなー」

　と担任が言った。

　それで一斉に生徒たちは、机つくえの引き出し、はたまた鞄かばんの中から、それぞれがそれぞれの本を取り出した。

　最近では何ど処この学校も行おこなってるという朝の十分間読書。少女も机の中から、読みかけの文庫本を出した。ゆっくりと本を開きページをめくる。




〝真冬に半はん袖そでのＴシャツ一枚ですごせるような暖かさ。真夏に雪が降っても、きっともう誰だれも驚おどろかない。〟




　その本は、そんな一文からはじまっていた。

　少女はそれを読むたびに、「あー、そうかもなー」という気分になる。

　もちろんそれはありえないような話で、それこそ本の中でしか起こりようのないことだけど、もしかすると本当にそうなるかもしれない。

　少女には、そんな気がしていた。

　だって、昔は本の中でしかありえなかったことでも今では現実になっていることが、たくさんある。科学とか技術の発展、それから、文明が進歩していく過程で起きてる異常気象などなど。

　だったら、季節があべこべになることもあるかもしれないでしょ？

　少女は思う。

　だから、




　──世界の終わりだってくるかもしれない。




　　　　♪




　一月十七日。火か曜よう日び。

　マフラー、のち、はれ。




　朝。今日きようは、遅刻ぎりぎりじゃなかったし、マフラーも忘れなかった。

　気に入ってはないけど、やっぱり寒いよりはマシ。ずっとマシ。暑いのもキライ。暑いから。早く春にならないだろうか。授業中眠くなって、うとうとしてしまうが、あれがまたいいんだ。ぼんやりと考えること。

　前髪をなでつける。

　短い時間。

　チャイムと担任、それからはじまる読書の時間。少女はこの時間が好きだった。

　こんなにたくさんの人間がいて同じことをやっているのに、自分だけの時間。この十分間という短い時間が、学こ校こにいるとき唯ゆい一いつの自分だけのモノ。

　本を読むだけじゃない。読書の時間だけれど、ふと本から、文字列から目を離はなして、窓の外を眺めたり、教室の中をそっと見渡したり、それから、ぼんやり考えごとをしたり。

　と、ほわわ、と自然とあくびが出てくる。今日きようは遅刻こそしなかったけれど、昨夜ゆうべは眠るのがずいぶんと遅くなった。布ふ団とんの中に入ったのは早かったのに。

　夜、眠る前。その十分間という短い時間。

　考えることは、世界の終わりや、星の光、それが到着する世界のこと。広がる、世界。と、宇宙のはじっこ。どうなってるんだろう？

　もしかすると、朝起きてみたら、何かが変わってるかもしれない。

　そしたら、眠れなくなってしまった。

　目覚ましに起こされる、十分前。

　世界は、もう終わってるかもしれない。

　けど、あたりまえに朝はやってきて、世界は今日もはじまる。なんにも変わらず、なんにも変われず。昨日きのうと違っていたのは、マフラーをしてきたこと。遅刻しそうにならなかったこと。走らなかったこと。上うわ履ばきをちゃんと履いたこと。それからいつも遅刻してくる男子が遅刻せずに間に合ったこと。ちょっとがっかりしてしまった。

　たぶん、今日はあたりまえのように去っていく。何も変わらず、何も変われず。

　読書の時間。少女が読んだのは、二行だけだった。




　　　　♪




　一月十八日。水すい曜よう日び。

　ゆき、のち、くもり。




　少女が眠っている間に、雪が降ってきていた。

　目覚めたころには、街はうっすらと雪化粧をしてた。ため息が白く濁にごった。雪が降るのは、寒いからだ。寒いのはイヤ。雪は綺き麗れいだけど、寒いじゃん。歩きにくいし。

　案あんの定じようというかなんというか、雪で滑って少女は転んだ。尻しり餅もちも地味に痛い。

　この街は、そんなに雪が積つもるところじゃない。だから、街のひとも少女も雪が降ったときの歩き方を知らなかった。いつものような歩幅で歩く。すると、雪に足を取られて、すってんころりん。みっともないし、恥はずかしいし、痛い。前髪をなでつける回数も速度も多くなるし速くなる。

　しかし少女は何食わぬ顔で教室に入り、席に着いた。それからはじまる。十分間。いつものように本を開く。いつものように頭の中を思考が駆かけめぐる。

　べつに、いいでしょ？

　世界の終わりを願ねがっても。

　だって、そうしたら、変わるかもしれない。変われるかもしれない。アタシも、この世界も。

　といっても、死にたいワケじゃない。ただ、可能性を捜しているだけ。もしかすると、それはほんの些さ細さいなことかもでしょ？

　誰だれかが、朝顔を洗うのを忘れたとか。いつもは必ず持ってくるハンカチを忘れたとか。お気に入いりじゃないマフラーをしてみるとか。授業中に眠くならなかったとか。そんなことがきっかけで世界が終わるかもだ。

　まあそれは全部、少女のことだけれど。

　どっか遠い国で、朝あさ陽ひを待つ少年のもとには朝陽はやってこなくて、夜を待つ人には夜がこないように。世界の終わりもきっとやってくる。

　終わるなら、変わるよ。




　　　　♪




　一月十九日。木もく曜よう日び。

　ゆき、または、メモ。




　昨日きのうは夜になってまた雪が降ったが、今け朝さにはやんでいた。しかし道にはすっかり雪が積つもっていて、朝早く両親に起こされた彼女は、家の前の雪かきをさせられた。

　手、つめたぁ……。寒ぃ……。

　冬のアタシには、家にも居場所がないのかもしれない。ま、雪かきしたくないだけなんだけどさ。雪……これ以上、降ってくれるな。

　そんなことを本気で思いつつ、少女は今日きようも本を開く。

　この十分間。教室中が静まりかえる。本のページをめくる音がやけに大きく聞こえるくらい。

　ん？　と少女は気付く。

　しおりの位置が昨日から、いや、数日前から変わらず、百二十四ページと百二十五ページの間に挟まってることに。

　そういえば最近、十分間読書の時間なのに、ずっと物想いにふけっていたから当然といえば当然だ。

　今日はまじめに読書しよう。少女は本に目を落とした。が、その矢先、とんとん、と背中を指で軽くつつかれた。

　何事かと振り返ると、うしろの席の男子がなんとも表情のない顔で、ずいっと少女の手に四角い紙を握らせてきた。それから、男子はさらに自分のうしろの席を目め線せんで示した。

　男子生徒のうしろの席で、女子生徒がわざと変へん顔がおをしながら、楽しそうに笑っていた。

　朝っぱらからハイテンションな芸当をやってのける親友にリアクションすることなく、少女は机つくえに向き直ると、几き帳ちよう面めんに折りたたまれたルーズリーフの切きれ端はしを開いた。

『聞けっ。私の誕たん生じよう日びはどうやら、人気アイドルＢと同じらしいぞ！　さて、Ｂとはダレ!?』

　なんだそりゃ。と少女は思わず声を上げそうになった。

　少女は、ため息さえも喉のどの奥に押し込んで、とりあえず親友のメモは無視することにした。

　ったくもう。休み時間にでも言えっつの。てか、んなくだらないこと言うな、訊きくな。Ｂっておまえの好きなあいつだろうが。

　とか少女は心の中で悪態をつくが、そういえば、うしろの席の彼女は読書嫌いで、いつもこの十分間、暇ひまをもてあましていることを思い出した。

　少女は、この十分をわりと大切に思っている。しかし、よく判わからないが、親友の彼女にしてみると苦痛で仕方ないんだろう。少女以上に、彼女の本のページ数は進んでない。

『いいから、読んでろ！』

　と、うしろのおバカな親友にメモを送り返そうと思ったところで、担任の声がした。十分間が終わってしまった。

　本を読むことも考えごとをすることもできなかった。少女は何か大切なモノを奪われてしまったような、そんな気分にも少しなる。なので、うらめしそうな表情で、まだおどけている親友を見てやった。
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　少女にとって、集団にあってひとりの時間をもてる貴重な朝の十分間は、それから親友のメモ攻こう撃げきに犯されることになった。




　　　　♪




　一月二十日。金きん曜よう日び。

　はれ、ただし、メモ注意報。




　いつもの遅刻少年は、遅刻せずに逆にみんなから文句を言われていた。阿あ呆ほうだ。

　少女は、毎朝、同じ顔ぶれの同じ教室で、同じ座席に座って同じ本を読む。十分間。

　が、少女は、本を読むよりもその時間で、考えごとをする方が多い。世界の終わりや宇宙のはじっこについて。宇宙は今日きようも広がっている。こうして文字の中に視し線せんを埋めているときでさえも、少しずつ広がっている。その果てには、何があるんだろう、とか。考えてたらきりがない。そんなこと判わかってる。けど。

　友達にこんなこと話しても「は？」みたく困った顔になるから、誰だれにも言えない。ひとりの時間。とても大切に思える時間。なのに、今日もまた背中を指でつつかれる。

　振り返れば案あんの定じよう、男子生徒が面めん倒どうくさそうな顔をして、彼のうしろの席に座る少女の親友からのメモを手渡してきた。

　中を開くと、ぎょっとした。

　イラスト混じりの独特の筆跡で、『ヤマ中の二年のコが死んだの知ってる？　事故だったってゆうけどさ。本当は殺されちゃったらしいよ？』と書かれてあった。

　朝からなんともテンションの下がる内容だなぁと思いつつも、自分も他ひ人とに言えないようなことを考えていた身としては、口には出せない。もう一度振り返ると、男子生徒の頭越しにやけに真ま面じ目めぶって、うんうんっ、と何度も少女の親友がうなずいていた。

　しかし少女は、何も返すことなく机つくえに向かった。少女はメモの内容について、すでに知っていたからだ。

　つい先日、塾じゆくで隣となりの席に座る、そのヤマ中に通う女の子から話を聞かされたばかりだった。その子とは、たまたま席が隣同士だったことから、何気なく話すようになり、親しくなった。しかし、彼女が言うには、亡くなった女の子が通っていたのはヤマ中ではなく、キタ中らしい。

　まあ、そんなもんだろうな。と少女は、肩をすくませる。どうせ、これはろくでもない噂うわさ話ばなし。女の子が好きそうなホラーの類たぐいに近い。

　事故じゃなくて、他殺。相手は、無む職しよくのサラリーマン。援エン交コーが原因。とかいろいろな、オプション付き。というか、無職のサラリーマンって、なんだ。

　まったく、噂うわさ話ばなしに踊らされるなよ、親友。とかあきれる少女は、やはり何も返すことなく、本に目を落とす。今日きようは、本を読みたいんだよ。

　しかし、担任の声がかかり、十分間の終わりを知らせた。

　少女は、前髪をなでつけた。




　　　　♪




　一月二十三日。月げつ曜よう日び。

　メモ、ときどき、くもり。




　他ほかのクラスメイトの中には、十分間でずいぶん本を読み進める者がいて、すでに二冊目、三冊目に入っていた。

　それに比べ、少女の親友はあいもかわらず本を読む気がないらしく、あくびをしたりしている。少女も同じようなもので、まだ本の半分にもさしかかってない。けれど少女は焦あせる気も早く読み進めたいという気もない。

　本を読むのは嫌いじゃない。今、十分間読書で読んでいる本もおもしろくないワケじゃなく、むしろ、自分的にはおもしろい部類に入る。でもそれよりも大切だったのは、その十分間にぼんやり考えることだったり、その合間合間に文字列を眺めることだ。今考えていたりすることに本の中の文章が当てはまったり、なんとなく会話しているような瞬しゆん間かんがとても楽しい。

　それに──アタシが、この本を読み終わらないと、世界も終わんないかもね。

　少女にとって、この十分間は、一番贅ぜい沢たくな時間かもしれないと思えた。ところが、このところ、読書はもちろん、ぼんやりすらさせてもくれないのが──




　とんとん。




　また、いつもの男子に背中をつつかれ、かなり迷めい惑わくそうな顔で手渡された親友からのメモ。

　ハァ、とため息をつきつつも少女は、それを開き見た。あいかわらずの暗号のようなイラスト混じりの文字たち。

『死んだヤマ中のコ。死ぬ何日か前に、真っ白い死しに神がみを見たとかみんなに言ってたらしいよ？』

　だから、最後は、なんで疑問系なんだ。

　だから、こんなことは休み時間にでも言ってくれ。いくらでも付き合うから。だから──

　少女は、自分のノートのはじっこを無造作に切り取ると、適当に思い浮かんだ言葉を重ねて書き入れた。そして、それをうしろの席の男子生徒に託そうとした。

　そのとき、

「こらっ、今は、読書の時間だぞ」

　そういう担任に、少女の書いたメモは取り上げられてしまった。

　あわてて少女は、本に向き直った。でも、さっぱり言葉が、文字が、頭の中に入ってこなかった。軽くパニクってしまっているのが自分でも判わかる。少女が深呼吸でもしようかと息を吸い込んだそのタイミングで、今日きようも十分間が終わった。

　担任に取り上げられたメモは、あとでその中身を見られることもなく、少女の手に戻ってきた。まあ、どうせくだらないことが書いてあったからべつに返ってこなくてもよかった。でも、取り上げられてよかったかも。

『おまえは、その死しに神がみとやらに狩られろっ！』

　とか書いてあったから。




　　　　♪




　一月二十四日。火か曜よう日び。

　くもり、のち、あめ。




　朝方霜しもが降りたせいで、教室に入るなり、なんとも不ふ愉ゆ快かいな空気が蔓まん延えんしていた。座席に着くと机つくえや椅い子すが、べたべたというより、ぬるぬるしていてたいへん心ここ地ちが悪い。

　十分間読書になっても、少女の居心地の悪さは続いていた。昨日きのう、担任にやりとりを見付かったせいで、今日きようはメモがこなかったが、ぼんやりと考えごとをする気分にもなれなかった。

　街を覆おおう霧きりが、頭の中や心の中まで覆っているような。そんな気がする。

　十分間は、あっという間に終わる。

　ちなみに、遅刻少年は、しっかり遅刻した。寒いネタで、みんなからひんしゅくを買ったが。




　　　　♪




　一月二十五日。水曜日。

　くもり。




　昨日の今日だというのに。

　と、そんなテレビドラマの安い科白せりふのような言葉が頭に浮かんできた。

　昨日の居心地の悪さはなくなったが、今度は、メモ攻こう撃げきが再びはじまってしまった。

　暇ひまなら自分でなんとかすればいいのに。他人を巻き込むなって。

　読書嫌いの親友に、これならきっと彼女でも読めるだろうと、この前少女が貸した本もダメだった。彼女は生理的に本がダメなんだろう。漫まん画がも読まないと言ってた。もう、少女にはどうしようもできない。なす術すべなし。お手上げ。降参。まいったまいった。

　そんな風ふうに心の中で悪態をついていると、思い出した。

『真っ白い死しに神がみを見たとかみんなに言ってたらしいよ？』

　白い死神？

　少女は、小さな引っかかりを覚えた。

　死神といえば、パブリックイメージ的に全身が真っ黒で顔の部分が髑髏どくろみたいで。そういうのが思い浮かぶ。なのに、親友が渡してきたメモには、真っ白いと書かれてあった。少女には、何な故ぜかそれがとても強きよう調ちようされていたように感じた。たかが噂うわさ話ばなしで、たかがホラーの類たぐいで、でもどうして死神が真っ白いなんて〝設定〟が出てきたんだろう。

　誰だれかが故意に、他人を怖がらせようとか、気味悪がらせるために作った話なら、真っ白いよりも真っ黒い方がきっと怖いに決まってる。真っ白かったら天使じゃないか。それだとホラーというよりもファンタジーだ。なのに、どうしてだろう。




　──真っ白い死神。




　そんなのがとてもリアルに感じる。




　　　　♪




　一月二十六日。木もく曜よう日び。

　くもり、のち、はれ。ときどき、メモ。




　これだけ寒いともう、マフラーがダサイとかクサイとか言ってられない。臭くさくはないけど。少女が持っているいくつかのマフラーの中で一番温かいのが悲しいかな、一番ダサイ。でも寒いのよりはいい。ダサイとかクサイとか言ってられない。臭くはないけど。

　北風に負けずなんとか教室までやってきた。ようやく、臭くはないがダサイ、マフラーを少女は外すことができた。

　今日きようも、十分間がはじまる。

　が、はじまるなり、少女は背中をつつかれた。振り返れば、かなりイヤそうな顔の男子生徒。その手の紙切れ。男子生徒はこの前、少女とその親友のメモのやりとりが担任に見付かったのをもちろん知っている。知っているからこそ、巻き込まれたくないと思っているようだ。あからさまに周囲を、担任の様よう子すを気にしながら、こそこそと少女にメモを手渡してきた。

　迷めい惑わくかもしれないけど──アタシもだよッ。

　親友の彼女にとっては、ただの暇ひまなだけの時間かもしれないけれど、少女にとっては希少な時間だ。世界の終わりを願ねがう大切な時間。

　まあ、だからかも、だ。世界の終わりなんて危なっかしいこと考えてるから、見えざる力が働いてメモ攻こう撃げきを食らっているのかもだ。

　……んなワケないか。あいつは、暇つぶしがしたいだけだ。

　メモを開く。昨晩やっていたテレビドラマ。その主演のアイドルがかっこよかったとか。

　とりあえず無視しておくことにした。




　　　　♪




　一月二十七日。金きん曜よう日び。

　くもり、のち、ゆき。




　世界の終わりは、やってくるよ。

　だから、変われるんだ。

　だから、変わるんだ。

　世界も、アタシも。




　異常気象だ異常気象だと、毎年のように言っているが、この街ではきちんと雪が降り、冬は冬らしかった。今け朝さも、少しだが雪が降った。少しだと油ゆ断だんした少女は、生徒玄関に行き着く直前に、すってんころりん。

　みんなが、見てた。見てる見てる。見られてる見られてる。恥はずかしさと寒さで耳も顔も真まっ赤かになった。寒さも忘れた。また必要になったマフラーも、もういらないくらい。

　そういえば、本の中に出てくる科白せりふ、『忘れてしまえば、全部、終わりさ。だから、忘れないんだよ。忘れたと思ってもそれは忘れているフリをしているだけで、記き憶おくの隅っこの方にはずっとあるんだよ。そういうもんさ。失なくならないことってのは』とか。少女にしてみれば、失くしたってなんだっていいから、こんな恥ずかしい思いは早く忘れてしまいたいと思った。

　もちろん今日きようもメモが彼女から届いて、当然のようにその内容は、今朝の少女の──見事なまでのこけっぷりについて──褒ほめ称たたえる内容だった。今すぐ、火をつけて燃もやしたかった。

　頼むから、消えてくれ。

　思い出も、何もかも。

　世界の終わりがくるように。

　何もかも、消えてくれればいいのに。

　こんな日だからこそ、いつものあいつが遅刻して言いい訳わけで笑わせてくれればいいのに。遅刻してこないでやんの。しかもアタシより先にきてたし。

　なんなんだ。この世界は。

　何かがおかしいだろ。

　終わってしまえ。終わってしまえ。




　　　　♪




　それから、一ヶ月ほどたった。

　少女は、あいかわらず、世界の終わりや宇宙のはじまりとはじっこについて考えているが、塾じゆくやメモで聞かされた死んでしまったという女の子のことや、メモにあったくだらない冗じよう談だん、この間観みた意外におもしろかったアイドルの映画、体育の教師がスケベなこと、自転車の鍵かぎを失なくしたこと、雨の日に傘かさが盗まれたこと、雑誌の懸けん賞しようが当たったこと、自じ販はん機きの傍そばで百円拾ったこと、眠る前に考えたこと、真っ白い死しに神がみのこと、それから、雪が降って転んだこともすっかり忘れてしまっていた。




　でも、少女は、すべてを思い出す。

　世界の終わりがきたような、顔をして、全部、思い出した。




　親友が死んだ。




　だから、少女は思い出す。

　自分が想ったこと、言ったこと。

　世界の終わりがきたような顔をしながら。







　　　　♪




　三月六日。月げつ曜よう日び。

　はれ。




　今度こそ、マフラーは必要なくなった。本音を言えば、このところは、あのダサイ感じが妙に気に入ってきていたんだけど。

　遅刻少年は、遅刻した。でも。〝彼女〟からのメモはもうこない。死んでしまったから。もういないんだ。雪に足を取られてすっころんだ少女を笑っていた親友は、同じように雪で滑って、でも、そのせいで車道に飛び出してしまった。そして、やってきた車に──

　考えるだけで、寒くもないのに身体からだが震ふるえてくる。悲しみに沈んで、身動きがとれなくなっても日常は戻ってきた。朝の十分間読書も、もう、彼女のことを思い出すだけで、少女にとって、苦痛になっていた。それでも、この十分間で、何かを考えることだけは変わってない。世界の終わりなんてこなかった。終わったのは、ひとりの中学二年生の女の子の命だ。

　いや。それだけじゃない。いろんなモノが終わった。少女との親友関係や、メモのやりとりや、くだらないおしゃべりや、彼女に対して怒りを覚えることや、全部、終わった。

　もう、怒りたくても怒れなくて。バカってそんな風ふうにも言えなくて。ハローもサンキューも、もう、言えない。




　失なくした。




　　　　♪




　三月七日。火曜日。

　はれ、ところにより、にわかメモ。




　いつになったら春はくるのだろうかと、首を長くして待っている。そしたら、こんな寒く凍こごえるようなこともなくなるのに。

　今はただ、本当に春はやってくるのだろうかと、不安になって待っている。

　マフラーを必要とするほどの寒さではなかったが、まだ薄うす着ぎで外に出れば肌寒い。空は晴れているけれど、気温は昼になってもそれほど高くはならなかった。天気予報では、北からの寒かん気きがどうのこうのと、まるで冬のようなことを言っている。いつになったら春はやってくるんだろうか。昨日きのうは、ちょっとだけ寒くなくて、期待させるなんてヒドイ。

　十分間読書のとき、教室は前以上に静かに感じる。いなくなった彼女の机つくえには花が飾られ、他ほかには何もない。

　花があると、もう何もないのだと思わされる。その机の上に何もなくて、横には持って帰ることのなかった辞書や教科書などが入ったバッグがぶら下がっていれば、また彼女がやってくるのだと思えるのに。何もない。

　少女が開いた本のページは、一ヶ月前からほとんど進んでなかった。

　この時間になると、彼女のことを思い出してしまって、彼女に伝えなかった言葉も。

〝おまえは、その死しに神がみとやらに狩られろ〟

　伝わらなくてよかった。伝えなくてよかった。でも、それなのに本当に彼女は……。

　そんなときだった。

　少女は、不意に背中をつつかれ、心しん臓ぞうが止まるかと思うくらい驚おどろいた。固まってしまった。まさかとは思う。彼女から……。そんなワケはない。そう思いながらも、何な故ぜか身体からだは硬直してしまって動こうとしなかった。そして、再び、背中をつつかれた。

　深呼吸も忘れる。心臓が打つ速度を速める。少女は本を手にしたままゆっくりと、ゆっくりと後ろを向いた。すると、あのときのように、うしろの席の男子生徒が、そっと、少女に紙切れを手渡してきた。

　よりいっそう速くなる心臓の音。

　受け取った──メモを本の間に隠かくすようにして机の上に置いた。とまどって、一いつ瞬しゆん、開く気になれなかった。これが本当に彼女からのメモだったら。

　そんなワケない。そんなはずない。

　そうだ。そうなんだ。

　少女は、メモを手にした。開く。

　小さい文字。かわいらしい。丸っこい。

　けど、

　けれど、彼女の文字じゃなかった。あたりまえだ。彼女のはずない。

　何気なく教室の中を見渡す。と、廊下側の席、うしろの方で女の子ふたりがこそこそと話をしていた。そして、少女の視し線せんに気付くと『メモ読んだ？』というようなジェスチャーをして見せた。少女は首を振った。向き直って、再度メモに目を通す。

『知ってる？　真っ白い死神のこと。見ると殺されちゃうんだって』

　一ヶ月もたって、噂うわさにだいぶ尾ひれが付き、ホラー度がアップしていた。

　頭の中に飛び込んでくる文字列。

　殺される？

　ダレに？

　死神に？

　真っ白い死しに神がみに？




　おまえは、その死神とやらに狩られろ。




　そんなこと、あるワケないよ。




　そんなもん、いるワケないじゃん。




　おまえは、その死神とやらに狩られろ。




　だって、彼女は、アタシの目の前で、死んだ。




　世界の終わりはやってきた。




　望みは叶かなった？




　　　　♪




　眠るとき、目を閉じると宇宙が広がる。だけどそれは、眠る前の十分間だけ。

　でも、今は〝無〟だ。なんにもない。真っ黒。もしくは、真っ白。世界の終わりもきっとこんな感じだろう。宇宙の中、漂う塵ちりだ。その宇宙も最初はなんにもなかった。だとしたら、そこにあるのは結局、〝無〟なんだ。

　だから、世界の終わりなんて、こない。世界は変わらず、ずっとたゆたって、光を待って、光を信じて、光に満たされている。でも、本当は、気付かないで、光は、通り過ぎてく。其そ処こには何もない。何もなくなる。

　だったら、アタシは何ど処こにいるんだろう。

　今、何処で、こうして、息をしているんだろう。







　───リン。







　遠くで、いや、とても近くで、鈴すずの音ねが聴きこえた。そして声が聴こえる。

「あなたには、何が見えた？」

　それは自分とは違うとても可愛かわいらしい声で、子供のようで、オトナびている不ふ思し議ぎな声だった。そこに女の子が立っていた。

　少女は、ハッとして目を開ける。そこは、底のない闇やみだった。少女は、闇の中に埋もれるように立っていた。

「何もないんでしょう？　最初から、〝無〟として、何もない」

　綺き麗れいな顔から発せられる言葉が、闇に冷たく吸い込まれていく。女の子は、真っ白い姿をしていた。長い髪も、透すき通りそうな肌も、ワンピースも。

「何もないんだから、何も見えないよね」

　真っ白い女の子は言った。

　少女は、思い出していた。真っ白い死しに神がみのことを。

　見たら死ぬってさ。

　たかが噂うわさでしょ。誰だれかの作り話。

「そうかもね──」

　心の中をのぞき込まれたような気がした。真っ白い女の子は、真まっ直すぐに少女を見る。

「でも、本当かもしれないでしょ？」

「なにが？」

　今度は、少女が訊きいた。

「あたしが、──彼女を連れて行ってしまったかもしれない」

「そ、そんな……」

「だって、そういう噂じゃない？」

「だけど……っ」

「それとも、あなたが──殺したと思ってる？」

　ぎくりとした。真っ白い女の子の黒目がちな瞳ひとみが、心に突き刺さるようだった。

　そんなワケない。あるはずない。判わかってる。アタシなんか、そんな……。




〝おまえは、その死神とやらに狩られろ〟




「あなたは、そう思ってる？　自分が殺したとでも」

「────うるさい！」

　少女は吠ほえるように言った。

　身体からだは震ふるえていて、どうしようもなく膝ひざが笑っていた。今にも崩くずれてしまいそうなほどだ。

　おびえてる。怖くて仕方なかった。

　何を恐れて、何におびえているのかも判わからないのに。ひどい寒気が全身を襲おそっていた。

　真っ白い女の子は驚おどろかなかったが、なんだかひどく悲しい瞳ひとみをした。

　それでも少女は続ける。

「そんなことべつにどうでもいいッ。ただ、きてほしかっただけ。世界の終わりがきたら、変われるじゃない。あんたが殺そうが、アタシが殺そうが。どうでもいい──」

　──真っ白い女の子は、じっと少女を見つめている。やはり、悲しい瞳で。

「そう……。本当は、どうだってよかった。でも、友達が死んだら、変わりすぎなのよ。友達が終わってどうすんのよ。アタシが望んでたのは、世界が終わること。リセットボタン押したら、またはじまるようなそんな世界の終わり……なのに……」

「じゃあ、世界の終わりって？」

「知らない。そんなの、知るワケない。だから、望んでんの。悪い？　終わったら、はじまるでしょ？　そしたら、変われるかもしれない。そう思ってただけ」

「変わったの？」

「なんにも……変わってない。──失なくなっただけ。失くしただけ」

「それでも、まだ望む？」

　真っ白い女の子は、今にも泣きそうな顔をしていた。

　なんで、あんたがそんな顔してんの。奪うばわれたのは、アタシの方なのに。そんな顔じゃ、あんたが失なくしたみたいでしょ。
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「望んで悪い？　失くすくらいなら、全部、終わればいい。どうせ、最初は何もなかったんだから。あんたなんかに何が判わかるっての？」

　少女は、にらむように真っ白い女の子を見た。

「ふざけたことばっかり言って──消えろよ」

　女の子は何も言わなかった。

　どうしようもなく困ったような顔で、でも真まっ直すぐに少女を見つめながら。

　そして本当に消えていなくなってしまった。最後に残したため息が白く濁にごって、まるで粉雪のように辺あたりに降った。

　少女は、頰ほおに感じた冷たさを頼りに目覚めた。




　朝だった。




　　　　♪




　朝。まどろむ時間。

　考えること。短い時間。

　世界の終わりについて。考察。

　たとえば、真冬に半はん袖そでのＴシャツ一枚ですごせるほどあたたかで。

　たとえば、真夏に雪が降ったとして、きっともう誰だれも驚おどろかない。

　それがたとえば、本の中だけのできごとだったとしても、本当になる日がくる。




　そしたら、アタシは、鼻歌でも歌いながら待ってる。世界の終わりがやってくるのを。通り過ぎたって、待ってる。

　変わらない日々の中で、失くしたモノをこの腕に抱え切れないくらい持って。




　ヒカリが通り過ぎていく。











world's end humming (reproduction Al.-edit) and "everlast" - fin.
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　　　　♪




　テレビの音で、目が覚めた。

　年末だ。年末だ。と世間がさわぎはじめた今日きようこのごろ。

　外はすっかり寒く、井いノの上うえコマチは、リビングのこたつにもぐりこんでいた。

　あまり興きよう味みのなかったドラマを観みているうちに、うとうとと居眠りをしてしまったようだ。

「うー……ん……」

　ずっとうつぶせで、テーブル面に直接、顔を乗せていたせいか、頰ほおがちょっとひりひりする。

　顔を上げると、眠りに落ちる前まで、いっしょにこたつに入っていた母親も父親もいなかった。

　壁かべの時と計けいに目をやると、もう夜の十時近くだ。

　テレビの音に交じって、台所から母親の鼻歌が聞こえてきた。

　鼻歌のまま、「それは、そこの棚の上においておいて[image: ][image: ]♪」とか、誰だれかに指示を送っている。

　その相手は、コマチの父親だ。

　井ノ上家では、『男子厨ちゆう房ぼうに入らず』ということはない。父親もちゃんと家事を手伝っている。

　まあ、夫婦、仲が良くてよろしい。

「……ふあー……」

　コマチは、こたつの中にもぐりこませていた手をもぞもぞと抜いて、リモコンを取った。

　ぱちぱち、チャンネルをザッピングする。

　今は、前の番組と次の番組の間の時間だ。

　どのチャンネルもＣＭばかり。

　特に観たい番組もないので、適当なところで手を止めた。

「……小お腹なかすいた」

　誰に言うでもなく、コマチは、こたつの上のみかんをとって皮をむきはじめた。

　と、

　台所で聞こえていた両親の声が、玄関の方へと移動していく。

　そうか。

　もうすぐ、弟の塾じゆくが終わる時間だから、父親が車で塾まで迎えに行くんだ。

　コマチの弟はまだ小学生だが、中学受じゆ験けんがある。

　めざしているのは、コマチも通っている中高一貫のエスカレーター式の学校。有名私大の付ふ属ぞくだ。

　コマチの人生は、はじまってまだ十数年だが、小学生時代が勉強をしたＭＡＸだと言える。

　弟も、今がそんなとき。

「ほんと、勉強がんばってよかった……」

　小学生のときは、なんでこんなに勉強しなきゃならないんだろうと、軽く親や先生を呪のろいたくもなったが、今は、感かん謝しや感謝だった。

　コマチとおなじ、世間の中学三年生はこの時期、受じゆ験けん勉強でよゆうがない状態だというのに、こたつで、みかんだ。

　一方で弟は、成せい績せきをめきめきあげ、それが自信になっているのか、塾じゆくに行ったりの勉強漬づけの毎日もなかなかどうして、それなりに楽しんでいるよう。

「……あいつは、すげぇ……」

　わが弟ながら、尊敬すらしてしまう。

　きみの姉は、自分のキャパシティー以上のモノを小学生のときに詰め込んでしまったので、今はもう、宿題は友達のを写すし、授業中は寝るしで、ダメ学生への道を邁まい進しん中ちゆうだよ。

　みかんを口に頰ほお張ばりながら、なんとなしに視し線せんを向けていたテレビに、変化がある。

　ＣＭが終わるとタイトルテロップが流れ、番組がはじまった。

「……なんだ……ニュースか……」

　コマチにとって、あまり興きよう味みのわかないニュース番組。

　しかし、

「……あれ？」

　番組のオープニングが終わったと思ったら、また、ＣＭが流れ出した。

　それは、アイドルで女じよ優ゆうの女の子が出ている一番新しいＣＭ。

　彼女は、波は佐ざ間まユカ。

　今、時と代きの寵ひ児とになろうとしている少女（アイドル）。

　──と、コマチは思っていた。

　彼女が出演した、ドラマやバラエティーの多くが、高視し聴ちよう率りつ。

　ＣＤが売れなくなっているといわれているが、彼女のデビューＣＤシングルは、駆かけ出しのアイドルとしては申し分のないセールスを上げた。

　ちらほらと、彼女が出演するＣＭも増えてきている。

　あかるくて、おおらかで、物もの怖おじしない性格。

　長い黒髪に白い肌、印象的な大きな瞳ひとみに長い睫まつ毛げ。

　同世代のアイドルやタレントを置いてけぼりにする、清せい潔けつ感かんと透明感、十五歳には見えないオトナびた雰囲気、抜群のルックス。

　問題があるとすれば、なんでも完かん璧ぺきすぎて、鼻につくひとがいるだろうこと。

　でも、コマチは、彼女のことが嫌いじゃなかった。

　熱ねつ狂きよう的てきなファンや信者というワケでもない。

　なんとなく、嫌いになれない。

　なにしろ、おない歳どしというだけではなく、誕たん生じよう日びも血液型もいっしょだ。

　まあ、そのくらいなんだけど。

　この前も、彼女が出演したドラマを観みていて、母親が泣いているのを横目に、「ははは、泣いてるよ。このひと」とか思いながらも、コマチも不覚にも号ごう泣きゆうしてしまった。

　なんとなくだ。

　嫌いになれない。

　かといって、ハマるほど、好きってワケでもないけど。

　なんて、なんだか、言いい訳わけしているみたいだ。なんにも、誰だれにも、言い訳なんてしなくてもいいのに。

　ニュース番組の冒頭、いきなり流されたＣＭ。番組の合間に流れているコマーシャルじゃなくて、番組内でわざわざ彼女のＣＭを流している。

　これから、彼女の特集でもやろうというのだろうか。

　そんなコマチの考えは、あながち間違いでもなかった。

　波は佐ざ間まユカの笑え顔がおがまぶしくて、うらやましくて、なんだか、嫉しつ妬としてしまいそうだ。

「……ったく、かわいいよなー。この子はさー」

　なんて言って、コマチは、二個目のみかんに手をのばした。

　だが、次の瞬しゆん間かん、神妙な面おも持もちの番組の司会者が、信じられないようなことを口にした。

『今晩は。十一月○×日。たった今、訃ふ報ほうが飛び込んできました。女じよ優ゆうとして、歌手として、タレントとしてめざましい活かつ躍やくを見せていた、波佐間ユカさんが、──交通事故に巻き込まれ、死去しました。享きよう年ねん、十五歳でした……』

「……………………っ？」

　──死んだ？

　死んじゃった？

　誰だれが？

　波佐間ユカが？

　コマチの手が、二個目のみかんをつかんだまま固まる。

　いや。

　だって、彼女は、わたしとおない歳だから、まだ、十五だ。

　あ、いや。

　事故だってゆうんなら、そんなのは関係ないけど。

　でも。

　だって、今さっき流れたＣＭに出ていたじゃないか。

　違うか。

　あれは、ずっと前に撮さつ影えいされているモノだから……。

　ええーと。

　テレビは、波は佐ざ間まユカの半生とでも言いたげな、彼女のこれまでを振り返るＶＴＲを流しはじめた。

　ちょっと待って。

　これじゃ、本当に、死んだひとみたい……。

　ほんとに？

　ほんとに、死んだの？

　今度、ドラマの初主演が決まったって。

　セカンドシングルも出るって。

　映画にも出て、ライヴもやりたいって、なんとなく目にした雑誌で彼女が言っていた。

　それ、どうすんの？

　死んだ？

　どうすんの？

　死んだら、どうなんの？

　なんだかよく判わからない。

　それでも、なんとなくショックを受けている自分がいる。

　波佐間ユカのことを嫌いじゃないとか言っておいて、好きでもない。

　でも、なんとなく、哀かなしい。

　でも、なんとなくで、そんなにも哀しくない。

　哀しいのに、哀しくない。

　哀しくないのに、哀しい。

　これは、テレビドラマを観みているときみたいな感じだ。

　誰だれかが死んでも、それはドラマ。作り話の中のこと。

　なのに、哀しくなって泣いてしまう。

　でも、寝るころには、そんなことも忘れてしまう。

　テレビの向こうのことだから。

　本当は、噓うその話だと判っているから。

　ドラマの登場人物の気持ちを判った気になって、哀しんでいる。

　この哀しみは、すぐに薄うすれてしまうと判っていて、作り話の中に潜もぐり込んでいるんだ。

　なのに、これは、本当なんだ。

　彼女は死んでしまった。

　波佐間ユカは、死んでしまった。

　テレビの向こう側。

　彼女は、あいかわらず綺き麗れいで、笑ってて、どうしようもなく輝かがやいている。

　繰くり返す。

　テレビの中の司会者は、彼女が死んだと。

　哀かなしそうな顔で、繰り返す。

　繰り返される。

　彼女の映像が繰り返される。

　笑え顔がおの波は佐ざ間まユカが、画面いっぱいに映し出された。

　思いがけず、頰ほおを何かが流れた。

「…………あ……っ」

　どうして、わたしは、泣いてるんだろう。

　そんなに哀しくないのに。

　なんとなく嫌いになれなくて、だけど、なんとなく好きにもなれなかった、彼女なのに。

　死んだんだ。

　この笑え顔がおはもう、繰り返すことしかできない。

　あたらしい笑顔はもう、観みられない。

　好きじゃなくて。

　嫌いじゃなくて。

　知っているけど、知らないひと。

　自分とは、関係ない世界のひと。

　テレビの向こう側。

　なのに、もやもやする。

　まるで、気持ちがぐるぐるしながら、お腹なかのあたりで迷まい子ごになっているみたいだ。

「なんだよ……もうっ……」

　ワケが判わからなくなって、コマチは右目からだけ落ちた涙のしずくを服の袖そでで、ぐいっ、とぬぐった。

　台所のほうから、また、母親の鼻歌が聞こえてきた。

　タイミングがいいのか、悪いのか。

　波佐間ユカが出演していたドラマの主題歌だ。

　たのしそうな鼻歌が、今はどうしようもなくさみしく聞こえる。

「……ハァー……まったく……」

　コマチは、二個目のみかんにのばした手を引いて、こたつの中に潜もぐり込ませた。

　そして、テレビ画面から目をそらす。

　こたつの上にリモコンがあったけれど、電源をオフにすることも、チャンネルを変えることもできなかった。

「……はぁー……」

　それは、ため息なのか、深呼吸なのか。







　───リン。







「……ん？」

　耳鳴りのような鈴すずの音ねが聴きこえた。遠くのような近くのような奇妙な感覚だった。

　そのとき。




　パチン──




　と、ラップ音のようなモノが鳴った。

「……なんで？」

　勝手に、テレビの画面が真っ暗になっている。

「…………は？」

　コマチは、ぐるりと辺あたりを見渡した。

　広くはないリビングに、コマチひとり。

　ほかには誰だれもいない。

　リモコンは、こたつの上にあった。

　コマチの手は、こたつの中。

「は？」

　再びテレビに視し線せんを向ける。

　電源ランプが青く光っている。

　本来、オフにすると、ランプは赤くなる。

　ということは──電源は、切れてない。

　すると、パチパチと静電気のような音が鳴って、真っ暗だったテレビの画面に、うっすらと何かが浮かび上がってきた。

「なんだ……そっか……」

　おそらく、テレビの演出かなんかだ。

　ほら、また、波は佐ざ間まユカの映像が流れ出した。

　ドキドキして損した……。

　人が死んだとかそういう話題をテレビでやっていたモノだから、もしかして、霊れい的てきななにかしらの仕し業わざじゃないかと思ってしまった。

　今度はちゃんと、深呼吸──しようとしたのに、逆に、息が詰まりそうになった。

「ハァー…………イッ──!?」

　ドキリとした。

　テレビの中の彼女と目が合った。

　ただ、それだけなのに。

　テレビの中のことじゃないように感じて、ドキドキと心しん臓ぞうが速くなる。

「まさか……」

　どんどんどんどん速くなる。

　そして、

「…………あっ……」

　彼女が、波は佐ざ間まユカが笑った。

　それはもう、満面の笑えみというやつだ。

　ドラマで観みたまんまの笑え顔がお。

　それが、今、コマチの目の前にあった。

　テレビ映像の彼女を目の前にしてという意味じゃない。

　そのままの意味だ。

　そう。

「──……ッ!?」

　彼女の笑顔は、コマチの三十センチほど目と鼻の先にあった。

　いや。だから、違うんだって。

　そういう目の前じゃなくて。

　べつに、三十センチほど先のところにテレビがあるんじゃない。まして、テレビまで三十センチの距きよ離りに近付いたワケでもない。

　そんなに近付かないと駄だ目めなほど視力は悪くなかった。

　じゃあ、なにかといえば。

　だから、目の前なんだ。

　波佐間ユカが、目の前にいる。

　ホラー映画のように、テレビの中から、するすると出てきてしまった。

　これは、映画でも、ドラマでも、テレビでもない。

　妙に現実的だったのは、波佐間ユカがホラーな幽ゆう霊れいのようにおどろおどろしい顔じゃなくて、元気いっぱいの笑顔だったからだ。

「ハローハロー」

　彼女は、笑った。

　綺き麗れいに笑った。




　　　　♪




　まだ、寝ぼけてたんだろうか。

　それとも、本当は、夢の中だったんだろうか。

　でも、どっちでもなかった。

　これは現実。

　テレビの中から出てきた波は佐ざ間まユカが、重力を無視して、コマチの目の前に、ふわりふわりと浮かんでいる。




　──死んだんじゃ!?




　てか、浮いてるし！

　なに!?

　なんなのッッ!?

　と、浮かびながら、部へ屋やの中をきょろきょろと見ていた波佐間ユカが言った。

「ここ何ど処こ？」
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「……は？　わ、わたしんちだけ……ど？」

　いきなりの質問に、コマチは答えとして合っているのか間違っているのか、微妙な返答をしてしまう。

　しかし、

「あ、そう」

　と、うなずく。

　それから、うーん、と天てん井じようを見ながら考えていたかと思うと、

「そうか。そうか……」

　とひとりで納なつ得とくしはじめた。

　コマチのことは、ほったらかしだ。

　死んでしまったとテレビで報道していたアイドルが、うちのテレビから出てくるし、そこらへんをふわふわと浮いてるし、もうなにがなにやらで、パニックになって激はげしい眼球運動で、視界が不ふ明めい瞭りようになってしまっているのに。

　くるりと、空宙で姿勢を変え、〝彼女〟がコマチの方に身体からだを向ける。

　そして、じーっと、コマチのことを観かん察さつするように見つめる。

「…………っ……」

　コマチは、ヘビに睨にらまれたカエル状態で何もできず、無抵抗にガン見みられていた。

〝彼女〟が、首をひねる。

　コマチは、引きつった愛想笑いで、おなじような角度で、首をかしげた。

〝彼女〟が言った。

「あんた、だれ？」

「え？　わ、わたし？」

　誰だれって言われても、わたしはわたしで……。

「そ、そっちは、だ、誰……？」

　コマチは、思わず質問に質問で返してしまっていた。

　すると、〝彼女〟は、きょとんとしたあと、すぐに、にっこり、

「波佐間ユカだよ」

　と笑った。

「波佐間ユカって、あ…あの波佐間ユカ？」

「たぶん、あの」

「や、やっぱり……っ！」

　もしかして、そんな風ふうに思ってたんだ。とかそういうレベルじゃない。

　最初から、判わかってた。

　白い肌に綺き麗れいな黒髪、おっきな瞳ひとみに長い睫まつ毛げ。

　まさしく、波は佐ざ間まユカだ。

　ドラマ、バラエティー、ＣＭで、彼女をテレビで観みない日はない。

　だいたい、彼女が死んだニュースが流れていたそのテレビから出てきたし！

「って、そうだった──テレビから出てきたんだけど!?」

　コマチが悲鳴のように言うと、

「うん。そうみたい」

　彼女は人ごとみたく微笑ほほえんだ。

「な、なんで!?」

「……さあ？」

　言って、彼女は肩をすくませる。

　さあ、って。

　ちょっと、待ってよ。

　それじゃ……本当に……。

「──お、おかーさーん！」

　コマチは、思いっきり叫んでいた。

　すると、何事かと台所から母親が、リビングに駆かけ付けてくれた。

　そして、こたつの中で、目の焦点が合ってないコマチを見るなり、何かを察した。

　母親は、コマチの視し線せんの先に目をやり、

「お母かあさんに、まかせときなさい！」

　強い口く調ちようで言う。

　そして、こたつの横に無造作に置かれてあった新聞紙をつかむと、それを棒状に丸め、テレビの方へ、彼ユ女カの方へ、ゆっくりゆっくりと歩いていく。

「お、おかぁ……」

　うわずった声でコマチが母親に話しかけようとしたが、

「しっ！」

　と、静かにするようにうながされてしまう。

　ごくりと、コマチは生なま唾つばを飲み込み、母親に任せることにした。

　さすが、母。頼りになる！

　と、思ったのもつかの間だった。

「チャーッ！」

　謎なぞの奇声を発しながら母親は、テレビの奥の壁かべに向かって、丸めた新聞紙をたたきつけた。

「よしっ！　とったどーっ！」

　母親が、新聞紙を高々と掲げる。

「……は……？」

　コマチの目は点になった。

「安心しなさい。ヤツは、死んだ！」

　や……ヤツって誰だれぇ……!?

　違うよ、お母かあさん。

　わたしがいってるのは、目の前にいる……。

「いやー、圧勝だったわね」

　母親は、こたつの上にあったティッシュを数枚抜き取ると、得意げに言った。

　そして、床ゆかに寝そべっているヤツをティッシュで包んで、つかみ上げた。

　ここでやっと、コマチは、母親が圧勝した『ヤツ』の正体に気が付いた。

　ヤツは、黒々としていて、かさかさとすばやく動く、おそろしいことにたまに飛んだりするアイツだ。

　ひゃーっ！

「お母さん！」

　って！

　違うの！

　彼女が笑っている。

　げらげらとお腹なかを抱えて笑っている。

　でも、ぜんぜんまったく母親はそんなことを気にしていない。

　どうして!?

　だって彼女が目の前にいるのに。

　こんな近くに。

「は、はざ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆ……！」

　早く伝えようとするとあせって、口がうまく動いてくれない。カミカミになってしまった。

　それを母親は、

「そんなに怖かったの、頭文字イニシヤルＧが？　ほんと、昔から虫が苦にが手てだよねー、コマチは」

　ザ・勘違い。

　いや、もう、虫とかそういうんじゃなくて。

　……もしかして。

　お母さんには、視みえてないの？

　わたしだけが、視えてるってゆうこと？

　なんで、なんで、なんで!?

　しかし、母親も誰もその疑問には、答えてくれなかった。

「ふふふふ。これで、三百戦無敗ね。コマチ、あんたもお母さんの最強の遺い伝でん子しを継ついでるんだから、ヤツぐらいひとりでしとめられるようになんないとね。戦やって殺やれよ！」

　勝ち誇る男お闘と呼この背中で語りながら、母親はさっさとリビングを出て行く。彼女には全く目もくれず。

「ちょっ、お母かあさん！」

　しかし、呼んでも母親は、背中越しに新聞紙を突き上げるだけで、振り向こうとしなかった。

　お、お母さん！

　ベタな格かく闘とう技ぎ番組とか観みすぎだから！

「今の、あんたのお母さん？」

　母親vs頭文字イニシヤルＧの一部始終をおかしそうに見ていた波は佐ざ間まユカが訊きく。

「あ、うん……。うちのお母さん、ちょっとアレなんだけど……って！　って！　って！　あなたのこと、わたしだけが視みえてるの……？」

「みたいだね」

　簡かん単たんに、波佐間ユカは言った。

　そんな、どうして。

　わたしだけに、視えてるの。

　しかも、なんで、ここに、死んでしまったはずの波佐間ユカが……!?

　だって、波佐間ユカは、テレビのひとで。

　今、死んだってテレビのニュースでやってて。

　そしたら、テレビからにゅ〜って出てきて。

　……まさか。

　やっぱり？

　そうじゃないかって、うすうすは判わかっていたんだけど。

「──ゆ、幽ゆう霊れい……っ！」

　信じたくないが、妙に生々しい現実感がある。

　それでも、コマチは、これが夢だと言ってほしかった。

　期待していた。

　じゃなかったら。これが夢じゃなかったら。いったい、なんなんだ。

　唾つばも出ないほどからからになった喉のど。

　コマチは、ごくりと空気だけを飲み込んで、波佐間ユカの言葉を待つ。

　が、

「たぶん、そう。アタシ、死んだみたい」

　けろりと、彼女は言った。

　そんな簡単に言うなよ。

　だって、波佐間ユカは……、

「し、し、し、し、死んだ────っ！」

　喉のどが極端に渇かわいていた。空気が漏もれたような音にしかならなかった。







　───リン。







　まただ。

　また耳鳴りのような鈴すずの音がした。

「──こんなところにいた」

　そして、声が聞こえた。

　オトナびているのに、子供っぽい不ふ思し議ぎな声だった。

「……………な……ッ!?」

　いったい、今日きようは、何の日ですか。

　波は佐ざ間まユカの幽ゆう霊れいの次は──

「捜しちゃったじゃん」

　いきなり目の前に現れた女の子が言った。

　髪の毛も透すき通りそうな肌もワンピースも真っ白い女の子だ。

　それだけに、足もとの赫あかい靴と花きや車しやな手に持った不釣り合いな巨大な鎌かまがやけに目立つ。

「あれ？　そっか、あなたが……」

　真っ白い女の子は、すぐに彼女の傍かたわらにいるコマチの存在に気が付いた。

　そして、

「あ、どうも。死しに神がみです。なんて」

　と、とんでもないことを軽く言って自己紹介した。

　普ふ段だんなら、この子、波佐間ユカに引けを取らないくらいかわいいのに、かわいそう、ちょっと頭が……。

　と思ってしまうだろうが、今日は、違う。

　なにしろ、先に、目の前に、波佐間ユカの幽霊がやってきてしまっていたんだから。

　幽霊といえば、死神。

　そりゃ、来るわ。

　死神さんもいらっしゃるわ。

「おい、人間っ。手間をかけさせるなよ」

　今度は、かわいらしい男の子の声がした。

　ユカに向かって言ったのは、猫だ。

　真っ白い女の子の花車な肩に器用にのる、黄おう金ごん色いろの瞳ひとみと大おお袈げ裟さな赫い首くび輪わが印象的な黒猫だ。

　しかも、口く調ちようがなんか生意気。わざとっぽくて似合ってないのが、ちょっとかわいらしく思えてしまうけど。

　けど、ちょっと待って。

　猫が喋しやべってるんですけど。

　そして、真っ白い女の子も浮いている。

　こたつに入ったまま、金かな縛しばりのように身動きができなくなっていたコマチは、ふたりといっぴきをぽかんと見上げた。

「いきなり消えたから、何ど処こに行ったのかと思ったじゃん」

　真っ白い女の子が、波は佐ざ間まユカに言った。

「あー、ごめん」

　彼女は、あまり悪びれていない様よう子すで謝あやまった。

「なんかさ。死んでも、未練もなんにもないって思ってたんだけどさあ。なんとなく思い出したことがあって、そしたら、いきなりここにきてたんだよね」

　彼女は、ふわふわと浮かびながら腕組みする。

「だからって……なんで、ここなの？」

　言ってから、しまった。と思いつつ、不可抗力的に、コマチも彼女たちの会話に加わってしまう。

「原因は、やっぱり、こいつなの？　人間には視えないようにしてるはずなのに、ボクらのこと見えてるみたいだし……。なんだ、おまえ？」

　黒猫が偉そうに、コマチのことをこいつ呼ばわりした。でも、なんか愛あい嬌きようがあって、憎めないやつだ。

　でも、なんだ。ってこっちが訊ききたいよ。

「原因が、わたしに!?」

　どういうことかと、コマチは波佐間ユカに視し線せんを向けた。

　状況がぜんぜん飲み込めない。

　しかし、彼女は、とぼけたように肩をすくませただけだった。

　代わりに、真っ白い女の子が言う。

「──井いノの上うえコマチ。九月八日生まれ、おとめ座のＯ型。中学三年──でしょ？」

「え、なんで、知ってんの!?」

　この真っ白い女の子とは、もちろん初対面だ。

　こんな、美人で不ふ思し議ぎな子と知り合いだったら、自慢しまくってやっただろう。

　真っ白い女の子は、

「ま、死しに神がみですから」

　と、冗じよう談だんのように言った。

　黒猫が、「そんなこといつ調しらべたの？」と小声でツッコむと、真っ白い女の子は、「あたしは、仕事熱ねつ心しんなんだよ？」と小声で返した。

　なんだ。なんだ。

　どいつもこいつもすっとぼけたふうにしやがってさ！

　わたしだけ、置いてけぼりじゃないか。

　コマチの心の中を見み透すかしているみたいに、真っ白い女の子は、フフッ、とちいさく笑った。

「それで、もうひとりも──」

　そう言いながら、真っ白い女の子は、彼女の方に視し線せんを向けた。

　コマチもそれにならって、波は佐ざ間まユカを見た。

「あっ！　いっしょだ！」

　黒猫が器用に手のひら──肉球を、ぽん、と打って言う。

　そうだ。

　コマチと波佐間ユカは、年ねん齢れい、誕たん生じよう日びから血液型までおんなじだった。

「たまにあるんだよね。こういうの」

『なにが？』

　コマチと黒猫がいっしょに訊きいた。

　思わぬユニゾンに、コマチは黒猫と目を合わせ、ぱちぱちとまばたきしてしまった。

　死しに神がみの仲間の黒猫も知らされてなかったらしい。びっくりしている。

「ちょっと、モモ！　どういうこと？　どういうことなのさ!?　ボク、聞いてな……っ！　もがもがもがもがもが…………っ!?」

　黒猫が問いつめようとしたが、真っ白い女の子がその口を塞ふさいでしまった。

「人間てさ、引かれ合うもんなんだよ」

　真っ白い女の子は言う。

「お互いを必要とすること。それぞれがそれぞれに想おもうこと」

「はあ？」

　コマチにはさっぱりだ。

「まれにね。偶然波長があって呼び合うひとがいるんだよ。たとえば、同姓同名だったり。死んでしまったけどこの世に心残りのあるひとと、たまたま生まれた日がおなじで、血液型がおなじで、歳としもおなじで、ってゆう……」

　おいおい。それって、まさか。

「つまり──あなたと彼ユ女カのこと」

「やっぱりか！」

　と、波佐間ユカが口を開いた。

「ようするに、アタシは、まだこの世界に未練があるらしいんだ。今の話だと、アタシがここにきたのは、そのせい。あんたに引かれたせいみたいね。コマチ」

「呼び捨てかよ！　てゆうか、なんか、わたしのせいみたくなってるし！」

「違うの？」

「違うよ！　って！　そういえばぜんぜんっぽくないけど、あなた死しに神がみなんでしょ!?　なんとかしてよ！　さまよえる魂がここにいるよ!?」

　コマチの言っていることは、普ふ段だんならとんでもなくおかしいことだが、なんなく言えてしまいコマチ自身も変だとは思わなかった。

「んー。強引にでも、連れていけるんだけど。どうしようかな。──あなたは、ユカはどうしたい？」

　真っ白い女の子は、彼女に訊たずねた。

　波は佐ざ間まユカは、

「アタシは、未練がある。だから、まだ、あと少し、この世界に居たい」

　きっぱりと答えた。

　すると、真っ白い女の子──死しに神がみは、しばらく考える素振りを見せて、何な故ぜかまた黒猫の口を塞ふさいでから、言った。

「──じゃあ、しょうがないよね」

　途と端たん、口を塞がれた黒猫が、激はげしく抵抗をはじめる。

　どうやら、しょうがなくないらしい。

　はじめから、しょうがなくないことを判わかっていて、真っ白い女の子は、黒猫の口を塞いでいたのか。

「でも、すこしだけだからね」

　真っ白い女の子が、彼女に目配せする。

「うん」

　と、彼女はうなずく。

　それから、ちいさな声で、ありがとう。と聞こえた気がしたけれど。気のせいだったのかも。

「さてと……」

　真っ白い女の子は、抵抗もむなしく精せい根こん尽き果てている黒猫を抱き上げた。

「あとは、ユカのこと、よろしくね。コマチちゃん」

「……うん………………………………………………………………………………──へっ!?」

　今、とんでもないことを言われたような。

「えっと、あらためてだけど。あたしは──死神『Ａ』の一〇〇じゆうまん一〇〇とんでひやく号。百と百で、百モ々モって呼んでくれていいから。で、こっちの子が、ダニエル」

　真っ白い女の子モモと黒猫のダニエル。

「あ？　え？」

　なんか、流されているコマチ。

「ちょこちょこ様よう子す見にくるけど。なんかあったら、呼んでね」

「よ、呼ぶ？　って、どうやっ……」

「じゃっ」

「ちょっと待てぇぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　ぐぉっ！」

　コマチは、真っ白い女の子──モモを追おうとして身体からだを起こしたが、こたつの中だったのを忘れていた。

　いきおいあまってこたつに膝ひざをぶつけた。

　その間に、モモも黒猫のダニエルも、空気に溶けるように消えていなくなってしまった。

「くぅ！　なんなの、なんなの！」

　こたつの中から転げ出ると、膝をさする。

「ねえ」

　頭の上で声がして、コマチは顔を上げた。

　波は佐ざ間まユカの顔が目の前にあった。

　長い睫まつ毛げだ。

「……な、なに……」

「これから、よろしく。コマチ」

　そして、にっこりと彼女は綺き麗れいに笑った。

　コマチは、テレビで見るより実物の方が、ずっとかわいい。とか思ってしまった。

　でも、違う。

　ここにいるのは、本当の波佐間ユカだけど、波佐間ユカじゃない。

　だって、彼女は、もう、死んでしまって居るんだから。

　好きでも嫌いでもなかったテレビの中の波佐間ユカが死んだ。

　ここに居るのは、彼女の幽ゆう霊れい？

　だとしたら、

　──井いノの上うえコマチは、波佐間ユカの幽霊に取とり憑つかれたことになる。




　　　　♪




　朝。

　テレビのニュースは、どのチャンネルにしても、交通事故で死んでしまった波佐間ユカの話題で持ちきりだった。

「まだ、若いのに。もったいないわねえ」

　と、コマチの母親も彼女の死に心を痛めるひとりだった。

　しかしコマチは、そんな母親のつぶやきを、自分に向けられたモノじゃなくて、独ひとり言ごとだということにした。

「……行ってきます」

　コマチは朝食もそこそこに、いつもより早く家を出た。

　波は佐ざ間まユカの話題には触れたくない。

　触れられたくない。

　なのに、学校についても、クラス中。いや、学校中が、波佐間ユカの事故死で盛り上がっていた。

「…………カンベンしてよ……」

　誰だれとも会話しないように教室に入ると、あいさつもせずコマチは、すばやく自分の席に着いた。

　そして、「フーッ」とわざとらしいため息をつきながら、机つくえにうつぶせになる。

　もし、誰かが話しかけてきたら（もちろんこのときの話題は、波佐間ユカについてだ）、

「ねぇねぇ、きのうの──」

「…………」

「あれ？　井いノの上うえさん、どうかした？」

「……今日きようちょっと……体たい調ちようが悪くて……」

「大丈夫？」

「うん。気分が悪いだけだから……」

「そう？　つらくなったら、言ってね！　じゃっ！」

　と気をつかわれ、それによって話もふられない。

　──という見事な作戦だ。

　しかも、この作戦は、うまくいった。

　大成功だった。

　我われながら、あっぱれだ。

　実際、寝不足で、本当にちょっと気分は悪かった。

　うつぶせでも耳は塞ふさいでなかったから、周囲の話は嫌いやでも聞こえてきてしまったが、コマチが波佐間ユカの話題に加わることは避けられた。

　そして、コマチは、精神的にどっぷりと疲れ果てながらも、なんとか一日をだましだましやりすごして、帰路についた。

「──し、死んだ……」

「それってアタシのこと？」

「あっ……ちがっ！　そういう意味じゃなくて、なんてゆうか、精神的にがっそり疲れちゃったから、その状態を仮に言い表して……」

「なに必死んなってんの。ははははっ」

　彼女が笑う。

　コマチが今話しているのは、昨日きのう、事故に巻き込まれて死んでしまったはずの、波は佐ざ間まユカ──の幽ゆう霊れいだ。

　どういうワケか、息を引き取った場所から、何百キロも離はなれた縁えんもゆかりもないようなコマチのところに現れた。

　コマチ以外には、誰だれにも視えない透明な姿で。

　彼女のせいで、昨日の夜はほとんど眠れなかった。うとうとしはじめても、

「アタシは、眠くない。死んでるからかな」

　という波佐間ユカの幽霊に、ずっと話しかけられて、ちゃんと睡眠がとれなかった。

　夜よ更ふかしのおかげで、自分が今どんな状況に置かれているのか、ちょっとは理解できたけど。

　歳としがおなじで、誕たん生じよう日びがおなじで、もちろん星座も干え支ともおなじで、血液型もおなじ。

　ちょっとした占うらないなら、完かん璧ぺきにおんなじ運勢が出てくる。

「だから、これも〝運命〟だと思わない？」

　そう、彼女は──ユカは言った。

「アタシは、死んで、コマチと出で逢あった。死ななきゃ、きっと逢うことなんてなかった」

　たしかに、そう、かもしれない。

　真っ白い女の子の言葉を借りるなら、たまたま誕生日がおなじだったりするコマチとユカの波長が合って、彼女はやってきた。

　そのとき、テレビで波佐間ユカが死んだというニュースを見ながら、彼女のことを考えていたコマチのもとに。

　そして、そのまま、取とり憑つかれてしまったんだけれども。

　そんなこと誰にも話せない。話してもどうせ信じてもらえない。

　ユカの姿が見えているのは、コマチだけだ。

　朝ごはんを食べているときも、となりの席で母親が、波佐間ユカの死を悲しんでいるときも、ユカ本人は、ずっと傍そばにいた。

　でも、誰も気付かない。

　父親も、弟も、クラスのみんなも。

　あんたたちが、今、話題にしているひとの幽霊が、ここにいるのに！

　こんなことなら、ちいさいころから幽霊とかオバケとか見ておけばよかった。

　そしたら、

「井いノの上うえコマチは霊感がものすっごく強いから、ここに波佐間ユカの幽霊がいるというのは本当かもしれないよっ！　アハハっ、きっとそうだよ！　わーっしょい！　わーっしょい！　わーっしょ……」

　なんてことになって。こうやって、クラスの輪わから離はなれて、ひとりとぼとぼとさみしく下校することもなかったかもしれない。

　いや、違った。

　微妙に、間違った。

　ひとりだが、ひとりじゃなかった。

「なに、落ち込んでんのよ」

　ユカがいた。

　コマチのとなりをふわふわと浮かんでいる。

　まったく、存在感バリバリだ。

　幽ゆう霊れいなのに。

　この十代のカリスマアイドルは！

「──落ち込んでは、ない」

　コマチは、ぽそりと言った。

「じゃあ、なんでそんな顔してんの」

「ちょっと、寝不足なだけだよ」

「寝不足？　それって、アタシのせい？」

「訊きかないでよ」

「はいはい。ごめんなさいごめんなさい。アタシのせいです。──でも、いいじゃん」

　ユカは、宙でくるりと向きを変えて、コマチの前に出てきた。

　コマチは歩みを止めず、彼女もそのままの距きよ離りを保たもちながら、ふわふわと浮かんでいる。

　下校している間、ずっと、彼女は笑え顔がおだ。

　というより。たぶん、逢あってからほとんどの時間ずっと。

「身体からだがなくなったら、心まで軽くなったみたい」

　ユカは、そんなことを言っていた。

「べつに、芸能界に疲れたとか、そういうワケじゃないよ。なんてゆうか、雰囲気？」

　そう言って、やはり、彼女は笑った。

　人間は、肉体と重力から解き放たれると、そんな表情ができるようになるんだろうか。

「なにも、よくないよ……。だって……」

　コマチは、目の前のユカに目を向ける。

「そう？　アタシは、楽しかったけどな。たくさんコマチと話せて」

「…………ぐわっ！　ハズっ！　やっぱ、ハズイわ！　がまんしようかと思ったけど、無理だって！　そんな科白せりふよく平気で言えるね」

「まあね、女じよ優ゆうさんもやってましたしー」

　にひひー、と彼女は、子供みたく顔をほころばせた。

「じゃあ、今のって演技？」

　コマチが訊きく。

「え？　違うよ。本心、本心。ほら、アタシらってもう──親友じゃん？」

「……ははは……。言ってなさい」

　呆あきれた。

　でも、悪い気分じゃなかった。

　変な話だけど。

　ユカは、テレビのひとで、自分とは関係ないひとだと思っていた。

　でも、今、目の前にいるユカは、自分たち同世代の女の子となんにも変わらない。

　くだらないことを言って、笑って、あのお菓子がおいしいとか、好きなバンドとかアーティストとか。

　ぜんぜん、〝ザ・芸能人〟という感じがしなくて、話しやすい。

　もしかすると、彼女が特別なのかもしれない。

　ものすごい自然体で、いつの間にかコマチまで彼女のことを『ユカ』と呼び捨てにしていた。

　自分でも気付かなかったくらいだ。

　なんにも変わらない。

　何ど処こにでもいるような、普通の女の子。

　コマチが、嫌いにはなれないけど、好きにもなれなかったひと。

　テレビの中のひと。

　ずっとずっと遠くのひと。

　なのに、こんな風ふうに話しているなんて。

　もし、彼女がまだ、生きていたなら、こんなことありえなかった。

　これが彼女の言う〝運命〟なら、なんて皮肉で、なんて残酷で、なんてひどい奇き蹟せきだろう。

　わたしなんか彼女と、たまたまおなじ歳としで、たまたま誕たん生じよう日びがおなじで、たまたま血液型がおなじで、ってゆうだけの、一般庶民だ。

　ユカは、遠い世界であんなにも輝かがやいていたのに、こうして、わたしなんかといる。

　運命っていったいなんだろう。

　なんなんだろう。

「──また、そんな顔してるし」

「え？」

　ユカの声に、コマチはハッと我われに返った。

　あわてて、前を見ると、ユカの姿がない。

「こっち」

　と、彼女は、コマチの左側をふわふわと浮かんでいた。

「眠い？」

「あ、いや、そんなんじゃなくて、ちょっと」

「ちょっと？」

「ううん。なんでもない……」

「いやいやいやいやいや。そこまで言われたら、逆に気になるわ。ゆーえーよー」

　ユカは、わがままを言う子供みたいに空くう宙ちゆうで、手足をばたばたさせた。

　これは、完かん璧ぺきに演技だ。

「ちょ、ちょっと、やめなさいよ！　みっともない」

　判わかっていてもコマチは、それをやめさせようとした。

　しかも忘れていたが、ユカはコマチにしか視みえてないのに。

「じゃあ、話して」

　にっこり笑え顔がおで迫るユカ。

　う……。

「──ユカのことだよ。あんたのこと考えてたの！　ったく、もう！　恥はずかしい！」

　自分で言ったが、コマチは瞬しゆん時じに耳まで真まっ赤かになってしまった。

「マジで？　うれしいこと言ってくれんじゃん。コマチちゃん。さすが親友っ」

　彼女は無邪気に笑う。

　本当にうれしそうに。

　テレビの中とおんなじ、でも、ちょっと違う彼女の笑顔。もしかしたら、わたしだけがそれを知っているのかもしれない。

　そう思うと、なんだか、コマチまでにやけてきてしまった。

　それと同時に、哀かなしくもあった。

　だって、ユカはもう、死んでしまっているんだから。

「ちょ、ちょっとなに？」

「へ？」

　コマチを見ながら、ユカがものすごく困った顔になった。

「あんた、なんつー顔してんのよ。笑ってるのか、泣きそうなのか、どっちよ？」

「あ、ご、ごめん！」

　コマチは、あわてて顔を腕で隠かくした。

　と──

「おいっ、井いノの上うえっ！　大丈夫か!?」

　ユカの声じゃない。

　男の子だ。この声は、

「あ、青あお山やま……」

　顔を覆おおった腕の隙すき間まから、ちょっとのぞき見をしてみた。

　コマチの目の前で、男の子の乗る自転車が止まった。

　クラスメイトの青あお山やまジュンだ。

　中一からおなじクラスで、コマチが唯ゆい一いつ親しくしている男子。

「誰だれ？　誰？」

　おっきな目をぱちぱちさせながら、ユカが訊きく。

「……青山」

　ぽそりと、もう一度、名前を呼ぶ。

「誰だよ、青山って！　あ、この子かっ」

　ユカが勝手に納なつ得とくする。

「どうした、井いノの上うえ……？」

　やっぱり、母親とおなじでジュンには、ユカのことが視みえてないらしい。

　あの波は佐ざ間まユカが目の前にいるのに、ジュンの視し線せんは、コマチに向いている。

　それもそうだ。ずっと今日きようは、ユカがコマチの傍そばにいたのに、誰も気付かなかった。

　仕方がないけど……。

「青山、なにしてんの、こんなとこで……？」

　コマチは、きょとんとしてジュンに訊たずねる。

　と、ジュンは、呆あきれたような顔になった。

「てか、それは、おまえだろーが。ぶつぶつ独り言いってたかと思ったら、ひとりでばたばたあばれはじめてさ」

「え……!?」

　そう言われてみると、そうだ。

　コマチは、普通にユカと会話したりしていたが、他人にはいっさいユカのことが視えない。

　傍はた目めから見ると、コマチは、ひとりで宙に向かって喋しやべりかけたり、そして、リアクションしている、ちょっとアレなひとだ。

「──ワーッ！」

「な、なんだよ、井ノ上!?」

　急に大声を出したコマチに、ジュンが驚おどろいて、自転車から落ちそうになる。

「あーっ、ご、ごめん！　青山！」

　反射的にコマチは謝あやまる。

　しかし。

　なんともこっぱずかしいぞ、これは。

　クリスマスがもうじきだというのに、ひとりさみしく帰る下校途と中ちゆう。

　話し相手は、空気。

　もしくは、想像のカタマリ。

　って、ゆうカンジじゃない？　わたし！

「──ギャーッ！」

「うおっ!?　どうした!?　おい、井いノの上うえ！　マジで大丈夫かよ！」

　またも、青あお山やまをビビらせてしまった。

「いや、ごめん。ちょっと……」

「ちょっと……？」

　ジュンが自転車を降りて、コマチに歩み寄ってくる。

「ちょ、だから、その、ちょっと……えっと、嫌いやな……嫌なこと思い出しちゃって!?」

「嫌なことあったのか？」

　ジュンが心配そうな表情になったので、コマチは、あわててごまかした。

「う、うん！　まあまあ！」

「まあまあ？　なんだよ、そりゃ。はははっ、その調ちよう子しなら大丈夫そうだな。よかった」

　ジュンがほっとしたように、微笑ほほえんだ。

「うん、そう。嫌なことっていっても、ちょっとだからちょっと」

「でもさ、おまえ今日きよう、学校で変だっただろ。だからさ、気になって追いかけてきたんだよ」

　たしかに、コマチは、体調が悪いフリをしていた。

　そして、独ひとり言ごともいっていた……。

　コマチは、ユカと話していたつもりだったが、他人から見れば、ものすごいイキオイの独り言だったでしょうよ。

　そりゃあ、変でしょうよ。

　ああ、ヘンだよ！

　ちらりと、横目で、うらめしい目で、ユカの方を見た。

　や、やろう！

　アタシ関係ない。みたいな顔してやがる！

　ふわふわと浮いてて、お気楽な！

　ちくしょーっ！

　このやり場のない怒りと哀かなしみはーっ！

　わーっ！

　ったく、もう、家に着いたら文句を言いまくってやる。

　ん、家？

　って、そういえば。

　ジュンの家は、コマチの家と逆方向だ。

　気にしてくれて、わざわざ追いかけてきた。って……。

　でも、仲がいいのはいいけど、そこまでしてもらえるような関係でもないような……。

　すると、

「それとさ、ほら、これ──」

　ジュンが肩にかけていたバッグの中から何かを取り出した。

「昨日きのう、貸すっていってたろ？　おまえ、すげー聴ききたがって、『持ってくるの忘れたら、グーで殴るぞ』っていってたクセに。とっとと帰って教室にいねーし」

「ご、ごめん。……そして、ありがと……」

　コマチは、ジュンから、このあたりのショップでは入手しづらかったインディーズバンドのＣＤを受け取る。

　うしろで、ユカから、

「貸してもらうのに、えらそーなこといって」

　とかなんとか突っ込まれたけど、無視しておいた。

「おう。じゃあ、渡したからな。グーで殴んのナシなっ！」

　言って、ジュンは自転車にまたがる。

「んじゃ、また、あしたな」

「うん。わざわざ、サンキュー」

「いいって、じゃあな！　あ。あと……」

「ん？」

「独り言、キモイぞ」

「──う、うるさいっ！」

　離はなれていくジュンの自転車に向かって、コマチは顔を真まっ赤かにしながら叫んだ。

　角を曲がって、自転車が視界から消えた。

　ハァ[image: ][image: ][image: ]っ……。

　と、コマチは深呼吸した。

「ちょー、ハズイじゃん。わたし……っ！」

「そりゃ、独り言ずっといってたら、キモイわ」

　ユカが人ごとのように言う。

「誰だれのせいだ！　だ・れ・の！」

「あー、ほら、また、独ひとり言ごと」

　ユカは、悪びれた様よう子すもない。

「ちょっ！　こ、これは、ユカが……っ、あーもーっ！　ややこしい！　いい！　帰る！」

　これ以上、道ばたでユカと話していたら、いろんなひとに、ちょっとアレなひとだと思われてしまいかねない。

　コマチは、すたすたといつもの三倍の速さで歩き出した。

　そのあとを宙に浮いたままのユカが、ゆうゆうとついてくる。

「あのさー」

　ユカが話しかけてきた。

「なに？」

　かなりのスピードで歩いているため、ちょっと息がくるしい。

「アタシ、死んだのに今もここにいるのって、未練があるからなんだよね」

「らしいね」

「でもさー。未練ていっても、ホントは、なんにも思い付かなかったんだ」

「は？　じゃあ、なんで、ここにいるの？」

　コマチは、歩く速度を落として、彼女に視し線せんを向けた。

　その横をスーッと、ユカが抜けていく。

「でしょ？　いや、アタシもそう思ってたワケ。未練とか心残りとか、って別になかったんだけどさー。ずっと仕事やってきて、ほら、アタシって何やっても人並み以上にできるっしょ？」

　って、そんなこと訊きかれてもー……。

「でも、逆にコレだってゆうのもなかったんだ。演技も歌もバラエティーもさ、たのしかったけどね。ほんと、毎日が、なんかよく判わかんないけど、充実してて、満足してて、心のどっかで、『これならべつにいつ死んでもいいかな』って考えたりしたこともあって……」

「ユカ……？」

「あ、ちょっと、コマチ。そんな困った顔しないでよ。死んでもいいかなとは思ったけど、死にたかったワケじゃないからね？　芸能活動にも満足してたし、生きられるんなら、百まで生きたかったっつーの。でもさ。もう、どうしようもないじゃん。死んじゃったんだし」

　そんなことをユカは、あっけらかんと言った。

　コマチは、足を止めた。

「──コマチ？」

「なんで。なんで、そんな前向きでいられるの……？」

「なんでって、あんた……そりゃ、まあ、死んでるからじゃん？」

「え？」

「バカは死なないと治らないってゆうでしょ？」

「ゆ、ゆうけど……!?　それとこれとは……」

「いっしょいっしょ、だいたいおんなじだって。死んでみて、はじめて判わかることもあるんだよ。みんながみんなってワケじゃないだろうけど。判った分だけ、アタシはしあわせだったと思うよ。もう、芸能人アイドルじゃなくなっちゃったけどね」

　そう言って、彼女は苦にが笑わらいを浮かべた。

「そんな……」

　──そんな、しあわせなんかあるワケない。

　だって、死んでしまったんだ。

　あんなにも輝かがやいて、眩まぶしくて、それがうらやましくって、ちょっとだけ、ねたましくて、だから、嫌いじゃないけど、好きにもなれなかった波は佐ざ間まユカは。

　だったら、今、コマチの目の前にいるユカは、なんなんだろう。

　あの波佐間ユカのなんなんだろう。

「──アタシは、アタシだよ」

　ユカが言った。

「……え？」

「なに、間抜けヅラしてんの。アタシはアタシだって。生きてても死んでても、波佐間ユカ。それは変わんないよ」

　そう言って、彼女は綺き麗れいに笑った。

　とても、綺麗に笑った。

　コマチは、ぐっと胸が苦しくなるのを感じた。

　でも、泣いちゃいけないと思った。

　哀かなしいのは、わたしじゃなくて、本当は、ユカなのに。

　彼女は、笑え顔がおだ。

　それが、彼女の強さの理由なのかもしれない。

　テレビの中で見ていた波佐間ユカが輝いていた。

　彼女が持つ魅み力りよく。

　誰だれもが、惹ひかれるワケだ。

　やっぱ、すごいよ。

　波佐間ユカは。

「ところでさ」

　ユカが、訊きいてきた。

　ふわふわと浮かんで、先を進みはじめる。

「ん？　なに？」

　言いながら、コマチも歩き出した。

「さっきの男の子って……」

「男の子？　あー、青あお山やま？」

「下の名前は？」

「ジュン。だけど？」

「へえ……」

　ユカは、ふむふむと腕組みでうなる。

「さっきさ、未練とか心残りっていってたっしょ」

「ああ、いってたね」

「それ、なんか判わかったわ」

「えっ、なに？」

「初恋」

「……へ？」

「アタシ、初恋まだだったんだよね」

「…………はあ？」

「だから、コマチ、協力してよ」

「なにに？」

「アタシの恋の行方ゆくえに」

「………………──はあ[image: ][image: ]？」




　こうして、コマチは、死んでしまったはずの波は佐ざ間まユカの初恋の手伝いをすることになった。

　そして、コマチ自身の恋の行方も、その向こうだった。




　　　　♪




「ちょっと、いいかなって思って。なんか、かわいいじゃん、あのコ」

　おない歳どしの男の子、青あお山やまジュンに対しての波佐間ユカの感想がそれだった。

　彼女的に『アリかナシかでいうとアリ』らしい。

　つまり、十代のカリスマなんて言われていたアイドル──波佐間ユカは、初恋の相手に、歳とし上うえのイケメン俳はい優ゆうでもなく、女の子の視し線せんを釘くぎ付づけにするような男性アイドルでもなく、そこらへんの一般人、青山ジュン少年を選えらんだ。

　マジでか。

　芸能人なのに。

　今まで恋をしたことがないということの方が、びっくりだ。

　仕事で、たくさん、素す敵てきなひとたちに逢あっただろうに。

　でも、逆にか。

　仕事ばかりで、それどころじゃなかったとか。

　やっぱり、波佐間ユカは、波佐間ユカだ。

　わたしとおなじじゃない。

　おんなじじゃない。

　綺き麗れいで美人でかわいくてあかるくて、よく笑う子。

　こんな女の子がそこらへんにいたら、誰だれもが振り返ってしまうだろう。

　なのに、なんでだろう。

　なんで、死んでしまったんだ。

　波は佐ざ間まユカは。

　傍そばにいても、誰も気付かないなんて。







　翌日。

　登校したコマチは、すぐに教室を出た。

　ユカと話していると、他ひ人とには、ものすごい独ひとり言ごとプレイに見えるからだ。

　ユカには、「携帯電話ケータイで誰かと話している風ふうにすれば？」と言われたが、コマチは却下した。

　最近は、生徒たちの安全面なども考こう慮りよして、ケータイは教師たちに黙もく認にんされているが、一応、コマチの学校は有名私大の付ふ属ぞく校こう。

　校則には、勉強に関係ないモノの持ち込み禁止的なことが明記されている。

　さすがに校内で堂々と、ケータイに向かってずっと話しているのは、マズイ。

　だから、コマチは、わざわざ人ひと気けのない校舎裏にきていた。この寒空の下……。

　もちろん、傍そばには、ふわふわと宙に浮いているユカがいる。寒さは感じてないらしい。

「だから、協力してよねー」

　ユカが言う。

「それは判わかったんだけどさー。どうすんの？」

　コマチは訊きく。

　そりゃそうだろう。

　友達の恋愛には、微力ながら、相そう談だんに乗ったりできる限りの協力はしたいが、なにしろ、ユカは、もう、死んでしまっているんだ。

「いや、だから、それをいっしょに考えてってゆう。じゃないと、天国行けないし、てか、祟たたるよ？　祟っちゃうよ？　孫まごの代までだぞ？」

　ユカとコマチは、昨日きのうからそんなやりとりをもう何回も繰くり返していた。

　でも、成果はない。

　ユカもコマチも死んでしまったあとの恋愛なんて、はじめてだ。

「じゃあさー。とりあえず、ジュンを校舎裏に呼び出して、コマチがアタシのかわりに、『あのさ、波佐間さんが、青あお山やまきゅんのこと気になってるんだって。きゃはっ♡』とか、ゆってきて」

　簡かん単たんにユカが言った。

「ちょっと待ってよっ！　なんで、わたしが言いに行くの!?　しかも、『青あお山やまきゅん』てなによ、きゅんて。キモチわるぃー」

　コマチは、げんなりした顔で、地面にしゃがみ込んだ。

「いいじゃん。ゆってきてよー。アタシじゃ、伝えられないんだもん。コマチしか、アタシのこと視みえないし。自分で伝えられたら、伝えるっつーの」

　ユカは、ちょっと逆ギレした。

　でも、そう言われると、何も返せなくなる。

　ふと忘れてしまいそうになる瞬しゆん間かんがあるが、ユカは死んでしまっている。

　それはとても哀かなしい事実で、コマチは思い出すたびに、胸が苦しくなる。

　だけど。

　どうしろってゆうんだ。

　幽ゆう霊れいの初恋を成じよう就じゆさせる方法なんて……あるんだろうか……。

　やっぱり、学校ではこんなこと教えてくれない。あれだけ、やれ宿題だ、やれテストだ。とかゆうくせに。

　肝かん心じんなことは、まるで役に立たない。

　このまま、オトナになって、なんになるんだ。

「……ははは……思春期みたいなこと思っちゃった……。盗んだバイクで走り出さなきゃ……」

「ちょっと、なに、ひとりでぶつぶつ言ってんの？　気味悪いよ？」

　ユカがコマチの顔をのぞき込む。

　あんたのせいだっつーの。

　コマチもユカの方に向いた。

「けどさー。もし、仮にだよ？」

「うん」

「わたしが、青山に、『ユカがあんたのこと気になってる』って伝えたとするでしょ」

「うんうん」

「で、どうすんの、ユカは。どうしたいの？」

「え？　どうもしないけど？」

「おいっ。わたしは、言い損か」

「いやいやいやいやいや。損してないしてない」

　ユカは、大おお袈げ裟さに首を振った。

「アタシは、気持ちを伝えられればいいから」

「それだけでいいの？　それで未練はなくなっちゃうの？　それで天国に逝いけるの？」

「そう」

　ユカは素直に、こくりとうなずいた。

　コマチは、なんだか、がっくりと力が抜けてしまった。

「それじゃ、意味なくない？　だって、ユカが青あお山やまを好きだとしても、それってたぶん伝わらないよ？」

「なんでー？　コマチが代わりに言ってくれんじゃないの？」

「いや。だから、言っても伝わんないって。ユカのことが視みえてるの、わたしだけなんだよ？それをどうやって説明するの？」

「……あー……なるほどねー」

「ねー。じゃなくて……はぁー……ほんと……」

　よりいっそう、がっくりとうなだれるコマチ。

　性格診断でよく、Ｏ型のひとはとか、何月何日生まれのひとは、何座のひとは、とかいう。

　ユカとコマチは誕たん生じよう年ねん月がつ日ぴ星座血液型全部おんなじだ。

　ふたりは、おなじような性格──じゃない。

　ふたりは、ぜんぜん違う。

　おなじ大おお雑ざつ把ぱだったとしても、ユカは、前のめり。

　よく判わからないけど、まあいいや。よし、それやってみよう。

　──というかんじ。

　一方、コマチは、うしろ向き。

　よく判らないから、まあいいや。よし、やめておこう。

　──というかんじ。

　どっちもどっちだとは思うが、コマチは、ユカのことがうらやましくなった。

　いいな。

　あんな風ふうに、自分に自信があって、はっきり言うことができたら。

　あこがれと嫉しつ妬と。

　コマチの中で、ぐるぐるとめぐる。

　しかし、ユカはそんなのもおかまいなしだ。

「なんか、うまくこう、なんないかなー。たとえば、マンガみたくさ。アタシがコマチの中に入って、身体からだを借りるとか」

　そんな絵空事をユカは真ま面じ目めな顔で言う。

　ひょうひょうとしているけど、いつだって真剣で、全力なんだ。

　だから、テレビの向こう側で成功していたんだろうけれど。もう……。

「無理に決まってるでしょ。だいいち、どうやってわたしの身体に入るの」







　───リン。







「できるけど？」

「ど、どわーっ！」

　驚おどろいた。

　いきなりそこに、あの死しに神がみの真っ白い女の子、モモが現れた。

「ちょっと！　脅おどかさないでよ！」

「あら、ごめんなさい」

　コマチが怒るがしかし、モモに悪びれた様よう子すはない。

　この子も、ユカとはバージョン違いの、マイペースだ。

「他人の身体からだの中に入りたいんだよね？」

　モモが、ユカに訊きいた。

「うん！　できるの!?」

　ユカの顔が、ぱあっと明るくなる。

　一方で、コマチは嫌いやな予感でバリヤバだった。

「たぶんね」

　モモはうなずく。

「ちょっと待ってモモ！」

　黒猫のダニエルだ。

　モモの傍かたわらに不ふ機き嫌げんそうにいたが、このときは、すかさず制止に入った。

　が、

「もがもがもがもがもがもがもがもが……っ！」

　あっさりモモに抱きかかえられた。

　というか、捕まって羽は交がい締じめにあっている。

　なんか、不ふ憫びんだなー。

　コマチは、ユカと自分の関係に重ねてしまい、黒猫のことを人ごととは思えなかった。

　そんななかで、ユカとモモの会話は続く。

「あなたとコマチちゃんの波長は、ほかの誰だれよりも合ってる。それを利用すればいいの」

　モモがユカとコマチを交互に見やる。

「どうやるの？」

　もう、ユカの目がきらきらしている。

　そして、もう、止められない気がした。

「うーん。じゃあ、あなたは、コマチちゃんのことを想おもってみて。そして、コマチちゃんは、ユカのことを想って」

「わたしも……？」

　やっぱり、止められないかも。

「協力するっていったじゃん」

　ユカが何な故ぜかうるうるしたせつなげな綺き麗れいな瞳ひとみで、コマチのことを見つめる。

　うっ……。

「協力するとは……言ってな………………………」

　さらに、うるうるする。

「…………………はい…………判わかりました……」

「よしっ！　じゃあ、続き！」

　ユカの態度が一変する。

　今の、演技かよ……。

「んじゃ、あらためて。ユカはコマチちゃんを、コマチちゃんはユカを想って」

　モモが言う。

　よく透すんだ綺麗な声だ。

　オトナびているのに、子供みたいな不ふ思し議ぎな声。

　透き通って、心のはじっこをなぞるみたいに、くすぐったく響ひびいてくる。

　なんだか、ちょっとだけ素直になれる気がした。

　想おもってみよう。

　ユカのこと。

　綺麗で、かわいくて、睫まつ毛げの長い彼女のこと。

　こころの扉とびらをそっと開いてみよう。

　いいよ。

　ノックはいらないよ。

　はいっておいで。

　さあ、ユカ。

　ようこそ。

　わたしへ。

　なんにもないけどさ。




　　　　♪




　意い識しきがはっきりとしない。

　ぼんやりだ。

　夢の中にいるみたいに。

　自分の身体からだじゃないみたいに。

　──……おぅ！

　自分が勝手に、動いてる!!

「はい！　こっち！」

　コマチが声を上げた。

　クラスは、体育の真っ最中。

　女子は、バスケットボールをやっていて、コマチもコートの中を走はしり廻まわっていた。

　コマチのチームの子が、パスを廻してきた。

　すぐにコマチのところにディフェンスがやってきたが、

「ふふふー、そんなんじゃ、アタシを止められないぞっ！」

　マンガみたいな科白せりふで、コマチは、ディフェンスをドリブルでかわすと、ゴール近くまで一いつ直ちよく線せん。

「アチョ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　と、変なかけ声でジャンプシュートした。




　ぱさっ。




　美しい放物線を描いて、ボールがゴールリングに吸い込まれた。

「よっしゃーっ！」

　大おお袈げ裟さによろこんで、ガッツポーズする。

「コマチすごーい！」

　と、チームメイトもきゃっきゃきゃっきゃと駆かけ寄ってくる。

　しかし、




　──……ぬわんじゃこりゃぁ！




　心の中の、コマチは叫んでいた。

　何な故ぜかと言えば、




　──わたしが、バスケ上う手まいワケない!!




　むしろ、球技全般ダメだ！

　体育の授業でやりそうな、バスケにバレーに卓球にバドミントンにソフトボールにその他もろもろ！

　それなのに、今のコマチは、ドリブルもシュートも簡かん単たんにこなす。

　自分が自分じゃないみたいに。

　ああ……。

　そうだ。そうだった。

　今、コマチは、コマチであって、コマチじゃない。

　見た目は、コマチ。

　でも、中身は、

　──波は佐ざ間まユカだった。

　あの真っ白い女の子、モモの言う通りにした。コマチはユカを想おもい、ユカはコマチを想った。

　すると、気持ちという波長が同どう調ちようし、コマチの中にユカが入ってきた。

　が、

　そこから記き憶おくがない。朝の校舎裏から、四限の体育まで、ほとんど憶おぼえてない。

　朝起きて、その直前まで見ていた夢を思い出そうとしても思い出せないのとよく似ている。

　ということは。

　その間、ずっと、ユカがコマチの身体からだを支配していたことになる。

　もともとユカは、芸能界で成功し、場ば数かずもふんで精神力が強い。そのせいで、コマチの意い識しきは、自分の身体なのに、何ど処こかの隅っこの方に追いやられていたらしい。

　──ちょっと、ユカ!?

　コマチは、呼びかける。

「あ、起きた？」

　独り言のように、コマチは、いや、コマチになっているユカがつぶやいた。

　──起きた？　じゃないよ。

　どうなってんの今!?

「どうもこうも……体育中っ！　アチョーっ！」

　──いやぁぁっ！

　やめてぇぇぇっ！

　わたしの身体で、そんな変なかけ声出さないで！

「よっし！　決まった！」

　ユカは、コート脇わきにいる他ほかのクラスメイトに向かって、ガッツポーズしてみせた。

　ただ、それだけなのに、クラスメイトがわきあがった。

　──ふぇっ？

　ど、どうしたの？

　みんな!?

　かなり盛り上がっている。

　さらに、体たい育いく館かんの反対側で、バレーをやっているはずの男子も手を止めて、女子のバスケに見み入いっていた。

　いったい、何が起こっているんだろう。

　周囲の様よう子すをもっと見たいが、身体からだをユカに支配されている。視界もまともに確かく保ほできない。ユカが見ている映像を観みているしかなかった。

　──うわ。相手、バスケ部の子たちばっかじゃん！

「だから、みんな、盛り上がってんの！　ま、アタシだしね！」

　また独り言でいうと、ユカは、相手チームの女の子がもたついている間に、ボールを奪う。

　そして、そのまま、ゴールへ。

「アチョ────っ！」

　また、変なかけ声。

　また、シュートが決まった。

　スコアは、逆転だ。

　接戦だから、みんな盛り上がっていたのか。

　相手はバスケ部の子たちがいる。ユカたちのチームは、コマチのイメージでは、あまり運動ができる子たちじゃない。

　それを、ユカが引っ張っていっている。

「井いノの上うえさん、すごーい！」

「いやいやいやいや、みんなのおかげだって。よーし、もうちょい。がんばろーっ！」

　そんなに親しくないクラスメイトと、抱き合って喜ぶ。

　となりで男子たちが何かを言っている。

　コマチの耳には届いてこなかったが、

「なんか、今日きようの井ノ上。ちがくねー？」

「あ、マジ、おれもそれ思ってた」

「だろ。朝さー、あいさつされただけなのによー、ドキっとしちゃってさー」

「おれもおれも！」

「なー。なんか、かわいい……よな……」

「ああ……、かわいい……よな……」

　ということらしい。




　──なんだろう。




　変な感じ。




　　　　♪




　次から次へと、いろんなひとがコマチに話しかけてきた。

　正せい確かくには、コマチになっているユカにだが。

　小学生のとき遊ぶ時間を削って必死になって勉強した。それで、やっと入学したこの学校。

　中学三年間。こんなにクラスメイトから話しかけられたことは、あっただろうか。

　いや、ない。

　──……なんだ、この反語め。

「なに、むくれてんの？」

　コマチになっているユカが、言った。

　──べつに、むくれてないけど……。

「アタシ今、コマチになってるから、考えてることとか、なんとなく伝わってくるんだよ」

　──なんでもないって。

「そうかなー」

　下校時刻になってもしばらく、クラスの男子たちと喋しやべっていたユカだったが、コマチの不ふ機き嫌げんな様よう子すを感じて、ようやく教室を出た。

　今は、ひとりだ。

「あれでしょ。気に入らないんでしょ？」

　なにが？

「アタシが、たった一日で、クラスの注目を一身に浴びてたから」

　違うよ……。

　そういうんじゃない。

「違わないっしょ。しょうがないじゃん。アタシなんだし」

　自信満々だ。

　けど、周囲から見たら、わたしだ。

「そりゃそうだわ。コマチはコマチだもん」

　だけど、みんなは、わたしを……見てなかった。わたしを通して、ユカを見てた。

　気持ちが同どう調ちようしているユカには、コマチのおっきなため息が伝わってきた。

　生徒玄関でユカは、靴を履はきかえる。

　ユカが、脱いだ靴を下げ駄た箱ばこに放り込んだ。

「ほらほら。そんな顔しないでさ。考えようによっては、アレじゃん？」

　アレって……？

「外見はコマチなワケだから、コマチもクラスの人気者になれるってこと」

　──ハァー……。

「なに、その『あきれた』みたいなのは」

　わたしは、人気者になりたくないし。

「いいじゃん。人気者。今日きようみたく、みんなちやほやしてくれるよ？　男子だってみんな、もうなんか、変な気分になってたよ、きっと」

　なにいってんの！

　ばかじゃない!?

「はいはい。どーせバカですよ。体育しか授業についていけなかったもん。コマチ、よくあんな難むずかしい授業判わかるね」

　それはまあ、それなりには勉強してるし……。

　あ……っ。

　ユカが校舎の外に歩き出た。

　同どう調ちようしているコマチにも、肌を刺す風の冷たさが伝わってきた。

　でも、ぼんやりだ。

　感覚のほとんどを、ユカが支配している。

　自分の身体からだなのに……。

　それがなんだか哀かなしかった。

「──ったくさー。判った判ったから。そんなヘコまないでよ。出る。今、身体、出るから。その代わり、あのコにアタシの気持ち伝えておいてよねッ」

　──え？

　すると、途と端たんに、コマチに全身の感覚が戻ってきた。

　身体中にかかる重力に、

「ちょっ、わっ！」

　驚おどろいて、へたり込んでしまう。

「急に……」

「──おいっ！　井いノの上うえっ！」

　声がして、誰だれかが身体に触れた。

「どうしたっ、井ノ上？」

　ジュンだった。

　何時間ぶりかの感覚に戸と惑まどって、うまく動けなかったコマチの身体を支えてくれている。

　ふらふらと立ち上がるコマチをジュンが助けてくれた。

　そういえば、ジュンて、こういうやつだ。

　お節せつ介かい焼きで、ちょこちょこ人のことを手伝ったり、助けている。

　もちろん、コマチも。

　持つべきものは、友達だ。と思った。

「あ、うん。大丈夫。ちょっと、……立ちくらみ……しただけだから……」

「大丈夫じゃねーだろ、井いノの上うえ」

　ジュンが言う。

「大丈夫だって、ほら、もう！」

　としかし、わざと笑え顔がおになってコマチは、その場でぴょんぴょんと跳はねて見せた。

　けど、

「──あれ？」

　うまく力が入らなくて、膝ひざががくがくする。

　コマチは、気付いてなかったが、それはユカと体育のせいだった。

　万年帰宅部レギュラーのコマチは、ほとんど運動をしない。

　それなのに、運動神経抜群のユカに身体からだを乗っ取られていたせいで、普ふ段だん以上の動きをコマチ的に長時間（←コマチの総運動時間の割合から換算された）求められて、身体が悲鳴を上げた。

　あしたはきっと、全身筋肉痛。

「くわ……っ！」

「って、おいっ！」

　また、座りこんでしまいそうになるコマチを、ジュンが受け止めた。

「あ、ちょっと、青あお山やまっ！　ハズイから離はなして」

「あ、ごめん」

　生徒玄関で、ほかの生徒の目がある。

　ただでさえ今日きようは、ユカのせいで目立ってしまったっていうのに。

「じゃあ、オマエ、ここで待ってろ」

　ジュンが言った。

「はい？　なんで？」

　コマチがきょとんとして訊きき返した。

「今、自転車チヤリとってくるから、うしろ乗ってけ」

「いっ!?　いいよ、べつに。歩いて帰れるから」

「なに言ってんだよ。そんな、ふらついてるくせに」

「で、でも──」

「乗ってけばいいじゃん」

　ユカの声がした。

「でも、でも……」

　しかし、その間に、ジュンが駐ちゆう輪りん場じように向かって走っていった。

「ちょっと、青山……っ！」

　もう、声は届かない位置だ。

「ちょうどいいし」

「へ？」

　コマチの身体からだを抜けたユカが、すうっととなりに顔をのぞかせた。

「送っていってもらうついでに、アタシの気持ち伝えといて」

「なに言って、だから、それは──」

「いいから！　身体から出てあげたんだから、それくらいしてよねっ！」

　そんな、むちゃくちゃな。

「それに、ふたりきりになれるチャンスじゃん。チャンスチャンス！」

　何な故ぜか、ユカが楽しそうだった。

　コマチはぜんぜん、楽しくなかった。




　　　　♪




　風が冷たい。

　すこし赤くて熱ねつを帯びた頰ほおに、気持ちがいいくらいだった。

　サーッ。

　自転車のタイヤが、地面を蹴ける音が耳に心ここ地ちいい。

　ジュンが、

「しっかりつかまってろ」

　と言うから、コマチは落ちないようジュンの背中に身体をよせて、彼の制服をつかんだ。

　ジュンの自転車に乗せてもらって、校門を出るまでに、クラスメイトに見られたような気がした。

　気にしすぎかもしれないけど。

　仲がいいほうだとはいってもさすがに、ふたり乗りは、たいがい恥はずかしい。

　それに、なんだか、ユカに気き兼がねしてしまう。

　たしかに、「乗れ」となかば命令したのは、ユカ本人だけど。

　ジュンの自転車のうしろに乗っているのは、コマチだ。

　コマチのフリをしているユカじゃなくて、コマチ自身。

　なんで、こういうときこそ、ユカがコマチの中に入っていればいいのにと思う。

　そしたら、こんな恥ずかしい気持ちにもならなくてすむ。

　けど、もし、ユカがわたしの中に入っていたとして──

　ジュンに気持ちを伝えたら、どうなるんだろう。

　結果的に、コマチの気持ちという風ふうになるんじゃないだろうか。

　──そ、それは困る。

　正直言って。

　コマチは、ジュンのことをそういう目で見たことがない。

　仲はいい。しかし逆に、ジュンを異性として意い識しきできなかった。

　漫まん画がやゲームやＣＤを貸し借りする。

　宿題を忘れたときには、写させてくれたりする。逆もある。

　今日きようみたいに、ひとのことを心配してくれる。

　ジュンは、いいやつだ。

　けど……。

　いいひとすぎて、異性を感じなくなってしまった……。

　最初のうちは、ジュンとのことを冷やかすように言ってた友達も、コマチにはっきりと〝その気〟がないことが判わかると、何も言わなくなった。

　あー、早く家に着かないかな……。

　と、

「井いノの上うえさ。やっぱ、おまえ、こないだからヘンだぞ」

　ぎこぎことなるペダルの音の合間に、ジュンの声がした。

「独り言は多いし、ときどき、誰だれもいないとこじっと見てるしさ。今日なんか、みんなとめちゃくちゃ仲良くしてるし、体育もなんかすごかったし……かと思ったら、フラフラしてるし」

　ジュンの言うことは、もっともだった。

　誰だって、昨日きのうまで地味で目立たない存在だったやつが、急に目立ったら気にするだろう。

　なのに、みんな、コマチを飛び越して──ユカに惹ひかれていた。

　でも、ジュンだけが気付いていた。

「さすが、持つべきモノは、友達……」

「えっ？　なに、聞こえないんだけど」

　風に吹ふかれて消えたコマチの言葉をジュンが聞き返す。

「ううん！　なんでもない！」

　……ユカは、

　今のこと、どう想おもったろうか。

　さっきから、姿も視みえないし、声も聞こえない。

　たぶん、わたしが、ちゃんと青あお山やまに、ユカの気持ちを伝えるかどうか試ためしているんだ。

　言うよ。

　ゆうゆう。

　ゆえばいいんでしょ。

「──あのさっ、青山……っ」

「んー？」

　ゆっくりとペダルを漕こぎながら、少しだけ、ジュンが振り返った。

「もしも、もしもだよ？　今、ここに、ものすごく美人で、かわいくて、スタイルもよくて、性格は自じ己こちゅ……じゃなくて、明るくて、しっかりと自分を持ってる魅み力りよく的てきな女の子がいたとするじゃない」

「いねえけどな」

「だからっ！　もしもだって！」

「あー。もしもな、もしも……」

「で、もし……その美人でかわいい芸能人アイドル…みたいな女の子がだよ……？」

　うわーっ。

　なんか、き、緊きん張ちようする！

　他人の気持ちを伝えるのに、なんでわたしがこんな、どきどきしなきゃなんないんだ。

　でも、言わないと、あとで、ユカになんてイジられるか。

「その子がなんだよ？」

　ジュンが訊きく。

「えっと、その子がさ…………青あお山やまのこと、好きだって言ったらどうする!?」

「……ハァ？」

　あきれたような声が風に乗って聞こえてくる。

「だ、だから、もしもの話だって！　うん！」

「もしもなぁ……」

「どう？　どうなの？」

「うーん……」

　ドキドキする。

　なんで、胸が詰まるんだろ。

　息苦しいや。

　早くしてよ。

　すると、ジュンが言った。

「──困る……かな」

「こ、困る!?」

　ちょっと、予想しなかった答えが返ってきてしまった。

「困るって、なんで!?」

「おぃ！　ゆ、揺ゆらすな！」

　思わず、コマチが自転車から立ち上がろうとしてしまい、ジュンがバランスを失った。

　ハンドルを左右に動かし、なんとか体勢を立て直す。

「ごっ！　ごめん！」

「なんだよ、おまえは……。やっぱ、ヘンだ」

　あきれた風ふうにジュンが言う。

　自転車を漕こぐ音が静かに聞こえてくる。

「ごめん……」

　コマチは、見えないのにぺこりと頭をさげた。

　こつん。

　と、おでこがジュンの背中にぶつかった。

「なんで、困るの？」

　深呼吸してから、もう一度、コマチは訊きいた。

　まだ、ドキドキがおさまらない。

「そりゃ、困るよ」

「なんで？　だって、ものすごく美人でかわいくて、芸能人アイドルだよ!?」

「べつに誰だれだっておんなじだよ。困るもんは、困るんだよ」

　ジュンの声のトーンが変わった。

　しかし、それに気付かず、コマチはなおも詰め寄る。

「困らないでしょ！　芸能人だよ!?　トップアイドルだよ!?　スタイルいいし、睫まつ毛げも長いし、わたしと比べたら──」
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「なんで、比べるんだよ」

「え？」

　ジュンの雰囲気が違う。

　あれ……？

　怒って……る？

　どうして？

　ゆっくりと自転車が止まる。

　あ……。

　うちの前だ……。

「…………ありがと……」

　ちいさく言って、コマチは自転車から降りた。

　しかし、その手をジュンがつかんだ。

「な、なに？」

　やっとジュンの顔が見られた。

　やっぱ、怒ってた。

「おまえ、そうとう鈍にぶいよな」

　ジュンが真まっ直すぐに、コマチを見る。

　今まで見たことのなかった、とても、真剣な目で。

「誰だれかに好きだって言われても、オレは困るんだよ。どんなに、綺き麗れいでもかわいくても」

「なんで……どうして……」

　訊きいた。

　と、ジュンはおっきく息をついて、頭を左右に何度か振った。

　そして、再び、コマチを見る。

　見つめる。

「オレが、井いノの上うえのこと──好きだからだよ！」

「は………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、はぁ!?　──エエッ!?」

「びっくりすんなよ！　おまえ、マジでぜんぜん気付いてなかったのか!?」

　ぶったまげて目を見開いたまま、コマチは、ぶんぶんとうなずいた。

　ジュンの顔が、真まっ赤かになっている。

　本気なんだ。

　冗じよう談だんなんかじゃない。

　ジュンは、コマチのことがずっと好きだった。

「ったく。オレ、結構、アピールしてたんだけどな……」

　がっくりと肩を落とす。

　同時に、コマチをつかんでいた手が離はなれた。

「……ごめんっ……き、気付かなかった……」

「あやまんなよ……。せつなくなるから」

「ごめ……あ……っ」

　こんなときなんていったらいいんだ。

　いまだかつて、友人の相そう談だんに乗ったりはしていて、こういう告白的なことは話には聞いていたけど……。

　でも、話に聞いていただけで、哀かなしいかなコマチは、これまで告コクったことも、もちろん、告コクられたこともなかった。

　しかも、まさか、ジュンに。

「てゆうことだから……。じゃ…じゃあ、オレ帰るわ……」

　ジュンが顔を上げて、自転車にまたがる。

　まだ、ジュンの顔が赤い。

　コマチも真まっ赤かになっている。

　お互いに、目め線せんを合わせられなくなってる。

「あ、青あお山やまっ！」

「ん？」

　照れながら、ジュンがコマチの方を見る。

「あの……ありがとう……送ってくれて……」

「いいよ……気にすんな……」

「うん」

「でも。──好きだっていったことは、気にしろよな」

「…………あ……」

　また、ジュンの顔が真っ赤になる。

　熟じゆくしすぎたトマトみたいに。

　照れるなら、言うなよ。

　とか思ったが、コマチもあたふたしてしまった。

「いや、あ、うん？　ってゆうか……」

「いいよ。返事とか聞きたいワケじゃないし。オレの気持ち、いいかげん伝えたかっただけだから」

「…………判わかった……」

「じゃあな……また、あした……」

「……また…………あした……」

　ジュンがペダルを踏むと、重たく自転車が動き出した。

　やがて、ジュンの背中が離はなれていく。

　どんどん、離れていく。

　見えなくなっても、しばらく、背中を追いかけていた。

　コマチは、ふたり乗りのとき、おでこをぶつけた背中のことを思い出していた。

　あったかくて、広かった。

「…………はは……っ」

　なんか足が、がくがくいってる。

「うちに、入ろう……」

　コマチは、玄関の格こう子しに手をかけた。

　と、

「あたっ……」

　急に、手首に痛みが走った。

　ジュンがつかんでいたところだ。

「…………あっ……」

　袖そでをめくると、微かすかな痛みと、赤くなってる。

「……そっか……青あお山やまって……」




　──男の子だったんだ。




　そんな当たり前のことにやっと気付いた。




　　　　♪




　陽ひが沈んで、短い昼間が終わると、夜がやってきた。

　コマチは、帰ってきたときの制服のまま、誰だれもいないリビングで、こたつに入ってぼんやりとテレビを眺めていた。

　弟は、あいかわらず塾じゆくでまだ帰ってきてない。

　父親は、仕事の会かい議ぎが長引いていて帰ってくるのが遅くなるそうだ。

　母親は、親しん戚せきのおばちゃんのところで、おしゃべり（グチ）に付き合わされているらしい。

　ぐー。

　と、お腹なかのムシがちいさく啼ないた。

　食欲はない。

　けど、お腹なかは減る。

　くそ。

　育ち盛りめ……。

　とりあえず、目に付いた──こたつの上のみかんに手を伸ばした。

　皮を剝むく。

　そのとき、しぶきが飛んで、目に入った。

　痛い。

　イタイ。

　イタイんだ。

　なんか、

「…………うぅ……っ」

　涙が出てきた。

「──なんで、コマチが泣いてんのよ」

　ユカだ。

　彼女は、ふわりふわりと浮かんで、コマチの傍かたわらに寄り添っていた。

「わかんないっ！　けど、なんか、とまらないの、涙。とまらないよ……っ」

「はぁー。まったく、とりあえず、泣くか、みかん食べるか、どっちかにして」

「……うぅ……うあぁ[image: ][image: ]……」

「だから、泣くか、みかんかっ！　……もう……よしよし。いい子だから、泣かないの。みかんも離はなして」

　ユカがなぐさめようと、コマチの頭を撫なでてくれた。

　でも、透すき通ってしまって、触ふれられない。

　だけど。それでも、ユカはコマチの頭を撫でてくれた。

「よしよし、よしよし……」

　そう言いながら。

「ごめんねぇ、うぅ……、なんか、わかんないの……っ」

　泣きじゃくるコマチ。

「なんだか、怖かったり、うれしかったり、くやしかったり、うらやましかったり。気持ちがぐるぐるして、まだ、自分が自分じゃないみたいで！」

「そっか、ごめんね。アタシ、強引にコマチの中に入って、身体からだ貸してもらっちゃったね」

「ううん！　違うのっ、最初は、ユカのせいだと思ってたんだけど、ユカのせいなんかじゃない。──自分のせいなのっ！」

「それって、どういうこと？」

　ユカが訊きく。

　でも、その声は、おだやかだった。

　コマチの耳に、心に、やさしい。

　染しみこんでいく。

「青あお山やまが好きっていってくれて、びっくりしちゃって、うれしかったんだけど……ちょっと怖かった……」

「なんで？」

「今までずっと友達だと思ってたから、いきなりあんなこと言われて、男の子だったんだって、思ったとたん怖くなって……。でも、うれしかったのは、本当。本当だよ……？」

「うん。判わかってるよ」

　涙で視界がゆがんでいたけれど、ユカが微ほほ笑えんでくれていたのが判った。

　ほっとして、そしたら、また涙が溢あふれてきた。

「うわぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　ごめんね、ユカ！」

「なんで、アタシに!?」

「だって、ユカ、青山のこと、ひぐぅ……、気にっ、気になってたっていってたのに……っ」

「ああ、それ。べつにいいよ」

「ふぇ!?」

「いや……。最初から、ジュンが、コマチのこと好きだって判ってたし」

「ふぇぇっ!?」

　コマチは、思いがけないことを言われて、ピタッと動きを止めた。

「やっぱ、コマチって、ホント鈍にぶいんだね。これじゃ、ジュンが可か哀わい想そうかも」

「ええっ……？」

「あんたさー。最初に、アタシがジュンと逢あったとき、あいつ、あんたのこと心配して追いかけてきてたんだよ。うち、逆方向なのにさ。ふっつー、仲がいいだけって思ってるやつが、わざわざそんなことするぅ？　今日きようだって、ここまで送ってくれてさー」

「い、言われてみれば……っ！」

　意い識しきしてなかったから、ぜんぜんコマチは気付いてなかった。

　コマチの友達がジュンとのことをからかわなくなったのは、本当は──周囲にはバレているのに、コマチ本人が彼の想おもいにまったく気付かないことを同情したからだ。

　嗚あ呼あ、青山ジュン。

　不ふ憫びんよのぅ。

「どうすんの、コマチ？」

「どうするもこうするも、わかんないよぉ……」

「だろうね……」

　やれやれと、ユカは肩をすくめた。

「ジュンの気持ちが、いいかげんな、チャラチャラしてるモノだったら、アタシの親友なめんな。って、ぶん殴ってやるとこだけど。でも、ジュンは、ちゃんと、誠実に気持ちを伝えてきた。だから、コマチはそれにちゃんと答える義務がある。たとえそれが一方的だったとしてもさ」

「でも……、どうやって？」

「自分の気持ちが判わからないなら、判らないっていえばいい」

「いいの？」

「いいよ」

　ユカが、しっかりとうなずいた。

　コマチは、涙でぐっしょりになった顔を制服の裾すそでぬぐった。

　涙は、もうやめよう。

「判んないなら、判んないでいい。でも、それって、ジュンにはまだ希望があるってことだし。これから、コマチが、ジュンのこと好きになる可能性もあるワケだからさ」

「へ？　えぇぇぇぇえっ！」

「だって、そうじゃん。嫌いやだったら、嫌だって気持ちが出てくるっしょ。嫌？」

「……べつに、嫌ってワケじゃ……」

「ほら。嫌いじゃないけど、好きかも判らないワケじゃん」

　ユカが言った。

　あれ？

　それって？

　まるで、テレビの中の波は佐ざ間まユカを観みていたときの、コマチの気持ちと似ている。

　嫌いじゃないけど、好きにもなれなかった。

　でも、今は、どうだろう。

「…………ユカ……」

　コマチは、名前を呼ぶ。

「うん？」

　ユカが、微笑ほほえんだ。

「わたし、ユカのこと──大好きだよ」

「あら、いきなりだね。けど、うれしいじゃん」

　ユカは照れくさそうにする。

「まだ、出で逢あってほんの数日だけど、わたしはユカのことが好き」

「アタシもコマチのこと好きだよ。最初からね。親友っていったでしょ」

「うん！　ありがと！」

　コマチは、素直に返した。

　ユカは、顔をくちゃくちゃにしながら、笑った。

　それでも、綺き麗れいに笑った。

　そしたら、コマチは、急に哀かなしくなった。

　また、涙があふれて、頰ほおを伝う。

　止められなかった。

「なんで…………、なんで──死んじゃったの、ユカぁ……」

「コマチ……」

「だってだって、ずっとテレビの中で観みてた。おなじ歳としでおなじ日に生まれて、でも、なんでこんなに違うんだろう。すごく輝かがやいてるユカのことが、うらやましくって、ねたましくって。けど、奇き蹟せきみたいに、ユカと友達になれた。なのにっ、もう、死んじゃってるなんて、そんなの、ないよ……。やだよ！　透すき通って、触ふれることもできない。触れたいよ。ユカの、綺麗な顔とか、長い睫まつ毛げとか……っ。ありがとうっていって、ぎゅっとしたいよ」

　涙でもう、前が見えなかった。

　ふいてもふいても、涙は溢あふれてきて、コマチの頰を濡ぬらし、落ちたしずくが、スカートに染しみこんでいく。

　それを受け止めようと、ユカが手を伸ばした。

　だけど、やっぱり、透き通って、堕おちていってしまった。

　また、スカートが濡れる。

「だめだね」

　ユカは、哀しそうに、でも、懸けん命めいに笑え顔がおになろうとする。

「透明なんだ、もう。アタシは、死んじゃったから。こんなに哀しいのに、涙も出てこないの」

「ユカぁ……っ！」

　手を伸ばしても、透き通る。

　判わかっていても、手を伸ばさずにはいられなかった。

　ユカの頰に触れるか触れないか。

　でも、きっと透き通る。

　透き通ってしまう。







　───リン。







「あれ？」

「こ、コマチ!?」

　今、一いつ瞬しゆんだけど……。

　コマチの伸ばした指先が、ユカの長い睫まつ毛げに触ふれた。

　たしかに感触はあった。

　だけど、それは一瞬だけだった。

　もう、触れられない。

「ふはっ！　コマチなにやってんのよ、せっかくなんだから、ちゃんと触れてよ」

　奇き蹟せき的てきだったのに、あまりにも間の抜けた展開に、ユカがふき出してしまった。

「うわぁ、ごめんっ！」

　あやまるコマチ。

　それを見て、いっそうユカは笑った。

「あははははっ！　おっかしっ！　ほんと、まったくさ……。はぁー……アタシ、コマチに逢あえてよかったよ」

「わたしも！」

「うん。ありがとう。本当はね。ずっと逢いたかったんだ、コマチに。死ぬ前からずっと」

「え……？」

　コマチは、自分の耳をうたぐった。

　死ぬ前から？

「どうして……？」

　わたしのこと、知ってたってゆうこと？

「アタシ、この近くの産婦人科で生まれたの」

　近所にある産婦人科といえば、コマチが生まれたところだ。

　……ということは。

「ええっ!?　じゃ、じゃ、じゃあ、わたしとおなじ病院で生まれたの!?」

「そうだよ」

　ユカはうなずいた。

「アタシのおばーちゃんの家がこの近くにあってさ。ママの生まれた家。今はもう、引っ越して、取とり壊こわされてるんだけど」

　そんなこと、ちっとも知らなかった。

　知るはずがないんだけど。

「そのときさ。アタシが生まれた時間とほとんどおなじに、もうひとり女の子が生まれてたの」

　……それって、わたしだ。

「そう。コマチだよ。ママが言ってたの。おなじ日のおなじ時間に生まれたもうひとりの女の子のこと。アタシが寝てるベッドの横で寝てた女の子こと。まるで、双ふた子ごみたいだって」

　赤ちゃんのときだ。病院でも赤ちゃんの区別がつかないことがある。だから、印を付けておいたりすることもあるらしい。

「それで、ママが気になって、退院するとき、その赤ちゃんのママに訊きいたんだって。もう、名前決まってるんですかって。そしたら、『コマチ』だってさ」

　だから、ユカは、コマチのことを死ぬ前から知っていた。

「そんな話、わたし知らなかった……」

　としかし、コマチには初耳だ。

「だろうね。最初に、コマチに逢あったときに判わかったよ」

「ははは……。そっか……」

「でも、アタシはずっと想おもってたんだ。おんなじ日おんなじ場所おんなじ時間に生まれたコマチのこと」

「なんで……？　わたしなんかのこと……？」

「これまでずっとなんでもうまくいってて、テレビの仕事も、歌の仕事も、全部、うまくいってた。けど、一度だけ、なんか急にむなしくなったときがあったの。一度だけ、アタシはなんでこんなことしてるんだろーなーって。おない歳どしの女の子は、みんなちゃんと学校いったり、仲良くあそんだり、恋をしたり……」

　ユカが、さみしげな表情を見せる。

　コマチの胸が痛くなるくらい締しめ付けられた。

　こたつの中で、猫みたく隠かくれて、丸くなってしまいたくなった。

「そのとき、ふと頭に浮かんだんだ。コマチのこと。もしも、あのとき、アタシはアタシじゃなくて、コマチとして生まれてたらどうだったのかなって。普通に、学校に行って、遊んだり、恋をしたりできたのかなって。だから、そんなこと言うなっていわれるかもだけど。ちょっとうらやましかったんだ。コマチのことが」

　そんな。

　うらやんでいた波は佐ざ間まユカが、自分のことをうらやましがっていたなんて。

　自分は、普通の人間だ。

　綺き麗れいでも、かわいくもない。

　性格も普通だし、なんのとりえもない。

　自分自身の恋も、まだよく判らないガキだ。

「そんな、ずっと輝かがやいてたよ。ユカは……」

「ううん」

　ユカは首を振った。

「違うよ。アタシだけじゃない。女の子はみんな、輝かがやくための魔ま法ほうを持ってるんだよ。綺麗になる魔法。素直になる魔法。コマチにもちゃんとある。いつか、それが見付かれば、きっと無敵だから」

「ユカ……」

「まあ、アタシくらい無敵なのはそうはいないけどねっ！」

「ユカっ」

　涙が溢あふれてくるけど、心の中から笑え顔がおも溢れてきた。

　だけど、ユカが、すこしだけさみしそうな表情になった。

　そして、

「……ハアー。じゃあ、そろそろ。行くわ」

「行くって……」

「──天国に決まってんじゃん」







　──リン。







　すると、それを合図にしたみたいに、ふたりのことをずっと見守ってた真っ白い女の子、モモがふわりと現れた。

　傍かたわらに、黒猫のダニエルもいる。

　それが、よりいっそう、ユカとの最さい期ごを感じさせた。

「なんで、いきなり、そんな!?　や、やだよ！　噓うそでしょ、ユカ。まだ、いかないでよ！　もうすこし、わたしの傍そばにいてよ！」

「そうしたいけど。ダメ……」

　ユカは、苦にが笑わらいで、モモの方をちらりと見た。

「なんで、大丈夫だよ。きっと、モモも許してくれるよ!?　ねぇ、そうでしょ!?」

　しかし、モモは何も応こたえなかった。

　コマチは、食い下がるように、ユカを見上げる。

「ユカぁ……」

「アタシが自分で決めたの」

「なんでなんで、友達になれたのに……っ」

「だからだよ。これでもう、未練はなくなった」

「……え？」

「コマチと逢あえた。コマチと親友になれた。それでもう、いい。それに、コマチはコマチの時間をちゃんと生きないと。アタシはもう、本当は、いないんだから。あっそうそう──」

「なに……？」

「コマチって、初恋いつ？」

「はあ？　小学校二年生のときの、山やま田だくんだけど……って、なにいわせんの!?」

　なんなんだ。

　拍子抜けしてしまう。

　すると、ユカは、ゆっくりと笑った。

「じゃあ、大丈夫か。ほら、『初恋は叶かなわない』ってよくゆうじゃん」

「ゆうけど……っ？」

「だから、大丈夫。コマチの次の恋は、初恋じゃない。安心して、ジュンのこと好きになっていいよっ」

「ちょ、ちょっ！　ユカっ！」

「人間って、呼吸をするみたいに恋をするようにできてるんだってさ」

「なにそれ……」

「きっと、判わかるよ。いつか」

「いつか……？」

「じゃあ、もう、逝いくわ」

「ユカぁっ」

「だから、ほら、泣かないでって。逝きにくくなんじゃん」

「でも、ユカっ！」

　しかし、ユカは、首を振る。

「もう、逝かなきゃ。バイバイ、コマチ……」

　そう言うと、ユカは、モモの方に向いた。

　モモは、哀かなしげな瞳ひとみで、ユカを見つめ返した。

　ああ、さよならいわなきゃ、ダメなんだ。

　だんだんと彼女の身体からだは半透明になって、綺き麗れいに透すき通って、消えていく。

「ありがと。まだ、アタシを女の子でいさせてくれて……」

「ユカぁ！」

　叫ぶ。

　でも、彼女は消えてしまった。

　まるで、炭たん酸さん水すいの泡のように。

　涙が、また、こぼれ落ちていく。

　みずたまりができてしまいそうだ。

　そして、コマチはぼんやり思い出していた。

　テレビの中、ドラマの中で、みずたまりを元気に飛び越えていく彼女の姿を。

　彼女が飲んでいた炭酸水がすごくおいしそうで、自分も買ってみたけど、彼女のようにおいしそうに飲めなくて、捨てちゃったこと。

　あした、また、飲んでみよう。

　今なら、すこしだけ、おいしそうに飲めるかもしれない。

　あしたがダメでも、あさってがある。

　あさってがダメでも、その次の日がある。

　その次も。

　だって、生きているんだから。

　そうでしょ。







　親愛なるユカ。

　わたしは、未い来まを生きる。
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　　　　♪




　朝。

　目覚めると、枕まくらがありえないくらい濡ぬれていた。

　わたしの涙のせいだ。

　泣きすぎて、瞼まぶたがはれてるらしい。

　ぜんぜん、開かない……。

「──なんつー顔してんのよ……」

「うるさいなー。ほっといてよ。誰だれのせいだと思って……思って…………思……っ!?」

　ベッドの上で、跳はね起きた。

「な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、なんでまだいるの──ユカ!?」

　朝。目覚めると、ありえないことに、消えたはずの彼女が、そこにふわふわと浮いていた。

　ついでに、そのうしろに、あの真っ白い女の子、モモと黒猫のダニエルがいる。

「ど、どういうこと!?　あなたが、連れて行ったんじゃないの!?」

　コマチは、モモに訊きいた。

「あたしもそのつもりだったんだけど。なんか、まだ、心残りがあるみたいなんだ」

　あっけらかんととんでもないことを言う。

「ちょっと！　ユカ！　心残りってなに!?　未練となにが違うの!?」

　今度は、ユカに訊いた。

「さあ……」

　としかし、ユカはとぼけたように肩をすくませる。

「わかっててよっ！」

　コマチは、振り向いてまたモモに訊く。

「こういう場合は、どうすんの!?」

「うーん。でもさー、ものすごい心残りっぽいから、気がすむまでやらせてあげれば？」

　モモは、あっさりと言った。

　となりのダニエルが、やれやれと疲れ果てた様よう子すで、お手上げ状態だった。

　お手を上げんな！

　しっかりしろ！

「というアレで、また、よろしくね！　親友！」

　ユカがにっこりと満面の笑えみを浮かべる。

「で、たまに、身体からだも貸してね！　親友！　アタシ、アレとかアレとか、もしくは、アレとかアレもやりたいんだよねっ♡」

「いーやーだぁあぁぁぁぁぁあぁぁぁっ！」







　まだ、もうすこしだけ、彼女との日々は続くらしい。

　たいへんなような、うれしいような。

　コマチは、よく判わからなかった。
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　　　　♪




　うさぎの唄うたを聴きいたことがあるよ。

　泣き虫のうさぎさ。

　涙ばっかりだから、瞳ひとみが赫あかくなってる。

　真っ白いうさぎの唄を聴いたんだ。

　それはとても、綺き麗れいで。

　それはとても、哀かなしくて。

　それはとても、忘れられなくて、忘れてしまったんだ。

　想おもい出すこともできないんだ。

　消えてしまったから。

　失なくなってしまったから。

　だから、もう、忘れたくない。

　だから、もう、失くしたくない。

　それは、キミだから。

　それは、ボクだから。

　それは、キミかい？

　それは、ボクかい？

　それは──







「なつかしい声を想い出したんだ」

　モモは、遠くの景け色しきに吸い込まれそうになりながら言う。

　かなり広くて透明な空の上。たゆたって浮かぶ、真っ白い花のような少女と黒の猫。

　黒猫の赫い首くび輪わにつけられた大おお袈げ裟さな鈴すずが、りりりん、と歌を唄うように鳴った。

「なつかしいって？　誰だれの？」

　ダニエルが訊きく。

「……さあ」

「さあって、そんな曖あい昧まいな……」

「だから、なつかしいって言ってるじゃん。知ってるのに、知らない。知らないのに、知ってる。そんなかんじ」

「……うーん」

「やっぱ、判わかんないか……」

　モモは、少しうつむいた。と、

「ううん。違うんだ。違うんだ、モモ……」

　ダニエルは、ぷるぷると首を振った。

　そのリズムで跳はねるように首くび輪わの鈴すずが、りりりん、りりりんと、唄うたう。

「不ふ思し議ぎなんだ。──だってさ、判わかるんだもん。判らないのに。なんだろうね。おかしいや」

　そう言って、くすぐったそうにダニエルは微笑ほほえんだ。

　けど、ダニエルは寂さみしくなった。

　何かを話そうとして、何も出てこない。

　すると、モモがそっとダニエルに手を伸ばす。

　頰ほおに触れる。

　指でつまむと、むにっ、とやわらかい感触が伝わってきて、モモは、クスリと笑った。

「なに？」

　きょとんとしてダニエルは、首をかしげる。

「なんでもないよ」

　モモは、そう言う。

　でも、ダニエルは、そうは思えなかった。

「どうしたの？　なんで、そんな哀かなしそうに笑うの？」

「ごめんね、ダニエル……」

「なんで、あやまるの？」

「……でも……ごめん」

「判んないよ。それじゃ」

　けれど、本当は、ダニエルには、なんとなく判っていた。

　モモがどうして哀しい顔をするのか。

　モモが、これから何を言おうとしているのか。

　何を心に決めたのか。

「──あたしは、確たしかめたい。自分がどうして、此こ処こに在あるのか」

　静かにモモが言葉をつなぐ。

　ダニエルは、そっとそれに触れる。

「どうして？　モモは、〝死しに神がみ〟なんだよ」

　判っているんだ。

　本当は。

　そんな気がしていたから。

　その黄おう金ごん色いろの瞳ひとみでダニエルは、真まっ直すぐにモモを見つめる。

　彼女の真っ白い姿を、花きや車しやな細い身体からだを、長い髪を、全部を瞳に焼き付けるように。

「だから、逢あいにいかなきゃ。あのコに」

「で、でも、モモは……っ！」

　しかし、モモはゆっくりと首を振った。

「だって、あのコって……あいつ……〝アン〟のことでしょ……？」

「うん。そう……もうひとりの自分あたし」

　死しに神がみの中でも、唯一の存在ＵＮ。

　真っ白で、〝変わり者デイス〟と呼ばれるモモとそっくりの、真っ黒の存在。

　正反対のふたり。

　モモとアン。

「ダメだよ」

　ダニエルが、ちいさく言った。

「あいつは、モモを傷付ける」

　現れるたび、その強大な〝チカラ〟をモモに向けて容赦なく、躊ちゆう躇ちよなく振るう。

「大丈夫だよ」

「大丈夫なんかじゃないよっ」

　今度は強く。ダニエルは、モモの言葉を打ち消そうとする。

　打ち消せないと知っていて。

「そうだね。ダニエルをつらくさせちゃったもんね」

　哀かなしい表情でモモは、自分の胸を押さえた。

　本当なら、ありがとうという言葉が出てくるはずなのに、口からこぼれるのは、「ゴメン」だった。

　それでも、遂とげたい想おもいがある。

　傷付いて、傷付けたとしても。

　締しめ付けられて、痛くなる──こころ。

　モモを助けようとしたダニエルは、アンによってこの世界の何ど処こでもない〝歪ひずみ〟に沈められてしまった。

　そして、何処でもない何処かを彷徨さまよい、傷付いて、立ち止まり、それでも、歩いて、歩いて、どれだけ歩いたのかも忘れてしまったころ、再び、モモに出逢った。

　それが、どのくらいの間のことだったのか、モモにもダニエルにも判わからない。

　ダニエルは、そのときのことをほとんど憶おぼえていない。

　ただ、懐なつかしい声を聴きいたくらい。

　それが誰だれの声なのか、判らないけれど。

　ダニエルがいなくなって、モモもずっとダニエルを捜していた。

　自分を助けようとしてダニエルは、アンの手でこの世界から──消されてしまった。

　大切なモノを失なくして、大切よりも〝たいせつ〟だったことを思い知らされる。

　だから、もう、失くしたくないと思った。

　なのに。

　モモは、行こうとする。

　また、失くすかもしれないのに。

　今度は、自分が消えてしまうかもしれないのに。

　自分が居なくなって、ダニエルをまた、つらくするかもしれないのに。

「ボクは、もう、モモが傷付くのがイヤなんだよ。だって、たいせつな……モモは、ボクのたいせつなご主人さまなんだから……」

　ダニエルは、泣きそうになりながら、それを必死でがまんしていた。

「ありがとう……ダニエル」

　やっと口にできたその言葉も今は、哀かなしいだけ。

　モモの花きや車しやな指先がまたダニエルに触れて、そして、ダニエルを細い腕と胸で包み込むように、抱きしめた。

「だったら。ボクもいっしょに……」

　でも、モモは、ちいさく首を振った。

　判わかってるよ。

　モモは、ダニエルをもう、つらい目にあわせたくなかった。

「なら、ダメだよ。モモ、行っちゃダメだよ……」

　行くと判っていても。

　止められないと判っていても。

　言わなきゃならないような気がした。

　もしかして、これが〝最さい期ご〟かもしれない。

　やさしい声も、哀しい顔も、イタズラな微笑ほほえみも、指先の感触や、あったかさや。

「ゴメン……ごめんね……」

　何度も繰くり返す。

　哀しくて、虚むなしいだけのやりとり。

　──行かないで。

　って、言えないまま。

　ぬくもりだけのやりとり。

　触れる温度だけのやりとり。

　──行かないで。

　って、言えないまま。

　絡からまって、すべる、虚しいだけの言葉。

　並べて、倒す。哀かなしいドミノを繰くり返す。

　光が照らすのは、影かげで。

　光を映すのは、影で。

　光がなければ、影は存在できない。

　影がなければ、光は何も照らせない。

　きっと、そこにあるのは、〝無〟だけだ。

　真っ黒い〝無〟。

　真っ白い〝無〟。

　光が塗ぬりつぶした世界。

　光が塗り替えた世界。

　それは、何も無い世界。

　それは、〝無〟だ。

「あたしは、あのコ……。あのコは、あたし……。違うけど、違わない。違わないけど、違うふたつでひとつの存在……たぶん、そうなんだよね」

　モモは、ひどくやさしく言った。

　とても哀しく響ひびいた。

　風に吹ふかれて、ひとひら花びらが遠く、空に絡からまっていた。

　空から廻まわっていた。

　光が射うって。

　真っ白い、薄うす紅べにの、赫あかい、花びらが、ひらひらと、風を泳いでいた。

　ヒカリが眩まぶしくて、目を閉じた。

　だから、なんにも見えなかった。

　だから、見えた気がした。

　ヒカリを失なくして。

　ヒカリを信じた。

　今なら、きっと──

「どうしても、引かれ合う。だったら、逢あいに行く」

　モモは、ダニエルを胸から離はなして、抱き上げた。

　ハナサナイデ。

　ハナシタクナイ。

　ハナサナイデ。

　ハナシタクナイ。

　コワクナルカラ。

　フアンニナルカラ。

　サミシクナルカラ。

　クルシクナルカラ。

　ハナサナイデ。

　ハナシタクナイ。

「大丈夫。だいじょうぶだよ」

　そう言って、彼女は笑った。

　ひどく綺き麗れいに笑った。

　哀かなしい顔で。

　この声は、こんなにも近くで。

　この声は、こんなにも遠くで。

　こんなにも届いているのに。

　こんなにも届かなくて。

　繰くり返して、空から廻まわって、虚むなしくなるだけ。

　それはひどくやさしいキセキなんだ。

「じゃあ──行ってくるね」

　モモは、精一杯に笑った。

　胸が苦しくなる。

　手を伸ばせば触れられるのに。

　ダニエルは、それをしようとしなかった。

　自分の身体からだから離はなれていく、指先とぬくもりを忘れないようにするのに精一杯だった。

　失なくさないために。

　だって、これを失くしたら、もう、戻れなくなる。

　帰ってこなくなる。

　目印になるんだ。

　今度は、ボクがめじるしになるんだ。

　モモが帰ってくるための。

「行ってらっしゃい……」

　指先が離れる。

　彼女は、透明な空に、透すけるように少しずつ消えていく。

　離れていく。

　遠くで、花びらが散る音が聞こえた。

　遠くで、子供が笑ってた。

　綺麗な音が、鳴っていた。

　ヒカリが射うって、それをつなぎとめようとする。

　遠くに哀かなしみの堕おちる音がした。

　願ねがいが叶かなうようにと、祈る声がした。

　離はなれては、近付いていく透明な空に、響ひびいて。

　導みちびかれるように、惹ひかれるように。

　やがて、出で逢あう星の運命を知っているのは、誰だれだろう？

　だれが、それを決めたんだろう？

　それは、キミかい？

　それは、ボクかい？

　誰かの声が、とても哀しく響いた。

　それが自分の声だと知って、泣いてしまったんだ。

　ヒカリが射うって。

　眩まぶしくて、目を閉じた。

　だから、なんにも見えなかった。

　だから、見えた気がした。

　今なら、きっと、見付かる気がした。




　光あれ。

　と誰かが言った。




　そしたら、

　何を見付けた？

　何が見付かった？




　さあ、離そう。

　その手を。

　自分の耳を塞ふさいでいるその手を。

　そしたら、

　自分の足跡がよく聴きこえた。




　　　　♪




　それは、一番遠くの空だった。

　赫あかい血の色の空だ。

　鈍にび色いろに光るのは、彼女が手にした巨大な鎌かま。

　彼女は、死しに神がみだった。

　真っ黒の。

「来るか……」

　唯ゆい一いつの存在、アンは、低く言った。

　傍そばにいたはずのニコルだが、それを聞きき逃のがしてしまった。

「え？　どうしたんですか、マスター？」

　ニコルはアンに訊たずねたが、しかし、答えは返ってこなかった。

　かわりに、アンは、ただ、真まっ直すぐに前を見つめていた。

　興こう奮ふんしたような表情で。

　微かすかにおびえたような表情で。

「自分から消されにきたか……なら、そろそろ、終わりにしよう……オレがオマエなのか、オマエがオレなのか……。〝本当〟は、どっちだ？」

　アンは、虚こ空くうに向かって笑う。

　すると、赫あかい空が、薄うすく透すき通っていく。

　まるで、色を塗ぬり替えるみたいに。

　そして、そこに立っていたのは、真っ黒の存在と同じ顔をした、もうひとりの存在だった。

　真っ白い髪の毛にワンピース、透き通りそうな肌、花きや車しやな肩。

　変わり者の死しに神がみ。

　アンにとっては、目め障ざわりな──もうひとり。

　ニコルにとっては、親友の主あるじ。




　引かれ合う星の重力のように。

　出で逢あった。

　出逢ってしまった。




　そして、はじまる。

　はじまりの終わり。

　終わりのはじまり。




　　　　♪




　何ど処こかで、誰だれかが言った。




　其そ処こで何を見付ける？

　其処で何が見付かる？




　今まで、手にしたモノは──




　なんだった？
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秘密の花園少女。

Unknown Star's Bolero Part.2: Searchlight (Ending)



　　　　♪




「終わる理由を知ってる？」

　長い髪の少女が言った。

　視し線せんは、相変わらず空の向こうだ。

「終わる、って何が？」

　私は訊きいた。

　少女は、トウカという名前のその女の子は、よくこういった謎なぞかけのような、それまでの会話の流れや主語などいろんなものを無視したことを話す。

　もしかすると、私も〝いろんなもの〟の中に含まれているのかもしれない。だとしたら、とても哀かなしい。どんなに想おもっていても、それは届いていないことになるからだ。

「終わるっていったら、ひとつしかない──セカイのこと」

　至し極ごく当然という風ふうに、トウカはしれっと言った。

「ああ、それなら以前にも聞いた気がするな」

　私は、窓際に置かれた椅い子すに座るトウカの傍そばに腰を降ろす。

「自分が何な故ぜ、今此こ処こにいるのか。それは、昔の自分……、えっと前世っていうんだよね。それが、終わったから。つまり、セカイが終わってしまって、あたらしいセカイが生まれて、そこでまたあたらしい自分が生まれたから。──とかそういう話の続き？」

「まあ、ぼんやりだけれど。間違いじゃないわ。けど、今は説明したくないから、説明しない」

　トウカは、あっさりとそう言う。

　私は、ハハハ、と小さく笑った。こういうのはいつものことだ。

「それで、その終わる理由っていうのは？」

「そう。それ」

　トウカが、私の方を見た。

「セカイが終わって死んでしまったあたしは、何ど処こに往いったと思う？」

「え？　今、此処に居るんじゃないの？」

「違うわ。それは今のあたし。あのときのあたし」

「そういうことかぁ。でも、私は、今のトウカしか知らないし……」

「って、前に言ったでしょ？　キョウカとあたしは、前は〝同じ〟だったんだって」

「そっか。そうだったわね」

　私は、また小さく笑った。

　今度のは、うれしい笑えみだ。

　私とトウカは同じだった。

　つまり、同じ人物だったということだ。

　トウカの話では、ひとつの身体からだに与えられる魂はひとつだけ。前世というのでは、そうだったらしいのだけれど、今、ここにいる私たちは、キョウカという私と、トウカというふたりに別れてしまっている。という。

　合わせ鏡かがみのようにそっくりな双ふた子ごの私たちに。

「だーかーら。それはいいんだって。終わる理由だよ」

「そうね。そうだったね」

　私は、相づちを打つ。

「思うんだ。セカイって終わるときはくるの。それは絶対ね。きっとまるで、誰だれかが夢から醒さめたみたいに。もしかすると、今、このセカイも誰かが見てる夢なのかも」

「ああ、終わる理由というのは、誰かが目覚めるということなのね」

「うん。そうっ！」

「もしそうだとしたら？」

「だったら、その誰かとやらには目覚めて欲しくないな」

「そう思う？」

「思うよ。だってさ。割と此こ処こも気に入っているし。クラスの奴やつ等らも、単純でお気楽なのばかりだけどさ。もちろん、キョウカが居る事もそう」

「本当に？　本当にそう思ってる？」

　私は、身を乗り出すように訊きいた。

　いきなりだったので、トウカは少し驚おどろいた様だった。

「ど…どうしたの？」

「だって、ほら、トウカ。以前言ったじゃない。私に『死んじゃって』とか」

「あ……それは……」

　トウカは、痛い処ところを突かれたのか、私から視し線せんを外した。

「その……あの時は、ちょっとムシャクシャしてて……」

「でも、言ったわ。同じ顔が飽きたとも」

「だ、だから！　ゴメンて、謝あやまったでしょ……!?」

　こちらに『降参』の視線を送ってくるトウカから、今度は私が視線を外した。

　悪戯いたずらだ。

　本当はもう、怒ってない。

　言われた時は、すごく哀かなしかったけれど。

　トウカが心の底から、そう思っていないんだろうから。

　双ふた子ごなのに、心が判わからない時は不安だ。

　でも、信じる。

　私は、トウカのことを。

　だって、







　──ゴーン、ゴーン、ゴーン……。







　大鐘チヤイムが鳴る。

　もう、クラスに戻らなくてはならない時間だ。

「ほら、キョウカ。もう、戻らないと！」

　トウカが立ち上がる。

　そして、私に手をさしのべる。

　私は、その手をつかんだ。

　その途と端たん、トウカの手から私の手へ温ぬくもりが流れ込んでくる。

　うれしくなって、私は笑え顔がおになった。

　すると、トウカも笑った。

「さあ、行こう」

「うん」

　私は、トウカの手をにぎったまま立ち上がった。







　遠くで鈴の音が聴きこえたような気がした。




　なつかしいような。




　不ふ思し議ぎな音だった。
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momo the girl god of death "call" - all over.










らくがき。Afterword of Graffiti in "call"









　はじめまして、おひさしぶりです。

　今回収しゆう録ろくされた『世界の終わりにハミングを。』は、「電でん撃げきhp　vol.34」に掲載されましたが、当初、文庫収録予定のない実じつ験けん的てきな作品でした。なので、この巻に収録されることになって、ほっとしたり、ずいぶん昔のモノなので、ちょっとだけはずかしかったり。『炭酸水と透明のキミへ。』は「電でん撃げきhp　vol.45」に掲載されたモノにちょばっと手を入れたかんじです。







　というアレで。




　これは、夢の話です。

　目覚めたら終わります。不ふ確たしかで、でも、確かに今の今まで其そ処こに、此こ処こに在りました。なのに、目覚めた瞬しゆん間かんそれは消えてしまうんです。終わってしまいました。しかも、憶おぼえてることが極端に少なかったり。もちろん、はっきりぱっきり憶えているというひともいるし、ボクだってたまには、ちゃんと憶えていたりして、それがあたらしい物語りを描くヒントになったりもします。が、そんなにうまい話ではなかったりします。何な故ぜなら、良い夢ばかりだけでなく、ときに、悪夢という見たくないモノまで見てしまいますから。しかもそういうヤツほど、がっつり憶えてしまっていたりするんですから。ボクは、思いました。夢の中も自由自在に見れたらいいのに。（くわしくは調しらべてなかったりしますが、好きな夢が見られる方法とか、そういう類たぐいの機き械かいがなんかあった気がします。でもそれは置いておいて）夢の中で思った通りのことができたら、どんなに素す敵てきでしょう。まず、普通に走れるようにします。これはボクだけでしょうか。夢の中で必ずと言っていいほどちゃんと走れません。なんか、月面を走っているような妙なカンジになります。ぼ、ボクだけでしょうか……。あと、コワイ夢は見ないようにします。恐ろしい悪あく魔ま的てきなモンスター的な何かしらに襲おそわれないようにします。それから、大好きなひとに毎日逢あえるようにします。今はもう逢えない、あのひとやあのひとやあのひとにも逢います。きっともう、久しぶりに夢の中で逢って、なんかよく判わからなくなって、泣きながら朝起きたりすることもなくなるんです。

　でも、本当にそれでいいんだろうか。と、自分で考えていたクセに思ってしまいました。毎日毎日、好きなことだけを夢に見ている。つらいこともかなしいことも忘れてしまって、そんなことは最初からなかったことのようにして。もしかすると、ボクはもうひとつの〝夢〟も見なくなってしまうかもしれません。それは、起きているときに見る夢です。想おもい描く未来だったり、叶かなえたい願ねがい事ごとだったり。

　弱いボクは、眠ることで満足を得てしまうなら、「じゃあ、それでいいや」と思ってしまいます。きっと。たぶん。叶わない願いなら、じゃあ、最初から見なくていい。どうせ、夢の中で見られるし。なんて言って。目覚めたら終わるその物語りの中に入いり浸びたってしまうでしょう。夢から醒さめたくないワケです。だったら、ボクは、自由に夢が見られる方法や機き械かいもいりません。たまにはほしくなりますが。ボクの夢にはいつも続きがあって、それはきっと、起きているときに見る夢にもつながっているから。いつか、その夢に終わりがくるとき、手にした満足感と喪そう失しつ感かんが欲しいのです。それは、眠っているときに見る夢では手に入らないモノです。きっと。

　だから、ボクには、泣きながら朝起きたりすることもとても重要だと思います。たまに、悪夢なんか見るのも。もちろん、見ないなら見ないでいいんですけれど。

　そうするときっと、朝起きて、一番はじめに呼吸をするとき。「ああ、今日きようも生きてる」って思うと思います。そして、眠るほんの五秒前、呼吸をするとき。「ああ、今日も生きた」ってそう思うと思います。

　だから、ボクやボクが描く物語りたちは、いつでも、どっか臆おく病びようで、弱くて、うつむいたり振り返ったりします。

　だから、これは、あのときの〝夢〟のカケラかもしれません。

　夢を見るために見た夢の続きかもしれません。

　もしかして、あなたの夢のはじっこの方に引っかかった幻かもしれません。

　もしかして、これは、あなたが夢を見るための物語りなのかもしれません。

　だから、




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、

　この本に関する、この本を巡る、

　すべてのみなさまに、こころから感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。











二〇〇七年　春はまだかと訊たずねながら




ハセガワケイスケ
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──ただ、ヒカリを信じて。キセキのように。









ハセガワケイスケ

12月26日生まれ。in 福井

「やるときゃやります！」
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
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